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C H A P T E R 1
新規および変更情報

• 新規および変更情報, on page 1

新規および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するこのガイドでの機能に対する大幅な変更の概要を示したも
のです。 ただし、このリリースに関するガイドの変更点や新機能のなかには、この表に記載され
ていないものもあります。

Table 1: Unified Communications Manager と IM and Presence Service での新機能と変更された動作

日付（Date）参照先説明機能または変更

2021 年 3 月 31 日——リリース14ドキュメン
トの初回リリース

2021 年 3 月 31 日CDR 管理 , on page 9Unified Communications
Manager に最大 8 台の
課金サーバを追加でき
るようになりました。

追加の課金サーバサ
ポート

2021 年 10 月 27 日——リリース 14SU1ドキュ
メントの初回リリース

2022 年 6 月 16 日——リリース 14SU2ドキュ
メントの初回リリース
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P A R T I
CDR Analysis and Reporting

• 概要, on page 5
• 初期設定, on page 19
• ユーザーレポート, on page 71
• システムレポート, on page 107
• デバイス レポート, on page 157
• CDR および CMR のエクスポート, on page 205





C H A P T E R 2
概要

Cisco CDR Analysis and Reporting（CAR）ツールは、サービス品質、トラフィック、ユーザーコー
ル量、課金情報、ゲートウェイに関するレポートを生成します。 CAR は、コール詳細レコード
（CDR）、コール管理レコード（CMR）、および Unified Communications Manager データベース
のデータを使用してレポートを生成します。CARインターフェイスには、CiscoUnifiedServiceability
の [ツール (Tools)] メニューからアクセスできます。

CAR は、サードパーティが提供するコール アカウンティング/課金ソリューションに代わるもの
ではありません。 Cisco Developer Community のホームページで、これらのソリューションを提供
する、Cisco Technology Developer Program のメンバ企業を検索できます。

CARは iDivertコール（コールをボイスメッセージシステムに転送する機能）を処理せず、それら
を通常のコールとして扱います。 iDivert機能がアクティブになった後の通話の一部は、正しい通
話者に課金されない場合があります。

Note

• CDR 分析とレポートの概要, on page 5

CDR 分析とレポートの概要
CARの主な機能は、通話処理に関するシステムステータスのレポートと Unified Communications
Manager のユーザーに関するレポートを生成することです。 また、CAR は CAR データベース管
理アクティビティも実行します。 これらのタスクは、以下のいずれかの方法で実行できます。

• 必要なタスクを自動的に実行するように設定します。

• ウェブインタフェースを使ってタスクを手動で実行することもできます。

Cisco Unified Serviceability の [ツール（Tools）] メニューから CAR にアクセスします。これは、
「CAR を有効にする, on page 23」で説明されているように、適切なサービスをアクティブにした
後です。

すべての CAR レポートは CDR データを使用します。 CAR は、CDR レポジトリサービスが CDR
レポジトリフォルダ構造に配置したフラットファイルから CDR を処理します。 CAR は、スケ
ジュールされた日時と頻度でCDRを処理します。 デフォルトでは、CDRデータは 1日 24時間、
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週 7 日間、連続的にロードされます。しかし、必要に応じて読み込み時間、間隔、継続時間を設
定することができます。 さらに、デフォルト設定では CDR レコードのみをロードします。 CMR
レコードはデフォルトではロードされません。

CARシステムスケジューラウィンドウにある “[CDRのみロード（LoadCDROnly）]”チェックボッ
クスのチェックを解除して、CMR レコードのロードを許可するオプションがあります。 詳細は
CDR ロードスケジュールをセットアップする, on page 42 を参照してください。

Note

CAR は、CDR、CMR、Unified Communications Manager データベースから、さまざまなレポート
に必要な情報を取得します。

レポートをスケジューリングする

使用しているシステムでCARを有効にした後、定期的に自動生成するCARレポートをスケジュー
ルすることができます。 スケジュールできる各レポートには、独自のレポート生成間隔がありま
す。レポートの生成間隔を日単位、週単位、月単位で指定することができます。日単位レポート
をスケジュールすると、レポート生成間隔が日単位であるすべてのレポートがスケジュールされ
ます。 同様に、週単位または月単位のレポートをスケジュールすると、それらのレポートがスケ
ジュールされます。 また、自動的に削除されるまでのレポートの保存期間を指定することもでき
ます。

デフォルトでは、CAR は次のレポート生成および削除スケジュールを使用します。

• 日単位のレポートは、毎日午前 1 時に実行されます。 これらのレポートは 2 日後に消去され
ます。

• 週単位レポートは、毎週日曜日の午前 4 時に実行されます。 これらのレポートは 4 週間後に
消去されます。

• 月単位の請求レポートは、毎月 1 日の午前 3 時に実行されます。 これらのレポートは 2 ヶ月
後に消去されます。

• その他の月次レポートは、毎月 1 日の午前 2 時に実行されます。 これらのレポートは 2 ヶ月
後に消去されます。

システムを新しいバージョンのUnified CommunicationsManagerにアップグレードする場合、自動
的に生成されるCAR（通話記録分析）レポートを無効にすることで、アップグレードプロセス中
にシステムリソースを節約することができます。

Note

レポートのリストと既定の生成スケジュールについては、「レポートの自動生成を有効にする, on
page 66」を参照してください。

システム監視では、自動的にQoSレポートなどの様々なレポートを生成し、それらを一定の間隔
で確認します。大きなシステムなら毎日、小さなシステムなら毎週または 2 週間おきです。 QoS
レポートは、ネットワーク上で実行される通話の品質を判断し、パフォーマンスを向上させるた

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
6

CDR Analysis and Reporting

CDR 分析とレポートの概要



めに追加のハードウェアが必要かどうかを判断するのに役立ちます。 ゲートウェイ、ボイスメッ
セージ、電話会議ブリッジ、ルートグループ、ルートリスト、およびルートパターンの使用状況
レポートを使用して、システム処理に役立つ使用状況の概観を提供できます。

レポートパラメーターをカスタマイズし、メールオプションを有効にして、レポートが作成され
るとメールで送信されるようにすることもできます。 [パラメータのカスタマイズ] オプションに
より、[パラメータのカスタマイズ] ウィンドウ内の特定のレポートのレポートパラメータをカス
タマイズすることができます。 個別のレポートごとに、そのレポートのパラメータをカスタマイ
ズできます。

警告の設定

CAR は、以下のイベントを含むさまざまなイベントに対して、電子メール アラートを提供しま
す。

• 課金制限通知は、ユーザーの1日の課金制限が指定された最大値を超えると通知します。 [レ
ポート設定（Report Config）] > [通知限度（Notification Limits）] ウィンドウで最大値を設定
できます。

• [QoS 通知] は、良好な通話の割合が指定された範囲を下回った場合、または不良な通話の割
合が指定された制限を超えた場合に通知します。この範囲は [レポート設定（ReportConfig）]
> [通知限度（Notification Limits）] ウィンドウで設定できます。

メール警告に対してシステムを有効にするには、2つのステップを実行します。まず、メールサー
バーの設定情報を指定する必要があります（[システム（System）]> [システムパラメータ（System
Parameters）] > [メールパラメータ（Mail Parameters）]）。 設定情報を使用して、CAR は電子
メールサーバーへの接続が成功するようにします。 次に、[レポートの自動作成/警告（Automatic
ReportGeneration/Alert）]ウィンドウでメールアラートを有効にする必要があります（[レポート設
定（Report Config） > [自動作成/警告（Automatic Generation/Alert））。 デフォルトでは、CAR
はすべてではなく一部のレポートでメールアラートを有効にします。

システムを最新バージョンの Unified Communications Manager にアップグレードする際は、自動
メールアラートを無効にしてシステムリソースを節約します。

アプリケーションユーザー用のメール ID が存在しないため、システムはアプリケーションユー
ザーにメールアラートを提供しません。

Note

CAR データを消去する

このセクションには次の項目に関する情報が記載されています:

• 自動消去

• 手動消去

• イベントログの消去
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CAR は、自動および手動による CAR データベースの消去を提供します。 デフォルトでは、シス
テムは自動消去を有効にします。 CDR/CMR をロードする前後に、CAR は CAR データベースの
サイズをチェックし、必要に応じて自動消去を呼び出してCARデータベースのサイズを制御しま
す。

自動消去を使用すると、CARは CDRが CARデータベースに保持される日数を継続的に監視しま
す。CDR経過期間が [自動データベース消去の設定]ウィンドウの最大経過期間で設定した最大日
数を超えると、設定した日数より古いすべての CDR が CAR によって削除されます。

[データベースの自動消去の設定] ウィンドウで、CAR データに割り当てる CAR データベースの
割合を指定します。システムは、指定された最高水準点と最低水準点の間のCARデータベースサ
イズを維持します。 CARデータベースのサイズが最低水位標を超えると、CARは CAR管理者に
電子メールを送信します。 CAR データベース サイズが最高水準点を超えると、CAR は請求デー
タテーブルと請求エラーテーブルから、最も古い日付のパーティションから指定された制限値を
下回るまでのパーティションの削除を開始し、システムが最新のレコードを読み込み続けること
を許可します。 多数の CDR が CAR（通話記録分析）データベースに存在し、パーティションを
削除しても制限が下がらない場合、CAR（通話記録分析）は少なくとも 2 日分に相当するデータ
を保持し、電子メールを CAR（通話記録分析）管理者に送信します。

Table 2: CDR データベースの最大サイズ

最繁時総コール試行数
（BHCA）

データベースの最大サ
イズ

CDR レコードの最大数バージョン

10,0006 GB200 万レコードUnified Communications Manager

5,0003 GB1 万レコードCisco Unified Communications Manager
Business Edition 5000

特定の日付より古いレコード、または特定の日付範囲内のレコードを削除したいが、自動消去の
スケジュールを変更したくない場合は、手動データベース消去を設定します。 [手動削除] ウィン
ドウの [再読み込み] ボタンをクリックして、CDR レコードを含む CAR データベースを再読み込
みすることもできます。 ダイヤルプランの更新、ユーザーとデバイスの関連付けの変更、コール
レートの変更などの後、コールを再分類するためにデータベースをリロードすることが必要にな
る場合があります。システムが新しいレコードをロードした後、システムは設定されたCDRロー
ドスケジュールのスケジュールに従ってレコードをロードします。デフォルトでは、CDRデータ
は 1 日 24 時間、週 7 日ロードされます。

イベントログの消去は、tbl_event_log テーブルを監視する日単位でスケジュールされたジョブで
あり、tbl_event_log レコードを自動的に削除して、過去 3 日間の日単位ジョブ、最近 3 週間の週
単位ジョブ、最近 3 か月間の月単位ジョブを保持します。つまり、tbl_event_log テーブルに 1500
を超える行が存在する場合、CARはイベントログの消去を自動的に有効にし、イベントログの消
去が発生してもメールを送信しません。

通話料金

CARを使用して、時間の増分に基づいて、コールのコストに対する基本料金を設定することがで
きます。 その後、時刻と音声品質の要素を適用することで、コストをさらに詳細にすることがで
きます。利用者にサービスを提供する必要があるサービスプロバイダーは、この機能を使用しま
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す。 一部の組織では、この情報を使用して、会計または予算編成の目的で組織内のユーザーおよ
び部門への請求コストを確立します。

これらの評価パラメータを使用するレポートには、個々の請求、部門別請求、料金別上位 N 件、
番号順上位 N 件、継続時間上位 N 件などがあります。

基本料金/ブロックの既定値を変更しない場合、ブロックごとの既定の基本料金がゼロに等しいた
め、コストは常にゼロのままになります。

Note

音声品質による通話コストを増やしたくない場合、デフォルト値を使用できます。 デフォルトの
倍率は 1.00 を指定しているため、音声品質に対する通話コストの増加は発生しません。

Note

コールレートの設定の詳細については、「CAR 評価エンジン, on page 59」を参照してください。

活動の追跡

CARは、さまざまなアクティビティのステータスを追跡できるログを提供します。イベントログ
は、自動生成されたレポート、CDRのロード、通知、レポートの削除、データベースの消去、モ
ニタリング、およびイベントトラッキングなど、CARスケジューラによってトリガーされたイベ
ントを追跡します。

CDR 管理
[CDR 管理（CDR Management）] ウィンドウには、Cisco Unified Serviceability から [ツール
（Tools）] > [CDR 管理（CDR Management）] を選択してアクセスできます。CDR管理サービス
は、クラスター内の CDR および CMR ストレージ、およびアプリケーション課金サーバーへの
ファイル転送を管理します。 リリース 14 以降、CDR/CMR ファイルは FTP/SFTP 経由で最大 8 つ
の顧客請求サーバーに送信されます。

CDR 管理は次のサービスを使用します。

• CDR エージェント：このネットワークサービスは、呼処理ノードが生成した CDR ファイル
をSFTP経由でCDRレポジトリノードに転送します。ファイル転送が完了すると、CDRエー
ジェントはローカル CDR ファイルを呼処理ノードから削除します。 このサービスはデフォ
ルトで有効になっています。

• CDR Repository Manager: このサービスは、クラスター内の少なくとも 1 つのノード (通常は
パブリッシャノード) で実行されている必要があります。 CDR レポジトリマネージャは、生
成された CDR および CMR ファイルのコピーをレポジトリノード上に保持し、指定された有
効期限が経過したとき、またはディスク使用量が最高水準点を超過したとき、ファイルを消
去します。 アプリケーション請求サーバーが導入されている場合、CDR リポジトリマネー
ジャは請求サーバーへの CDR および CMR ファイルの SFTP 転送を開始します。 このネット
ワークサービスは、デフォルトです。
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• CDR onDemand サーバー：アプリケーション請求サーバーを使用している場合、この機能
サービスは CDR リポジトリノードでアクティベートする必要があります。 このサービスは
SOAP/HTTPS ベースのサービスを使用します。ユーザーが指定した時間間隔で特定の CDR
ファイル名に対する SOAP リクエストを受信し、パラメータに適合する SFTP 経由ですべて
のファイルを返します。

SFTP ファイル転送

CDRエージェントは、SFTP経由で呼処理ノードからCDRリポジトリサーバーに転送されるCDR
および CMR ファイルを 6 秒間隔でチェックします。 転送が成功した後、ローカル ファイルは呼
処理ノードから削除されます。 配信が失敗するとすぐにスリープ間隔が 1 分間に変更され、配信
が成功するまで 1 分間隔になります。 ファイルの配信が成功すると、6 秒間隔に戻ります。 ファ
イルが転送されずに呼処理ノードに残っている場合、ディスク使用量が設定されたしきい値を超
えると、Cisco ログ パーティション モニタリング ツールによってファイルが削除される場合があ
ります。 Log Partition Monitoring Tool の詳細については、『Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool

アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

CDRリポジトリマネージャは、展開された課金サーバーに送信するCDRおよびCMRファイルを
6 秒間隔でチェックします。 課金サーバーが応答しない場合、システムは 2 倍の間隔を開けて再
試行します。 各配信が失敗するたびにスリープ時間が倍増し、2 分間になるまで続きます。それ
以降は配信が成功するまで 2 分間隔になります。 配信が成功すると、6 秒間隔に戻ります。 請求
サーバーを削除しない限り、またはファイルが保存期間外になり削除されるまで、このプロセス
は続行されます。

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
10

CDR Analysis and Reporting

CDR 管理



サポートされている SFTP サーバー

内部テストでは、シスコが提供し、Cisco TAC がサポートしている Cisco Prime Collaboration
Deployment（PCD）上の SFTPサーバーを使用します。 SFTPサーバーオプションの概要について
は、次の表を参照してください。

以下の表示に記載されている情報を参考に、システムで使用する SFTP サーバー ソリューション
を決定してください。

Table 3: SFTP サーバー情報

情報SFTP サーバー

このサーバーはシスコが提供およびテストした唯一の SFTP サーバーで
あり、Cisco TAC が完全にサポートします。

バージョンの互換性は、使用している Unified Communications Manager
およびCisco PrimeCollaborationDeploymentのバージョンに依存します。
バージョン（SFTP）または Unified Communications Manager をアップグ
レードする前に、『Cisco Prime Collaboration Deployment アドミニスト
レーションガイド』を参照して、互換性のあるバージョンであることを
確認してください。

Cisco PrimeCollaboration
Deployment の SFTP
サーバー

テクノロジー パートナーのこれらの SFTPサーバーは、サードパーティ
によって提供され、サードパーティによってテストされています。バー
ジョンの互換性は、サード パーティによるテストに依存します。 テク
ノロジー パートナーの SFTP製品またはUnified CommunicationsManager
をアップグレードする場合、テクノロジーパートナーのページで、互換
性のあるバージョンを確認してください。

テクノロジー パート
ナーの SFTP サーバー

これらの SFTP サーバーはサードパーティによって提供されており、
Cisco TAC によって正式にサポートされていません。

バージョンの互換性は、SFTP バージョンと Unified Communications
Managerバージョンの互換性を確立するためのベストエフォートに基づ
きます。

Note
これらの製品はシスコによってテストされていないため、機能を保証
することはできません。 Cisco TAC はこれらの製品をサポートしてい
ません。 完全にテストされてサポートされる SFTP ソリューションと
しては、Cisco Prime Collaboration Deployment またはテクノロジーパー
トナーの SFTP サーバーを利用してください。

他のサードパーティの
SFTP サーバー

[ロール（Roles）]
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。
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• 管理者はCDR分析とレポートのすべての機能を使用します。たとえば、負荷分散、システム
パフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステム レポートを生成できます。

• マネージャは、予算やセキュリティの目的で通話を監視したり、通話の音声品質を確認した
りするために、ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成できます。

• 個々のユーザーは、通話の請求レポートを生成できます。

任意のユーザーがCAR管理者になることができます。CAR管理者として識別されたユーザーは、
CARシステムに対するフルコントロールを持ちます。管理者は、システムとレポートに関連する
すべてのパラメータを変更できます。

CAR には少なくとも 1 人の管理者が必要です。

CiscoUnifiedCMAdministrationで管理者、マネージャ、ユーザーを設定します。 詳細については、
CAR ユーザーを生成する, on page 28を参照してください。

レポート
CAR から、オンデマンドでレポートを生成したり、管理者の場合はレポートの自動生成をスケ
ジュールすることができます。 コンマ区切り値 (CSV) 形式または Portable Document Format (PDF)
でレポートを表示できます。 PDF を選択する場合、お使いの PC には Adobe Acrobat Reader がイ
ンストールされている必要があります。

レポート情報
時間、曜日、および月の日のパターンを表示するすべてのCARレポートでは、チャートとテーブ
ルは次の条件に従って表示されます。

• 検索条件で指定された時間範囲 (時間、曜日、または日) に一致するレコードがない場合、レ
ポートはすべての曜日/時間に対して 0.00 の値を表示します。

• 返されたすべてのレコードの値が0.00の場合、CARはチャートを表示しません。いずれかの
レコードに 0 以外の値が含まれる場合、CAR はチャートを表示します。

• レコードが生成された場合（選択した日付範囲の少なくとも 1 日分）、そして選択した日数
がレポートで表示できる日数を超える場合（週単位は7日以上、月単位は31日以上）、チャー
トはすべての日を表示します（レコードを生成しない日の値は 0 です）。 関連する値を持つ
すべての日と、データを含まない日には 0.00 が表示されるテーブルが表示されます。

• レコードが生成された場合（選択した日付範囲の少なくとも1日分）、選択した日数がレポー
トで表示できる日数より少ない場合（週単位で 7日未満、月単位で 31日未満）、チャートは
すべての日を表示します（レコードが生成されない日の値は 0）。 関連する値を持つすべて
の日と、データを含まない日には 0.00 が表示されるテーブルが表示されます。

ユーザー名を表示するすべての CAR レポートで、CAR がユーザー名を取得できない場合には、
ユーザー ID が表示されます。 この状況は、通話に参加したユーザーがシステム (Unified
CommunicationsManagerデータベース)に存在しない以前のデータに対してレポートが生成された
場合に発生します。
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生成されたレポートスケジュール
レポートの自動生成は 2 段階のプロセスで構成されます。 まず、生成したいレポートを有効にす
る必要があります。 次に、レポートを生成する日時をスケジュールする必要があります。 CAR
にはデフォルトのスケジュールが用意されているため、デフォルトのスケジュールが受け入れら
れる場合は、自動生成するレポートのみを有効にする必要があります。

レポートとメールアラートは、新規インストールでは自動的には有効になりません。 自動生成す
るレポートを有効にする必要があります。 レポートの生成を有効または無効にするには、レポー
トとメールの自動生成方法に関する「レポートの自動生成を有効にする, on page 66」の手順を参
照してください。

レポートが生成され、システムから消去される日、週、または月ごとの特定の時刻を変更するに
は、「CDR ロードスケジュールをセットアップする, on page 42」を参照してください。

監査ロギング
監査ログでは、UnifiedCommunicationsManager システムへの設定変更は監査用に別のログファイ
ルに記録されます。 監査イベントは、記録する必要があるすべてのイベントを指します。 Cisco
Unified CDR 分析とレポート作成はこれらのイベントの監査ログを作成します:

• CDR Loader のスケジュール。

• 日次、週次、月次のユーザー レポート、システム レポート、およびデバイス レポートのス
ケジュール。

• メール パラメータの設定。

• ダイヤル プランの設定。

• ゲートウェイの設定。

• システム プリファレンスの設定。

• 自動消去の設定。

• 接続時間、時刻、および音声品質の評価エンジンの設定。

• QoS の設定。

• 事前生成レポートの自動生成/アラートの設定

• 通知限度の設定。

ログオンメッセージ
最初の Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting ウィンドウに表示される
カスタマイズされたログオンメッセージを含むテキストファイルをアップロードすることができ
ます。
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カスタマイズしたログオンメッセージのアップロードの詳細と手順については、『Cisco Unified

Communications Manager アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

国際化対応
任意のロケール（または言語）に対応するよう設計されたCARには、任意のロケールを処理でき
るデータベースも含まれています。

CARは、Unified CommunicationsManagerのヘルプに記載されている通り、すべてのラテン 1言語
とユニコード言語のロケールをサポートしています。 ラテン 1 言語には、英語と西ヨーロッパ言
語が含まれます。 Unicode 言語には、日本語と中国語が含まれます。

Note

ロケールには、ユーザーとネットワークの 2 種類があります。 各ロケールはロケールファイルの
セットで構成されています。 次の定義は 2 つのタイプのファイルを説明します。

• ユーザー - 電話ディスプレイ テキスト、ユーザー アプリケーション、ユーザー ウェブ ペー
ジなど、ユーザー関連機能に関連するファイル。

• ネットワーク：電話やゲートウェイのトーンなど、ネットワーク関連機能に関連するファイ
ルです。 国名はネットワークのロケールを示します。

ロケールインストーラーによってロケールがインストールされている場合に限り、CARはそのロ
ケールをサポートします。

Unified CommunicationsManagerについては、まずUnified CommunicationsManagerロケールインス
トーラをクラスタ内のすべてのサーバーにインストールします。ロケールインストーラーをイン
ストールすることで、最新の翻訳済みテキストを CAR で使用できるようになります。

Unified Communications Manager ロケールインストーラの詳細については、Cisco Unified

Communications Manager アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

Note

複数のロケールに対応しているのはユーザーウィンドウとマネージャウィンドウだけです。 管理
者ウィンドウは英語で表示されます。

Cisco Unified CM Administration で、Unified Communications Manager データベースにユーザーが指
定したロケールを設定します。 これは、[エンドユーザーの設定] ウィンドウからユーザーを作成
する際に行います。 ユーザー名、ユーザー ID などと共に希望のロケールを指定します。 この情
報は Unified Communications Manager データベースに保存されます。

詳細については、 Cisco Unified Communications Manager オンラインヘルプを参照してください。

これらのセクションでは、CAR の国際化を構成する要素について説明します。
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ログオンページ

クライアント (ブラウザ) がログオン情報を要求すると、ログオンウィンドウのヘッダーにはクラ
イアントの最も優先されるロケールが含まれます。CARシステムは、このロケールに対応するか
どうかを CAR UI で確認します。 CAR UI がこのロケールをサポートしていない場合、またはそ
のロケールがシステムにインストールされていない場合、ログオンウィンドウは、設定されてい
る Unified Communications Manager システムのデフォルトロケールで表示されます。 CAR がこの
ロケールをサポートしていない場合、またはロケールがシステムにインストールされていない場
合、ロケールは English_United_States に設定されます。

ログイン後のウィンドウの認証および CAR ページの表示

ユーザー資格情報（任意の言語）はUnified CommunicationsManagerデータベースを通じて認証さ
れ、非管理ユーザー（ユーザーまたはマネージャー）の CAR ウィンドウはユーザーの好みのロ
ケールで表示されます。 CAR UI がこのロケールをサポートしていない場合、またはロケールが
システムにインストールされていない場合、Unified CommunicationsManagerシステムのデフォル
トロケールが使用されます。 このロケールが CAR でサポートされていない、またはシステムに
インストールされていない場合、ウィンドウはブラウザの最も優先されるロケールで表示されま
す。 ブラウザー優先ロケールがサポートされていないか、インストールされていない場合、ロ
ケールは English_United_States に設定されます。 ラベル、数値形式など、UI ウィンドウ上のすべ
ての情報は、ロケールに基づいて表示されます。 管理者ウィンドウは常に英語で表示されます。

レポート

レポートは CSV と PDF の両方の形式で生成され、非管理ユーザー (ユーザーまたはマネージャ)
には、ユーザーが指定したロケールで表示されます。ただし、動的なデータ (レポートのヘッダー
に表示される会社名など)は、データベースに入力する際に使用されたのと同じ言語で表示されま
す。 ロケールは、ヘッダー、フッター、番号の形式、および一部の静的データ (コール分類など)
の基礎を提供します。 管理者のレポートは英語で表示されます。

オンライン ヘルプ
CAR ドキュメントのオンラインヘルプにアクセスするには、[ヘルプ（Help）] > [目次と索引
（Contents and Index）]（目次を参照）または [ヘルプ（Help）] > [このページについて（For this
page）]（特定のページの情報のみを表示する）を選択します。

データベースのバックアップ
CAR と CDR 災害復旧サービス（DRS）が Unified Communications Manager DRS に統合されまし
た。 DRS には、CAR データベース、事前生成されたレポート、および CDR 保存フラットファイ
ルのバックアップが含まれます。

バックアップと復元のプロセスが開始される前に、CAR ウェブサービスと CAR スケジューラが
自動的に停止し、バックアップと復元のプロセスが完了した後に自動的に再起動します。
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この表では、ディザスタリカバリシステムがバックアップおよび復元できる機能とコンポーネン
トを示します。 選択した各機能について、すべてのコンポーネントが自動的にバックアップされ
ます。

Table 4: Cisco Unified CM の機能とコンポーネント

コンポーネント機能

Unified Communications Manager データベースCCM - Unified Communications Manager

プラットフォーム

サービスアビリティ

保留音（MOH）

Cisco Emergency Responder

一括管理ツール（BAT）

優先順位

電話デバイスファイル（TFTP）

syslogagt（SNMP syslog エージェント）

cdpagent（SNMP cdp エージェント）

tct（トレース収集ツール）

コール詳細レコード（CDR）

CDR レポートと分析（CAR）

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド』を参
照してください。

CPU 使用率
Cisco は CDR および/または CMR が有効なとき、CPU 使用率を測定するために基本的なテストを
行いました。CPU使用率のテストは、サブスクライバーで測定され、パブリッシャーでは測定さ
れませんでした。CDRLoader設定と外部課金サーバーのCDRManagement設定により、実際の結
果は異なる場合があります。 次の表はこれらのテストの結果を表示します。

これらのテストは、Unified Communications Manager リリース 8.0(1) で実行されました。Note
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Table 5: CDR および CMR CPU 使用率

CPU の合計 % 増加Cisco Unified CM
CPU の % 増加

合計 CPU 使用率の
平均増加率 %

Cisco Unified CM
CPU 使用率の平均
増加率 %

CDR および CMR の有効化/無効化

--11.156.17CDR が無効、CMR が無効

8.5713.1812.106.99CDR 有効、CMR 無効

0.863.4311.246.38CDR 無効、CMR 有効

17.0224.9213.047.71CDR 有効、CMR 有効
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C H A P T E R 3
初期設定

• CDR 分析およびレポート設定の概要, on page 19
• CDR 分析とレポートの初期設定, on page 20

CDR 分析およびレポート設定の概要
次の図は、Cisco CDR 分析とレポートのための初期システム構成を示しています。
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Figure 1: CDR 分析とレポートの初期設定

CDR 分析とレポートの初期設定
Cisco CDR 分析とレポート作成の初期設定の一部としてこれらのタスクを完了します。

Procedure

PurposeCommand or Action

次の機能サービスをアクティブ化します。CAR を有効にする, on page 23Step 1
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PurposeCommand or Action

• Cisco CAR Web Service

• Cisco SOAP – CDRonDemand

CDR Repository Manager のディスク使用
率とファイル保存パラメータを設定しま
す。

CDR リポジトリ マネージャ ファイル保
存設定の構成, on page 24

Step 2

CDR レコードをアプリケーション請求
サーバーに送信する場合は、この手順を

アプリケーション課金サーバーをセット
アップする, on page 24

Step 3

使用します。 最大 8 台の課金サーバーを
設定できます。

CDRのオプションのエンタープライズレ
ベル パラメータを設定します。

CDRエンタープライズパラメータを設定
する, on page 26

Step 4

CDR を生成するには、[CDR 有効フラグ
（CDR Enabled Flag）] を True に設定す

CDR サービスパラメータを設定する, on
page 27

Step 5

る必要があります。 また、CDR のオプ
ションのサービスパラメータを設定して
ください。

CAR 管理者、マネージャ、およびユー
ザーを生成します。

CAR ユーザーを生成する, on page 28Step 6

Cisco CDR 分析およびレポートツールに
ログオンします。

CAR にログオンする, on page 31Step 7

展開に適用するCARシステムパラメータ
を設定します。 多くの展開では、デフォ
ルト値で十分な場合があります。

適用されるシステムパラメータを設定し
てください。

Step 8

• メールサーバーのパラメータをセッ
トアップする, on page 35

• ダイヤルプランをセットアップする,
on page 36

• ゲートウェイをセットアップする, on
page 39

• トランクをセットアップする, onpage
41

• システム基本設定をセットアップす
る, on page 42

CARがCDRをロードするときのために、
ロードスケジューラを設定します。

CDRロードスケジュールをセットアップ
する, on page 42

Step 9
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PurposeCommand or Action

日単位、週単位、月単位のレポートのス
ケジュールを設定します。

次のレポートのスケジュールを設定しま
す。

Step 10

• 日次レポートをスケジュールする, on
page 45

• 週次レポートをスケジュールする, on
page 46

• 月次レポートをスケジュールする, on
page 47

システムにCDRファイルを自動的にパー
ジさせるときのルールを設定します。

自動データベース消去をセットアップす
る, on page 52

Step 11

イベントログの生成を設定します。イベントログを生成する, on page 54Step 12

通話料金の基本料金を設定します。 時刻
と音声品質の要素を適用することで、コ
ストをさらに詳細にすることができます。

CAR評価エンジンを設定します。適用す
るパラメータを設定します。

Step 13

• 基本料金を設定する, on page 59
• ファクター時刻, on page 60
• ファクター音声品質, on page 61

ジッター、遅延、損失パケットの許容範
囲を設定します。

QoS 値の定義, on page 62Step 14

自動生成するレポートのルールを設定し
ます。

レポートの自動生成を有効にする, onpage
66

Step 15

料金制限通知とQoS通知のメールアラー
トをオンにします。

電子メールアラートを有効にする, onpage
67

Step 16

ユーザーの 1 日の料金が上限を超えたと
き、および QoS が指定された制限を下
回ったときに、通知を設定します。

通知制限を設定する, on page 68Step 17

これはオプションです。 ユーザーがロー
カライズされたユーザーおよびマネージャ

ロケールのインストールStep 18

のレポートを表示したい場合は、適切な
ロケールをインストールしてください。
詳細については、『Cisco Unified

CommunicationsManagerアドミニストレー
ション ガイド』を参照してください。

CARをバックアップする、データベース
および事前に生成されたレポートを含む。

DRS バックアップの実行Step 19

バックアップの実行方法の詳細は、
『Cisco Unified Communications Manager
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PurposeCommand or Action

アドミニストレーション ガイド』を参照
してください。

What to do next

CARツールがセットアップされたら、配信したい個々のレポートとレポートを送信する相手を設
定します。 次のタイプのレポートを設定することができます

• ユーザーレポート

• システムレポート

• デバイス レポート

CAR を有効にする
Cisco CDR Analysis and Reporting（CAR）は、Cisco Unified Serviceability の [サービスのアクティ
ベーション（Service Activation）] ウィンドウで有効にできる一連の補完サービスで構成されてい
ます。 Cisco Unified Serviceability の [ツール] メニューから CAR を起動する前に、以下の手順で
CAR サービスをアクティベートする必要があります。

Before you begin

Cisco CDR 分析とレポート作成 (CAR) は次のネットワークサービスも使用します。これらはすべ
てデフォルトで実行されています。 Cisco Unified Serviceability の [ツール - ネットワーク サービ
ス] ウィンドウで、サービスが実行中であることを確認できます。

• Cisco CDR Repository Manager

• Cisco CDR Agent

• Cisco CAR Scheduler

• Cisco SOAP-CallRecord Service

• Cisco CAR DB

Procedure

Step 1 [ツール（Tools）] > [サービス アクティベーション（Service Activation）] を選択します。

Step 2 [サーバー ]ドロップダウンリストボックスからパブリッシャーノードを選択し、[実行] をクリッ
クします。

このウィンドウには、選択したサーバーのサービス名、サービスタイプ、およびサービスのアク
ティベーション状況が表示されます。

Step 3 次の CDR サービスの隣にあるチェックボックスをオンにします。
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a) Cisco SOAP-CDRonDemand サービス (オプション)。 HTTPS/SOAP インターフェイス経由で
CDR データにアクセスするサードパーティの課金アプリケーションを使用している場合は、
このサービスを有効にしてください。

b) Cisco CAR Web Service

Tip
CDR サービスの隣にあるチェックボックスのチェックを外して [更新（Update）] をクリック
すると、サービスが無効になります。CiscoCARウェブサービスを非アクティブ化すると、シ
ステムは Cisco Unified Serviceability の [ツール] メニューから CAR を削除します。

Step 4 変更が完了したら、[保存（Save）] をクリックします。

Note
アクシス 1 ウェブサービスで CDRonDemand サービスを実行している場合、ルートレベルで次の
コマンドを実行して、CDR onDemand サービスを有効にする必要がありま
す：/usr/local/cm/bin/soapservicecontrol2.sh CDRonDemandService CDRonDemand 8443。

CDR リポジトリ マネージャ ファイル保存設定の構成
この手順を使用して、CDRリポジトリマネージャのディスク使用率とファイル保存設定を構成し
ます。 フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してください。

Procedure

Step 1 [ツール（Tools）] > [CDR管理（CDR Management）] を選択します。

Step 2 変更する CDR Manager 一般パラメータ値をクリックします。

Step 3 新しいパラメータ設定を入力します。

Step 4 [更新(Update)] をクリックします。

Tip
いつでも [デフォルトの設定（SetDefault）]をクリックしてデフォルト値を指定できます。デフォ
ルトの設定後、[更新（Update）] をクリックしてデフォルト値を保存します。

アプリケーション課金サーバーをセットアップする
CDRを送信するアプリケーション請求サーバーを展開する場合、以下の手順を使用します。最大
8 台の課金サーバーを設定できます。

暗号サポート
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Unified Communications Manager 11.5 の場合、Unified Communications Manager は SFTP 接続用に次
の CBC および CRT 暗号を通知します。

• aes128-cbc

• 3des-cbc

• aes128-ctr

• aes192-ctr

• aes256-ctr

バックアップ SFTP サーバー Unified Communications Manager と通信するためにこれらの暗号のい
ずれかをサポートしていることを確認してください。

Note

Unified Communications Manager 12.0以降のリリースでは、CBC暗号はサポートされていません。
Unified Communications Manager は、次の CTR 暗号だけをサポートおよび通知します。

• aes256-ctr

• aes128-ctr

• aes192-ctr

バックアップ SFTPサーバーがUnified CommunicationsManagerと通信するためにこれらのCTR暗
号のいずれかをサポートしていることを確認してください。

Note

Procedure

Step 1 [ツール（Tools）] > [CDRの管理設定（CDR Management Configuration）] の順に選択します。

[CDR Management Configuration] ウィンドウが表示されます。

Step 2 次のいずれかの作業を実行します。

• 新しいアプリケーション課金サーバーを追加するには、[新規追加（Add New）] ボタンをク
リックします。

• 既存のアプリケーション課金サーバーを更新するには、サーバーのホスト名/IPアドレスをク
リックします。

Step 3 アプリケーション課金サーバーのパラメータ設定を入力します。

Step 4 [追加（Add）] または [更新（Update）] をクリックします。
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課金サーバー認証についての問題
SFTPを使用して課金サーバーを展開しており、Unified Communications Managerと課金サーバーの
両方で、デフォルト以外の暗号を使用している場合、Unified Communications Manager サーバーを
再起動する際、あるいは Cisco CallManager サービスを再起動する際に、接続の問題が発生する可
能性があります。 この場合、課金サーバーは認証できず、接続は切断されます。

再起動後には、Unified Communications Manager はデフォルトの暗号のみをアドバタイズし、イン
ストールした新しい暗号はアドバタイズしません。そのため、デフォルト以外の暗号を使用して
いる場合は、認証の問題が発生します。 上記の問題が起こった場合は、新しいキーを生成し、接
続をいかの手順でリセットします。

Procedure

Step 1 [ツール（Tools）] > [CDR管理（CDR Management）] を選択します。

[CDR Management Configuration] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [課金アプリケーション サーバー パラメータ（Billing Application Server Parameters）] で、課金
サーバーを検索します。

Step 3 [リセット（Reset）] をクリックして、課金サーバーに対する新しいキーを生成します。

リセット後に、Unified Communications Manager は、デフォルトの暗号およびその他の追加の暗号
でアドバタイズします。 通信を復元するには、課金サーバーに以下のいずれかの暗号がインス
トールされている必要があります。

CDR エンタープライズパラメータを設定する
この手順を使用して、通話詳細記録のオプションのエンタープライズパラメータを設定します。
フィールドの詳細については、GUI のパラメータ名をクリックして企業パラメータのヘルプにア
クセスします。

Procedure

Step 1 Cisco Unified CM Administration から、[システム] > [企業パラメータ] を選択します。

Step 2 CDRパラメータで、次のパラメータの値を設定します。フィールドの詳細については、GUIのパ
ラメータ名をクリックしてください。

• CDR ファイル時間間隔—CDR データを収集する時間間隔です。 たとえば、値 1 は、各 CDR
ファイルに 1 分の CDR データが含まれることを意味します。

• クラスター ID—クラスターの一意の識別子を割り当てます。

Step 3 [ CCM ウェブサービスパラメータ] で、次のパラメータの値を設定します:
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• CDRonDemand get_file クエリの1 分あたり許容数：1 分あたりの CDRonDemand get_file クエ
リの最大数

• CDRonDemand get_file_list クエリの1 分あたり許容数：1 分あたりの CDRonDemand get_file
クエリの最大数

Step 4 [保存] をクリックします。

CDR サービスパラメータを設定する
この手順を使用して、CDR分析とレポートのサービスパラメータを設定します。たとえば、CDR
を生成するには、 CDR 有効フラグ を True に設定する必要があります。

Procedure

Step 1 CiscoUnifiedCMの管理から、[システム（System）]> [サービス パラメータ（Service Parameters）]
の順に選択します。

Step 2 [ サーバー ] ドロップダウンから、Unified Communications Manager ノードを選択します。

Step 3 サービス ドロップダウンから Cisco CallManagerを選択します。

Step 4 [詳細設定（Advanced）] をクリックします。

Step 5 [システム（System）] で、次のパラメータの値を設定します。

• CDR 有効フラグ—CDRを生成するには、このパラメータが True に設定されている必要があ
ります。 既定では、このパラメータは無効になっています。

• 継続時間ゼロの CDR 通話をログに記録するフラグ：接続されなかった通話や1秒未満の通話
の通話詳細記録（CDR）をログに記録したい場合は、このパラメータをTrueに設定します。

Step 6 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス - 全般）（Clusterwide Parameters (Device - General)）] で、
次のオプションのパラメータを設定します。

• CDR の FAC を表示—通話に関連付けられた FAC を CDR レコードに表示するかどうかを指
定します。

• Show Line Group Member DN in finalCalled PartyNumber CDR Field：CDRの
finalCalledPartyNumber フィールドが、通話に応答したライングループメンバーのディレクト
リ番号（DN）を表示するか、ハントパイロットDNを表示するかを決定します。

• Show Line Group Member Non Masked DN in finalCalledPartyNumber CDR Field：CDR の
finalCalledPartyNumber フィールドが、通話に応答したライングループメンバーのディレクト
リ番号（DN）または外線電話番号マスクが適用されたDNを表示するか、ハントパイロット
DNを表示するかを決定します。

Step 7 [クラスタワイド パラメータ（デバイス - 電話）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）] で、
[CDR に着信番号プレフィックスを追加するパラメータ（Add Incoming Number Prefix to CDR）]
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をTrueに設定します。これにより、システムはCDRレコードに着信番号プレフィックス（例：国
番号プレフィックスや加入者番号プレフィックス）を追加します。 既定では Falseです。

Example

以下は、[CDR に着信番号プレフィックスを追加するパラメータ（Add Incoming Number
Prefix to CDR）] パラメータが通話の着信側と発信側でどのように機能するかの例です。

このパラメータが False に設定されている場合、番号タイプが国内番号またはサブスクラ
イバ番号の場合に、コールに追加されるプレフィックスが CDR に含まれます。

このパラメータが True に設定されている場合、発信側番号のタイプが次の場合に、CDR
には発信側番号に追加されるプレフィックスが含まれます。

• 国内番号

• 接続先がゲートウェイではない場合の国際番号のみ

• 加入者番号

• 接続先がゲートウェイではない場合の不明な番号のみ

発信側着信側

1214国内番号プレフィックス

011国際番号プレフィックス

214契約者番号プレフィックス

972不明な番号プレフィックス

CAR ユーザーを生成する
任意のユーザーが、アプリケーションユーザーを含む CAR 管理者になることができます。 ただ
し、エンドユーザーをアクセスを提供するアクセスコントロールグループに追加する必要があり
ます（[標準 CAR 管理ユーザー（Standard CAR Admin Users）] または [標準 CCM スーパーユー
ザー（Standard CCM Super Users）]）。 CAR 管理者として識別されたエンドユーザーは、CAR
システムに対するフルコントロールを持ちます。 管理者は、システムとレポートに関連するすべ
てのパラメータを変更できます。CAR管理者として識別されていないエンドユーザーは、指定さ
れた CAR レポートにのみアクセスできます。
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定義済みのデフォルトグループではなく、カスタマイズされたアクセスコントロールグループを
作成する場合、そのカスタマイズされたグループには 標準 Admin Rep Tool 管理 の役割が付与さ
れている必要があります。 ユーザーアクセスの設定方法の詳細は、『Cisco Unified Communications

Manager アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

Note

CAR を使用するには、 Unified Communications Manager データベースに少なくとも 1 人の CAR 管
理者が存在していることを確認してください。

Tip

CAR にログインする前に、CAR の管理権限を持つ少なくとも 1 人の CAR ユーザーを設定する必
要があります。CAR管理者、マネージャ、およびユーザーを設定するには、以下の手順を実行し
ます。

Procedure

Step 1 CiscoUnified CMAdministrationで、[ユーザー管理（]User Management）] > [エンドユーザー（End
User）] を選択してエンドユーザーを追加します。 このタスクの実行方法の詳細については、『
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーションガイド』を参照してください。 マ
ネージャを作成するには、[マネージャのユーザー ID] フィールドに値を入力していることを確認
してください。

Note
エンドユーザーを作成した後、パスワードテキストボックスの近くの[クレデンシャルの編集（Edit
Credentials）] ボタンをクリックしてユーザーのパスワード資格情報を編集します。 ユーザーは
次回ログイン時に変更が必要チェックボックスの選択を解除します。このアクションが実行され
ない場合、IMS_ERROR_CODE_5（「CAR にログオンする, on page 31」を参照）が発生し、CAR
へのログインが許可されません。 その後、Cisco Unified CM Administration にログインして手動で
パスワードをリセットする必要があります。

Tip
Cisco では、CAR の使用を開始する前に、管理者権限を持つ CAR ユーザーを少なくとも 1 人設定
しておくことを推奨しています。 CAR 管理者をまだ設定していない場合、または別の CAR 管理
者を設定したい場合は、この手順を続行します。

Step 2 [ユーザー管理（User Management）] > > [アクセス コントロール グループ（Access Control
Group）] を選択します。

Step 3 [検索（Find）] をクリックして、アクセス コントロール グループの一覧を表示します。

Step 4 CAR アクセスを提供するアクセス コントロール グループを選択します。 例えば、[標準 CAR 管
理ユーザー（Standard CAR Admin Users）] または [標準 CCM スーパーユーザー（Standard CCM
Super Users）] です。

Step 5 [グループにエンド ユーザーを追加（Add End Users to Group）] をクリックします。
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Step 6 グループに追加するユーザーのチェックボックスを選択し、 [選択して追加] をクリックします。

[グループ内のユーザー] グループボックスにユーザーが表示されます。

Tip
CAR 管理権限を取り消すには、[グループ内のユーザー] グループボックスでユーザーのチェック
ボックスを選択し、[選択項目を削除]をクリックします。警告メッセージが表示されたら、[OK]
をクリックします。 システムは直ちに権限を取り消します。

CAR 管理者として機能するアプリケーション ユーザーは、個別請求レポートを除くすべてのレ
ポートを設定できます。 CAR 管理者として機能するアプリケーション ユーザーは、エンドユー
ザー (CCMユーザー)ウィンドウにアクセスできません。 アプリケーション ユーザーのメール ID
が存在しないため、CAR 通知はアプリケーション ユーザーに送信されません。

Note

CAR システムの設定値
CDR 分析とレポートは、すべてのシステムパラメータのデフォルト値を設定します。 Cisco は
CARでレポートを生成する前に、いくつかのシステムパラメータをカスタマイズすることを推奨
します。 すべてのシステムパラメータにデフォルト値が提供されているため、Cisco はそれを必
須とはしていませんが、カスタマイズすることを推奨しています。

次のシステムパラメータは、CARのシステムパラメータを参照します。前のセクションで説明し
たUnifiedCommunicationsManager のエンタープライズおよびサービスパラメータとは別のもので
あることに注意してください。

Note

CAR では、以下のパラメータを設定することができます。

• メールサーバー基準：CAR はこの情報を使用してメールサーバーに接続し、アラートとレ
ポートをメールで送信します。 警告またはレポートをメールで送信しない場合は、この情報
を指定する必要はありません。

• ダイヤルプラン：CAR の既定のダイヤルプランは、北米番号計画（NANP）を指定します。
ダイヤル プランが適切に構成され、レポートの通話分類が正しくなるようにしてください。
Cisco Unified CM が提供するデフォルトの NANP を変更した場合、または NANP 圏外の場合
は、お使いのUnified CommunicationsManagerのダイヤルプランに従ってダイヤルプランを設
定します。

• ゲートウェイ：ゲートウェイレポートを利用するには、CARでゲートウェイを設定する必要
があります。 これは、Cisco IP テレフォニーシステムに既存のゲートウェイをインストール
した後、およびシステムにゲートウェイを追加する際に実行する必要があります。 システム
がゲートウェイを削除した場合、CAR は最新のゲートウェイ リストを取得し、削除された
ゲートウェイに対して指定されていた設定はすべて削除されます。CARは、市外局番情報を
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使用して、コールがローカルか長距離かを判断します。 [ポート数（Number of Ports）] の情
報を各ゲートウェイに提供して、CARが使用状況レポートを生成できるようにする必要があ
ります。

• システム基本設定 - 会社名のパラメータで、CAR システムの基本設定を指定することができ
ます。

CAR にログオンする
Car 管理者および通常のエンドユーザーだけが、CAR ウェブインターフェイスにログオンできま
す。 ユーザーは、標準の CAR 管理者グループのメンバーである必要はなく、CAR 管理者になる
ことができます。 ユーザー ID に関連付けられた [標準管理 Rep Tool 管理（Standard Admin Rep
Tool Admin）]ロールを持つユーザーは、CAR管理者としてCARにアクセスできます。 ユーザー
IDロールの関連付けは、関連するロールを持つユーザーグループにユーザーを追加することで実
行されます。 [標準 CAR 管理者グループ（Standard CAR Admin Group）] および [標準 CCM スー
パーユーザー（Standard CCMSuper Users）]は、[標準管理Rep Tool管理（Standard Admin Rep Tool
Admin）]ロールが関連付けられた2つのグループで構成されます。 インストール時に作成される
デフォルトのアプリケーションユーザーで、[標準 CCM スーパーユーザー（Standard CCM Super
Users）] グループのメンバーは、CAR にログインできます。ただし、CAR 管理者としてではな
く、アプリケーションユーザーとしてのみです。 このユーザーは個別請求レポートにアクセスで
きません。

CARは、カスタムCAR管理者グループをサポートします。 “[標準CAR管理者グループ（Standard
CAR Admin Group）]” のロールが関連付けられているカスタムグループは、ユーザーを追加でき
ます。これらのユーザーは、CAR ウェブインターフェイスにログインする際に CAR 管理者と見
なされます。

エンドユーザーでCAR管理者ではないユーザーは、ロール “[標準CCMエンドユーザー（Standard
CCM End Users）]” が関連付けられている場合にのみ、CAR にログインできます。 このユーザー
IDと役割の関連付けを行うには、エンドユーザーを “標準 CCMエンドユーザー”グループまたは
指定された役割が関連付けられた他のグループに追加します。“標準CCMエンドユーザー”グルー
プと関連付けられていないエンドユーザーは、CARウェブインターフェイスにログインできませ
ん。

“標準 CCM エンドユーザー” または “標準 Admin Rep Tool 管理” の役割のないユーザーは、CAR
にログインできません。 このユーザーが CAR にログインしようとすると、403 エラーが生成さ
れ、ユーザーはログインウィンドウにリダイレクトされますが、エラーメッセージは表示されま
せん。CARウェブサービストレースは、アプリケーションへのアクセスを試みたユーザーのユー
ザー名をログに記録します。

ユーザーのパスワードの有効期限が切れている場合、CARは[パスワードの変更（ChangePassword）]
ウィンドウを使用して、ユーザーが容易にパスワードを変更できるようにします。 パスワードの
期限が切れたユーザーが CAR にログインしようとすると、これらのユーザーは IMS_Error_Code
5、6、または 8 を受け取ります。上記のエラーコードのいずれかを受け取ると、car は ccmadmin
の ChangePasswordFilter を使用して、ユーザーを change-password.jsp にリダイレクトします。
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データベーススロットルは同時ユーザーを100に制限します。この制限があるため、IMSは約112
ms のログインレートで 100 人のユーザーのみをサポートします。

Note

ユーザーパスワードのリセット中にエラーが発生した場合、[パスワードの変更（Change-Password）]
ウィンドウに次のメッセージが表示されます：“ユーザーのパスワードの変更中にシステムエラー
が発生しました。 システム管理者に連絡してください。”

CAR 管理者ステータスは、ロール “[標準管理 Rep Tool 管理（Standard Admin Rep Tool Admin）]”
を持つ任意のユーザーに拡張されますが、CAR通知、アラート、および事前生成レポートは “[標
準 CAR 管理者グループ（Standard CAR Admin Group）]” のメンバーであるユーザーにのみ送信さ
れ、すべての CAR 管理者ではありません。

CAR にログオンするには、以下の手順を実行します。

Before you begin

次の作業を行います。

• CARにログインする前に、Cisco CARWebサービスおよび Cisco CAR Schedulerサービスが最
初のサーバーで実行されていることを確認します。 サービスを有効にすると、 Cisco Unified
Serviceabilityの [ツール]メニューに [CDR分析とレポート]オプションが表示されます。 サー
ビスをアクティベートする方法の詳細については、「CAR を有効にする, on page 23」を参照
してください。

• CARユーザーを生成する, on page 28の説明に従って、CAR管理者、マネージャ、およびユー
ザーを設定します。

Procedure

Step 1 CAR にログオンするには、以下のいずれかのタスクを実行します。

a) CARシステム管理者のみ：CiscoUnified Serviceability から、[ツール（Tools）] > [CDR Analysis
and Reporting] を選択します。

b) CAR ユーザーまたは管理者の場合 - ウェブブラウザで、次を入力します。
https://<Server-ip/name>:8443/car/

Step 2 CARログオンウィンドウが表示されたら、[ユーザー名]フィールドにユーザー IDを入力します。

Step 3 [パスワード] フィールドにパスワードを入力します。 [ログイン（Login）] をクリックします。

CAR ウィンドウが表示されます。

ユーザー IDまたはパスワードが無効な場合、次の表に記載されている IdentityManagement System
（IMS）メッセージの 1 つが表示されます。
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Table 6: CAR の無効なログオン メッセージ

メッセージエラー コード（Error Code）

入力されたユーザー名またはパスワードが無効
です。CAR管理者または通常のエンドユーザー
として CAR にログインしていることを確認し
ます。

IMS_ERROR_CODE 1

アカウントはシステム管理者によりロックされ
ました。 管理者にご連絡ください。

IMS_ERROR_CODE 2

アカウントが一時的にロックされています。シ
ステム管理者に連絡するか、しばらく待ってか
ら試してください。

IMS_ERROR_CODE 3

活動不足のため、アカウントが無効化されまし
た。 システム管理者に連絡してください。

IMS_ERROR_CODE 4

パスワードの有効期限が切れたため、アカウン
トがロックされました。パスワードをリセット
するか、またはシステム管理者に連絡してくだ
さい。

IMS_ERROR_CODE 5

パスワードの有効期限が切れたため、アカウン
トがロックされました。システム管理者に連絡
してください。

IMS_ERROR_CODE 6

LDAP認証の使用にシステムが切り替えられま
したが、ユーザーはまだ古いデータベースに
残っています。システム管理者に連絡してくだ
さい。 このエラーコードは、Cisco Unified
CommunicationsManager Business Edition 5000で
は使用されません。

IMS_ERROR_CODE 7 = ERROR:
LDAP_INACTIVE

ユーザーが手動でログインしてサインイン情報
を変更する必要があるため、アカウントがロッ
クされました。 Cisco Unified Communications
ManagerAdministrationページからパスワードを
リセットするか、またはシステム管理者に連絡
してください。

IMS_ERROR_CODE 8

システムエラーです。システム管理者に連絡し
てください。

IMS_ERROR_CODE UNKNOWN

システムエラーのため、ユーザーを認証できま
せん。 システム管理者に問い合わせてくださ
い。

IMS_EXCEPTION (any exception returned by IMS)
= AUTHENTICATION FAILURE
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CAR にログオンすると、ダッシュボードに次の警告メッセージが表示されます（ある場合）。

• CallManagerサービスが有効になっているが、 CDR 有効 フラグが有効になっていないノード
のリストを表示します。また、リスト中のノード上でCDRが生成されないよう指定します。

• クラスタ全体のパラメータである通話診断有効フラグが無効になっている場合、フラグが無
効であることが表示され、通話時に QoS 情報が生成されないことが示されます。

• パブリッシャで停止している場合に、CAR SchedulerサービスおよびCisco RepositoryManager
Service のステータスを表示します。

• 制限の 2M または HWM のいずれかを超過している場合、超過状況を表示します。

• CDR ローダの状態を表示します。

• CAR ローダーの前回の実行が中断されました。詳細については、CAR Scheduler ログをご覧
ください。

a) ローダーが無効になっている場合は、ローダーが無効になっていることが示されます。
b) ローダーが有効な場合、CDR ローダーの最後のロードステータスをチェックします。 CDR

ローダーの最後のロードステータスが失敗である場合、CDR ローダーのロードに失敗したこ
とが表示され、さらにCARスケジューラログを確認するように通知されます。CDRローダー
が DRS バックアップまたは復元アクティビティによって中断された場合、または Cisco CAR
Schedulerサービスが再起動された場合、次のメッセージが表示されます：CAR Loader の最
後の実行が中断されました。詳細については、CAR Scheduler Logs を確認してください。

1. Tbl_System_Preferencesテーブルの列のいずれかが期待通りの値を持っていない場合、ダッ
シュボードには [デフォルトに戻す（Restore Defaults）] ボタンと共に例外的な列が表示さ
れます。 [デフォルトに戻す（Restore Defaults）] ボタンをクリックすると、
Tbl_System_Preferences テーブルに、CAR ローダーとレポートが円滑に機能するために必
要なデフォルト値が設定されます。

次の通知メッセージのリストがダッシュボードに表示されます:

2. [接続時間がゼロのコールを CDR に記録するフラグ（CDR Log Calls with Zero Duration
Flag）]フラグが有効な場合、ダッシュボードにはフラグが有効であることが表示され、継
続時間ゼロの多数の CDR が生成されている可能性があることが示されます。 このため、
請求テーブルがすぐに一杯になり、2M または HWM の制限にすぐに違反する可能性があ
ります。

3. ローダーのスケジュールが連続的か断続的かを表示します。

4. [CDR ロード（CDR Load）] ページで [CDR ロードのみ（CDR Load Only）] オプションが
選択されている場合、ダッシュボードには CMR が CARデータベースにロードされていな
いと表示されます。

5. メールパラメータが設定されていない場合、ダッシュボードにはメールパラメータが設定
されていないことが表示され、メールパラメータを設定するためのパスが提供されます。

6. CAR 管理者のメール ID が設定されていない場合、ダッシュボードには、CAR 管理者の
メール ID が設定されていないことが表示されます。
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7. 請求テーブルの以下の状況を表示します。

• Tbl_Billing_Data に存在するレコードの数。

• Tbl_Billing_Error に存在するレコードの数。

• Tbl_Billing_Data および Tbl_Billing_Error テーブルの最大日付と最小日付。

CAR からログアウトする
このセクションでは、CAR からログアウトする方法について説明します。

Procedure

Step 1 CAR ウィンドウで [ログアウト（Logout）] を選択します。

Step 2 プロンプトメッセージ“「セキュリティ上の理由から、ログアウト時にはブラウザウィンドウを閉
じることをお勧めします。ブラウザウィンドウを閉じますか?」”が表示されます。CARウィンド
ウ（ブラウザ）を閉じるには、[OK] をクリックします。[キャンセル（Cancel）] をクリックする
と、CAR ログオンウィンドウが表示されます。

CAR システムパラメータ
デフォルト値を使用したくない場合を除き、レポートを生成する前に、いくつかのシステムパラ
メータをカスタマイズする必要があります。このセクションでは、CARに影響を与えるシステム
パラメータについて説明します。 すべてのシステムパラメータにデフォルト値が提供されている
ため、Cisco はそれを必須とはしていませんが、カスタマイズすることを推奨しています。 以下
のパラメータをカスタマイズできます。

• メールサーバー

• ダイヤル プラン

• ゲートウェイ（Gateway）

• トランク

• 会社名

メールサーバーのパラメータをセットアップする
メール警告およびレポートをメールで送信するには、メールサーバー設定情報を指定する必要が
あります。設定情報を使用して、CARは電子メールサーバーへの接続が成功するようにします。
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このセクションでは、メールサーバー情報を指定する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [システム（System）] > [システムパラメータ（System Parameters）] > [メールパラメータ（Mail
Parameters）] を選択します。

[メールパラメータ] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [メール ID（Mail ID）] フィールドには、メールが送信される際に [差出人（From）] フィールド
で使用されるメール ID のみを smith1 として入力します（例えば、smith1@abc.com）。

Note
CARは SMTP認証をサポートしていません。 SMTPメールサーバーでの認証を無効にする必要が
あります。

Step 3 [メールサーバー名（Mail Server Name）] フィールドに、メールシステムを実行するサーバーのド
メイン名を入力します（例：前の例から、abc.com）。

Step 4 [更新(Update)] をクリックします。

ダイヤルプランをセットアップする
CAR のデフォルトのダイヤル プランは、北米番号計画 (NANP) を指定します。 ダイヤル プラン
が適切に構成され、通話分類がレポートに正しく表示されることを確認してください。

Cisco Unified CM が提供するデフォルトの NANP を変更した場合、または NANP 圏外の場合は、
お使いの Unified Communications Manager のダイヤルプランに従って CAR のダイヤルプランを設
定します。 ダイヤル プランを構成するには、少なくとも 1つの条件が満たされている必要があり
ます。

ダイヤルプランの詳細については、Cisco Unified Communications Manager オンラインヘルプ およ
び 『Cisco Unified Communications Manager システムガイド』を参照してください。

Note

ダイヤルプランを構成するには、発信通話分類のパラメーターを定義します。通話の分類には、
国際、ローカル、長距離、ネット中などがあります。 たとえば、あなたの地域の市内通話の長さ
が 6 桁である場合、次のようにダイヤル プランの行を指定します。

コール タイプパターン（Pattern）桁数条件

ローカル!6=

この項では、CARのダイヤル ラン設定を更新する方法について説明します。
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Procedure

Step 1 [システム（Sytem）]> [システムパラメータ（System Parameters）]> > [ダイヤルプラン設定（Dial
Plan Configuration）] を選択します。

[ダイヤルプランの設定(Dial Plan Configuration)] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [無料通話番号（Toll Free Numbers）] フィールドで、無料でダイヤルできる番号を入力します。

Step 3 以下のフィールドを使用してテーブルの値を更新します。

a) 条件：ルールの条件を選択します。> はより大きいを表し、< はより小さいを表し、そして =
は、桁数フィールドで指定された値と等しい値を表します。

b) 桁数 -このルールが適用されるディレクトリ番号の桁数を選択します。桁数がルールに影響を
与えない場合は、NA を指定します。

c) パターン - 通話分類に使用するパターンを入力します。

• G：ルールで指定されているとおりに分類されます（Gは指定されたゲートウェイのエリ
アコードのワイルドカードを表します）。

• K：ルールで指定されているとおりに分類されていることを示します（Kは指定されたト
ランク市外局番のワイルドカードです）。

• T：CARで設定されたフリーダイヤル番号を取得します。

• ! - 複数の桁を示します (1234 または 5551234 など、1 桁を超える任意の番号)。

• X - 1 桁の数字を示します (0、1、9 など)。

d) 通話タイプ - 条件が満たされる場合の通話タイプを選択します。

Step 4 行を追加するには、追加したい行の下のチェックボックスをチェックし、[行の追加（AddRows）]
リンクをクリックします。システムは、選択した行の上に行を追加します。行を削除するには、
削除する行のチェックボックスを選択し、[行を削除（Delete Rows）] をクリックします。

Note
CARは、CDRに保存されているダイヤル番号に基づいてコールを分類します。番号変換のため、
ダイヤルされた番号が CDR で書かれている番号と異なる場合、CDR での番号の表示方法に基づ
いて、CAR のダイヤルプランを設定します。

Step 5 [更新(Update)] をクリックします。

デフォルト値に戻す
CARのデフォルト ダイヤル プランを変更した場合、北米番号計画 (NANP)に基づくデフォルト値
に戻すことができます。

既定の NANP 値を次の表に示します。
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Table 7: CAR ダイヤル プランのデフォルト値

コール タイプパターン
（Pattern）

桁数条件行

オンネット（On Net）!5=1

ローカル!7=2

その他（Others）T!10=3

ローカルG!10=4

ローカルK!10=5

長距離通話（Long Distance）!10=6

その他（Others）T!11=7

ローカルXG!11=8

ローカルXK!11=9

長距離通話（Long Distance）!11=10

国際011!3>11

以下の情報はテーブルの既定値について説明しています。

• 列 1：ダイヤルされる桁数が 5 で、パターンが! （複数の桁、この場合は 5 桁）を検出した場
合、コールはオンネットとして分類されます。

• 列 2：ダイヤルされる桁数が 7 で、パターンが! （複数の桁、この場合は 7 桁）を検出した場
合、コールはローカルとして分類されます。

• 列 3：ダイヤルされる桁数が 10で、パターンが T!（2桁以上、この場合はトールフリーの番
号で始まる 10 桁の番号）がある場合、そのコールはその他として分類されます。

• 列 4：ダイヤルされる桁数が 10 で、パターンが G! （1桁以上、この場合はゲートウェイコー
ドで始まる 10 桁の番号）、コールはローカルとして分類されます。

• 列 5：ダイヤルされる桁数が 10 で、パターンが K! （1桁以上、この場合はトランクコードで
始まる 10 桁の番号）、コールはローカルとして分類されます。

• 列6：ダイヤルされる桁数が10で、パターンが !（1桁以上の数字、この場合は10桁の番号）
が検出されると、コールは長距離電話として分類されます。

• 列 7：ダイヤルされる桁数が 11 で、パターンが T! （2 桁以上、この場合はトールフリーの番
号で始まる 11 桁の番号）がある場合、そのコールはその他として分類されます。
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• 8 列目 - ダイヤルされた桁数が 11 で、パターンが XG! （1桁以上の数字、この場合は 11 桁の
番号で、任意の1個の数字の後にゲートウェイコードが続く）が検出されると、コールはロー
カルとして分類されます。

• 列 9：ダイヤルされる桁数が 11 で、パターンが XK! (複数の桁、この場合は任意の 1 桁の後
にトランク コードが続く 11 桁の番号)、コールはローカルとして分類されます。

• 列 10：ダイヤルされる桁数が 11 で、パターンが! (複数の番号、この場合は 11 桁の番号) が
検出されると、コールは長距離電話として分類されます。

• 列 11：ダイヤルされた桁数が 3 より大きく、011 で始まる場合、コールは国際通話として分
類されます。

いずれの条件も満たされない場合、通話は Others として分類されます。 この項では、CAR の
NANP ダイヤルプラン値を復元する方法について説明します。

ダイヤルプラン設定では、「!!」、「GG」、「KK」、「TT」、「GK」、「KG」などの文字の組
み合わせは使用できません。

Note

Procedure

Step 1 [システム（Sytem）] > [システムパラメータ（System Parameters）] > [ダイヤルプラン設定（Dial
Plan Configuration）] を選択します。

[ダイヤルプランの設定(Dial Plan Configuration)] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [既定に戻す] をクリックします。

復元は真夜中に有効になります。 変更をすぐに有効にするには、Cisco CAR Scheduler サービスを
再起動します。

ゲートウェイをセットアップする

既存の Unified Communications Manager システムゲートウェイ用に、ゲートウェイを CAR で設定
します。 ゲートウェイを Cisco Unified CMAdministrationに追加した後で、新しいげゲートウェイ
を CAR で設定します。 ゲートウェイが Unified Communications Manager システムから削除される
と、システムは自動的にゲートウェイ（および指定した構成設定）を CAR から削除します。

Tip

CARは、市外局番情報を使用して、コールがローカルか長距離かを判断します。[ポート数（Number
of Ports）] の情報を各ゲートウェイに提供して、CAR が使用状況レポートを生成できるようにす
る必要があります。
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“G” はダイヤルプラン設定で使われるゲートウェイの市外局番のワイルドカードとして機能しま
す。

Note

この項では、CAR でゲートウェイを設定する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [システム（System）]> [システムパラメータ（SystemParameters）]> [ゲートウェイ設定（Gateway
Configuration）] を選択します。

[ゲートウェイの設定(Gateway Configuration)] ウィンドウが表示されます。

Note
Cisco Unified CM Administration でゲートウェイを設定していない場合は、システムのトランクが
設定されていないことを示すメッセージが表示されます。

Step 2 次のいずれかの作業を実行します。

a) すべてのゲートウェイの市外局番を更新するには、[市外局番]フィールドに市外局番を入力し
て、[ 市外局番の設定 ] をクリックします。

変更を保存するには、[更新] をクリックする必要があることを示すメッセージが表示されま
す。 OKをクリックします。

b) 特定のゲートウェイの市外局番を更新するには、設定する各ゲートウェイの市外局番を、その
ゲートウェイの [市外局番] フィールドに入力します。

Step 3 [最大ポート数（Max No. of Ports）] フィールドに設定する各ゲートウェイのポート数を入力しま
す。 ポートの最大数は 1から 999 です。

Note
CARは、ゲートウェイが Cisco Unified CMAdministrationで追加されたときにゲートウェイに提供
された値を使用します。 そのため、Cisco Unified CM Administration でゲートウェイが追加された
ときに指定された詳細に応じて、一部のゲートウェイにはすでに市外局番が設定されているか、
ポートの最大数が 0になっています。CARは、ポートの最大数の値として 0を受け入れません。
すべてのゲートウェイの最大ポート数の 0 を変更するようにプロンプトが表示される場合があり
ます。

Step 4 [更新(Update)] をクリックします。

設定済みの任意のゲートウェイまたはすべてのゲートウェイで、CAR のレポートを実行できま
す。
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トランクをセットアップする

既存の Unified Communications Manager システムトランク用に、トランクを CAR で設定します。
トランクを Cisco Unified CM Administration に追加した後で、新しいトランクを CAR で設定しま
す。 トランクがUnifiedCommunicationsManagerシステムから削除されると、システムはトランク
(および指定した構成設定) を CAR から自動的に削除します。

Tip

CAR は、市外局番情報を使用して、コールがローカルか長距離かを判断します。 各トランクの
[ポート数] の情報を入力して、CAR が使用率レポートを生成できるようにする必要があります。

このセクションでは、CAR でトランクを設定する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [システム（System）] > [システムパラメータ（System Parameters）] > [トランク設定（Trunk
Configuration）] を選択します。

[トランク設定] ウィンドウが表示されます。

Note
Cisco Unified CM Administration でトランクを設定していない場合は、システムのトランクが設定
されていないことを示すメッセージが表示されます。

Step 2 次のいずれかの作業を実行します。

a) すべてのトランクの市外局番を更新するには、[市外局番（Area Code）] フィールドに市外局
番を入力し、[市外局番の設定（Set Area Code）] をクリックします。

変更を保存するには、[更新] をクリックする必要があることを示すメッセージが表示されま
す。 OKをクリックします。

b) 特定のトランクの市外局番を更新するには、設定する各トランクの市外局番を、そのトランク
の [市外局番] フィールドに入力します。

Step 3 ポートの最大数フィールドに、設定する各トランクのポート数を入力します。ポートの最大数は
1から 999 です。

Note
CARは、トランクが Cisco Unified CMAdministrationで追加されたときにトランクに提供された値
を使用します。 そのため、Cisco Unified CM Administration でトランクが追加されたときに指定さ
れた詳細によっては、一部のトランクでは最大ポート数がすでに 0 になっています。 CAR は、
ポートの最大数の値として 0 を受け入れません。すべてのトランクの最大ポート数の 0 を変更す
るようにプロンプトが表示される場合があります。

Step 4 [更新(Update)] をクリックします。
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設定済みのトランクのいずれかまたはすべてで CAR レポートを実行できます。

システム基本設定をセットアップする
CARはデフォルトのシステム基本設定を提供します。ただし、システムパラメータの値を指定す
ることにより、システムをカスタマイズすることができます。

このセクションでは、システム基本設定の値を指定する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [システム（System）] > [システムパラメータ（System Parameters）] > [システム基本設定（System
Preferences）] を選択します。

[システム基本設定] ウィンドウが表示されます。 [パラメータ名] リストに、利用可能なシステム
パラメータの一覧が表示されます。

Step 2 [パラメータ値（Parameter Value）] フィールドに、次の表に記載されているパラメータの希望す
る値を入力します。

Table 8: システム基本設定のパラメータ

説明パラメータ

レポートのヘッダー情報として使用される会社
名を入力します。 会社名の長さは 64 文字を超
えることはできません。

COMPANY_NAME

Step 3 [更新(Update)] をクリックします。

CDR ロードスケジュールをセットアップする
デフォルトでは、CDR データは 1 日 24 時間、週 7 日間、連続してロードし、CDR レコードだけ
がロードされます。

デフォルトのバッチサイズは 600 CDR または CMR レコードに相当します。 各 CDR バッチ間の
デフォルトのスリープ時間は、各 CMR バッチでは 2500 から 3000ms です。 しかし、
tbl_system_preferences テーブルの “LOADER_BATCH” 列でバッチサイズを 50 から 2000 の任意の
値に設定することができます。

Note
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このセクションでは、ロード スケジュールをカスタマイズする方法、カスタマイズされている場
合にデフォルトのロード スケジュールを復元する方法、および CDR ロードを無効にする方法に
ついて説明します。

システムをインストールまたはアップグレードするときは、CDR の読み込みを無効にします。
CDRロードが無効になっている場合、CDRデータは更新されません。 できるだけ早く CDR読み
込みを再度有効にするようにしてください。 CAR ツールは、Unified Communications Manager で
の CDR 生成には影響しません。

CAR データを手動で削除し、CDR を含む CAR データベースをリロードします。Tip

Procedure

Step 1 [システム（System）] > [スケジューラ（Scheduler）] > [CDR ロード（CDR Load）] を選択して
ください。

[CDR ロード] ウィンドウが表示されます。

Step 2 次のいずれかのオプションを選択します。

a) ローダを無効にする - CDR データのロードを無効にするには、[ ローダを無効にする ] チェッ
クボックスにチェックを入れ、[ 更新] をクリックします。

CDR データは、CDR の読み込みを有効にするまで、CAR にはロードされません。 変更は真
夜中に有効になります。 変更をすぐに有効にするには、CAR スケジューラサービスをいった
ん停止して再起動します。

CDR データのロードを有効にするには、[ ローダを無効にする ] チェックボックスの選択を解
除し、次のステップに進んでロードパラメータを設定します。

b) 24時間365日の連続ロード -CDRをCARデータベースに24時間、週7日間連続してロードするた
めに、[連続ロード 24/7（Continuous Loading 24/7）] ]チェックボックスを選択し、[更新
（Update）]をクリックします。この選択はCDRロードスケジューラのデフォルト設定です。

Note
デフォルト設定では、CDRレコードだけが継続的にロードされます。CMRレコードがロード
されません。 [CDR のみロード（Load CDR only）] チェックボックスを手動で解除し、CMR
レコードが CDR レコードと一緒に継続的にロードされるようにします。

CAR スケジューラサービスが停止し、設定されているとおりにCAR ローダが直ちに（1～2分
以内に）実行されます。CARスケジューラサービスが再起動します。処理対象の新しいファ
イルが存在しない場合、CDR ローダはスリープ状態になり、新しいファイルがロードされる
かどうかを定期的に確認します。

Note
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このオプションが選択されている場合、それが優先され、画面上の他のCDRおよびCMRロー
ドパラメータ（時間、ローディング間隔、継続時間、無制限ローディングなど）は無視されま
す。

c) CDR のみロード - CDR レコードのみを CAR データベースにロードするには、[CDR のみロー
ド（Load CDR only）] チェックボックスにチェックを入れ、[更新（Update）] をクリックし
ます。 次のステップに進み、負荷パラメータを設定します。 このオプションでは、CMR レ
コードは CAR データベースにロードされません。 この選択は CDR ロードスケジューラのデ
フォルト設定です。

Step 3 Load CDR & CMR エリアで、次の表の説明に従ってフィールドを完成させます。

Table 9: CDR および CMR 値のロード

Valueフィールド

CAR が CDR フラット ファイルから CDR デー
タのロードを開始する時間と分を選択します。

時間

レコードを読み込む頻度を選択します。間隔の
範囲は、15 分ごとから 24 時間ごとまでです。

読み込みの間隔

CDRデータをロードする許容する分数を入力し
ます。 CDR フラットファイルのサイズによっ
ては、CDR がロードされたときに、CAR のパ
フォーマンスが低下する場合があります。読み
込み時間を制限することができますが、そうす
ることで、CDRデータの一部だけが設定した時
間に読み込まれる可能性があります。設定する
継続時間制限と間隔を必ず一致させてくださ
い。 たとえば、CDR データを 15 分ごとにロー
ドする場合、ロード時間が 15 分を超えること
はできません。

時間（Duration）

無制限のロードでは、CDRデータが継続的に読み込まれる時間を設定できます。CDRデータは、
指定された継続時間内に、自動的にロードされません。 [CDR および CMR のロード（Load CDR
and CMR）] 領域設定で指定された時間内にロードが開始される場合にのみ、CDR データは指定
された時間内に無制限のロードされます。CDRデータのロードが無制限の読み込み間隔で開始さ
れた場合、読み込みは、無制限の読み込みの間隔に、[CDRおよび CMRのロード（Load CDR and
CMR）] 領域で設定されている継続時間フィールドの時間、または処理する新しいファイルがな
くなるまで継続されます。

無制限の読み込みは、スケジュールされた読み込みに設定されているどの値よりも優先されます。
CDR データの無制限のロードを希望しない場合は、[開始] と [終了] の値を 00:00 に設定します。

Step 4 [CDR の無制限ロード] 領域で、次の表の説明に従ってフィールドに入力します。

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
44

CDR Analysis and Reporting

CDR ロードスケジュールをセットアップする



Table 10: CDR 値の無制約のロード

Valueフィールド

CDRデータの継続的なロードを開始する時間と
分を選択します。

送信元（From）

CDRデータの継続的なロードを終了する時間と
分を選択します。

終了:

Step 5 [更新(Update)] をクリックします。

指定された時間、間隔、継続時間に基づいて、CAR が CDR データをロードします。 変更は真夜
中に有効になります。変更をすぐに有効にするには、CARスケジューラサービスをいったん停止
して再起動します。

Note
[継続的読み込み24/7]が選択されている場合、[更新 ]をクリックすると、CARスケジューラ サー
ビスが自動的に再起動されます。 CAR は CDR データをすぐに（1～2 分以内に）ロードします。

日次レポートをスケジュールする
日単位のレポートスケジューラは、CARの日単位のレポートの時間と継続時間をスケジュールし
ます。

Before you begin

レポートを自動生成/警告オプションを使って指定します。

このセクションでは、自動日単位レポートの時間と継続時間をスケジュールする方法について説
明します。

Procedure

Step 1 [システム（System）] > [スケジューラ（Scheduler）] > [日単位（Daily）] を選択します。

[日単位のスケジューラ] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [時間] ドロップダウンリストボックスから、日報を生成する時刻と分を選択します。

24 時間制の時計では、0 が真夜中を表し、1 から 11 は午前の時間を表し、12 から 23 はそれぞれ
午後 1 時から午後 11 時までの時間を表します。

Step 3 [持続時間（Life）] ドロップ ダウン リスト ボックスで、レポートの期間を 0 から 12 日の範囲で
選択します。

Tip
レポートの有効期間を 00 に設定すると、レポートは生成されません。

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
45

CDR Analysis and Reporting

日次レポートをスケジュールする



Step 4 [更新(Update)] をクリックします。

[自動生成/警告オプション]で [レポート生成間隔]が [日単位]で、有効になっているレポートは、
毎日指定した時刻に自動的に生成され、指定した日数が経過すると削除されます。

変更は真夜中に有効になります。 変更をすぐに有効にするには、CAR スケジューラサービスを
いったん停止して再起動します。

Tip
デフォルト設定に戻すには、[デフォルト設定に戻す（Restore Defaults）] をクリックします。 デ
フォルトでは、日単位のレポートは毎日午前 1 時に実行され、2 日後に削除されます。

週次レポートをスケジュールする
週間レポートのスケジューラは、自動週間レポートの曜日、時刻、継続時間をスケジュールしま
す。

Before you begin

自動生成/警告オプションを使用して、生成するレポートを指定します。

このセクションでは、自動週次レポートの曜日、時刻、および継続時間をスケジュールする方法
について説明します。

Procedure

Step 1 [システム（System）] > [スケジューラ（Scheduler）] > [週次（Weekly）] を選択します。

週次スケジューラウィンドウが表示されます。

Step 2 [曜日] ドロップダウンリストから、レポートを生成する曜日を選択します。

Step 3 [時間] ドロップダウンリストボックスから、レポートを生成する時間と分を選択します。

24 時間制の時計では、0 が真夜中を表し、1 から 11 は午前の時間を表し、12 から 23 はそれぞれ
午後 1 時から午後 11 時までの時間を表します。

Step 4 [持続時間（Life）] ドロップ ダウン リスト ボックスで、レポートの期間を 00 から 12 週間の範囲
で選択します。 あなたが選択したオプションは、レポートが削除されるまでにディスク上に残存
する週数を示します。

Tip
レポートの有効期間を 00 に設定すると、レポートは生成されません。

Step 5 [更新(Update)] をクリックします。

レポート生成間隔が週単位の自動生成/警告オプションが有効化され、毎週指定した時刻に自動生
成され、指定した週数が経過すると削除されます。
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変更は真夜中に有効になります。 変更をすぐに有効にするには、[コントロール センター - 機能
サービス（Control Center - Feature Services）]ウィンドウでCARスケジューラサービスを停止して
再起動します。

Tip
デフォルト設定に戻すには、[デフォルト設定に戻す（Restore Defaults）] をクリックします。 デ
フォルトでは、週単位レポートは毎週日曜日の午前 4 時に実行され、4 週間後に消去されます。

月次レポートをスケジュールする
[月間レポートスケジューラ（Monthly Report Scheduler）] は、CAR の月次レポートの日、時間、
および期間をスケジュールします。

Before you begin

自動生成/警告オプションを使用して、生成するレポートを指定します。

この項では、自動月次レポートの日、時間、および期間をスケジュールする方法について説明し
ます。

Procedure

Step 1 [システム（System）] > [スケジューラ（Scheduler）] > [月次（Monthly）] を選択します。

[月単位のスケジューラ] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [月次請求書の作成（Monthly Bill Generation）] 行の [日付（Day of Month）] ドロップダウン リス
ト ボックスから、レポートを生成する日を選択します。

特定の月に存在しない日に値を設定した場合（29、30、31など）、レポートはその月の最終日に
生成されます。

Step 3 [Monthly Bill Generation] の [Time] ドロップダウンリストから、レポートを生成する時間と分を選
択します。

24 時間制の時計では、0 が真夜中を表し、1 から 11 は午前の時間を表し、12 から 23 はそれぞれ
午後 1 時から午後 11 時までの時間を表します。

Step 4 [月次請求書の作成（MonthlyBillGeneration）]行の [持続時間（Life）]ドロップダウン リスト ボッ
クスで、レポートの期間を 00から12 か月の範囲から選択します。 選択したオプションは、ディ
スク上にレポートが削除されるまでの残りの月数を示します。

Tip
レポートの有効期間を 00 に設定すると、レポートは生成されません。

Step 5 [その他の月次レポート（Other Monthly Reports）] 行の [日付（Day of Month）] ドロップダウン リ
スト ボックスから、レポートを生成する日を選択します。
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特定の月に存在しない日にこの値を設定した場合（29、30、31など）、レポートはその月の最終
日に生成されます。

Step 6 [その他の月次レポート（Other Monthly Reports）] 行の [時刻（Time）] ドロップダウンリストか
ら、レポートを生成する時間と分を選択します。

24 時間制の時計では、0 が真夜中を表し、1 から 11 は午前の時間を表し、12 から 23 はそれぞれ
午後 1 時から午後 11 時までの時間を表します。

Step 7 [その他の月次レポート（Other Monthly Reports）]行の [持続時間（Life） ]ドロップダウン リスト
ボックスで、00 から 12 か月の範囲からレポートの有効期間を選択します。 選択したオプション
は、ディスク上にレポートが削除されるまでの残りの月数を示します。

Tip
レポートの有効期間を 00 に設定すると、レポートは生成されません。

Step 8 [更新(Update)] をクリックします。

自動生成/警告オプションでレポート生成間隔が月単位で有効になっているレポートは、毎月指定
した時刻に自動生成され、指定した月数が経過すると削除されます。

変更は真夜中に有効になります。 変更をすぐに有効にするには、[コントロール センター - 機能
サービス（Control Center - Feature Services）]ウィンドウでCARスケジューラサービスを停止して
再起動します。

Tip
デフォルト設定に戻すには、[デフォルト設定に戻す（Restore Defaults）] をクリックします。 デ
フォルトでは、月次請求レポートは毎月 1 日の午前 3 時に実行され、2 か月後に消去されます。
その他の月次レポートは、毎月 1 日の午前 2 時に実行されて 2 か月後に消去されます。

アラーム
Unified Communications Manager のこのリリースでは、CAR スケジューラ用の CAR アラームカタ
ログ（CARAlarmCatalog.xml）が導入されています。

次の表はこのカタログ中のアラーム/アラートを表示します。

これらのアラームを設定するには、Cisco Unified Serviceability > [アラーム（Alarm）] > [設定
（Configuration）] > [CDR サービス（CDR Services）] に移動します。

Table 11: CAR アラームカタログ

説明重大度（Severity）名前

重要な CAR のスケジュール済みジョブ
が失敗しました。重要なCDRスケジュー
ラのジョブとタスク（例えば、
DailyCdrLoad、PopulateSchedules など）
が失敗すると、アラートが発生します。

ERROR_ALARMCARSchedulerJobFailed
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説明重大度（Severity）名前

CARのスケジュール済みジョブが失敗し
ました。他のすべての重要ではないCAR
スケジューラのジョブとタスク(日単位、
週単位、月単位のレポート、
QoSNotification、ChargeLimitNotification
など)に対してアラームが送信されます。

ERROR_ALARMCARSchedulerJobError

不正なCDRまたはCMRフラットファイ
ルが、CDR の CAR データベースへの
ロード中に見つかりました。 CDR ロー
ダは、不良または破損した CDR および/
またはCMRフラットファイルを検出し、
指定されたエラーをログに記録できま
す。 失敗の原因 (不良レコードの特定の
理由)および失敗の概要 (ファイル中の全
レコードに対する不良レコードの数を追
跡したもの) に関する情報が提供されま
す。

ERROR_ALARMBadCDRFileFound

CARIDSデータベースエンジンからのデ
バッグイベントを示します。このアラー
ムは、CARIDSデータベースエンジンか
らの低レベルのデバッグ情報を提供しま
す。システム管理者はこのアラームを無
視することができます。

DEBUG_ALARMCARIDSEngine デバッグ

エラーは発生していませんが、CAR IDS
データベースエンジンでいくつかのルー
チンイベントが完了しました。

情報アラームCARIDSEngineInformation

このアラームによってデータが危険にさ
らされたり、システムの使用が妨げられ
たりすることはありませんが、CAR DB
管理者による監視が必要です。

CRITICAL_ALARMCARIDSEngineCritical

緊急事態とエラー状況の複合アラーム。
このアラームは、データ、データへのア
クセス、またはCARIDSの障害を引き起
こす可能性のある、予期しない何かが発
生したことを示します。

ERROR_ALARMCARIDSEngineFailure

これらのアラームの詳細と推奨されるアクションについては、Cisco Unified Serviceability > [ア
ラーム（Alarm）] > [定義（Definitions）] > [CARAlarmCatalog] にあるアラーム定義を参照して
ください。
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CAR システムデータベース
CARデータベースのサイズがレコードの最大数の一定の割合を超えた場合に通知するようにCAR
を設定できます。 メッセージと最大レコード数を設定し、警告の割合を指定することができま
す。

[データベースの自動消去の設定（Configure Automatic Database Purge）] ウィンドウで設定した最
低水準点と最高水準点の間のCARデータベースサイズを維持するように、システムを設定できま
す。 データベースのサイズが最低水準点に達すると、CAR がユーザーにアラートが送信されま
す。 データベースサイズが最高水準点に達すると、システムは削除期間に基づいてレコードを削
除し、電子メールを送信します。

CAR システムのデータベースを設定するには、Cisco Unified Serviceability > [ツール（Tools）] >
CDR Analysis and Reporting > [System or Report Configシステムまたはレポート設定（）] に移動
します。

CAR データベースを消去する
このセクションでは、手動で選択したレコードをCARデータベースから消去する方法、すべての
CAR データを削除し、新しい CDR データでデータベースをリロードする方法について説明しま
す。 ダイヤルプランの更新、ユーザーとデバイスの関連付けの変更、コールレートの変更などの
後、コールを再分類するためにデータベースをリロードすることが必要になる場合があります。

データの手動消去を開始する前に、CDR ローダを無効にします。

1. [システム（System）] > [スケジューラ（Scheduler）] > [CDR ロード（CDR Load）] を選択し
てください。

2. 次のいずれかを選択します。

• [ローダの無効化（Disable Loader）] チェックボックスをオンにして、[更新（Update）]
をクリックします。

CDRロードを有効にして、データをCARにロードします。変更は真夜中に有効になりま
す。 変更をすぐに有効にするには、CAR スケジューラサービスをいったん停止して再起
動します。

• ローダを有効にする：[ローダの無効化（Disable Loader）] チェックボックスをオフにし
ます。

手動消去プロセス中に CAR ウェブ サービスが停止した場合、CDR の手動消去が停止します。 手
動消去は、CARウェブサービスが再起動されるまで開始できません。その後、手動消去プロセス
を再度開始する必要があります。

意図的に CAR ウェブサービスを停止するには、次の 2 つの方法があります。

• （Cisco Unified Serviceability > [サービスのアクティベーション（Service Activation）]）ウィ
ンドウで、CAR ウェブサービスを無効にします。

• （Cisco Unified Serviceability > [ツール（Tools）] > [コントロール センター - 機能サービス
（Control Center - Feature Services）]）ウィンドウで、CAR ウェブサービスを停止します。
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CDR Loaderは、CARウェブ サービスまたは CARスケジューラのいずれかが再起動されるまで、
開始できません。

CAR データベースの手動消去が進行中のとき、または CDR レコードがリロード中のとき、CAR
管理者は CAR レポートを生成できません。 これらのプロセス中にレポートを実行しようとする
と、次のエラーメッセージが表示されます。

10023:手動パージ/リロードが進行中です。 手動のパージ/リロードが完了したらレポートを実行します。

[手動パージ（Manual Purge）] ウィンドウには、手動パージまたは CDR リロードのいずれかが発
生した場合、次の警告メッセージが表示され、[消去（Purge）] ボタンと [すべての呼詳細レコー
ドのリロード（Reload All Call Detail Records）] ボタンの両方が無効になります。

手動パージ/リロードがまだ実行中です。 ユーザーは手動削除/再読み込みの別のインスタンスを実行する
ことはできません。 そのため、[すべての通話詳細レコードをパージ] ボタンと [すべての通話詳細レコー
ドを再読み込み] ボタンの両方が無効になります。

Procedure

Step 1 [ システム > データベース > 手動消去] を選択します。

[手動データベースパージ（Manual Database Purge）] ウィンドウが表示されます。

Step 2 次のいずれかのアクションを選択します。

a) 既存のCARデータを削除してCARデータベースを再ロードするには、[すべての呼詳細レコー
ドのリロード（Reload All Call Detail Records）] をクリックします。

記録を削除するとシステムのパフォーマンスに影響を与える可能性があることを示すメッセー
ジが表示されます。 再ロードを続行するには、[ OK] をクリックします。

システムは 5 分以内に CAR データベースへの CDR のロードを開始し、中断することなく最
大 6時間継続します。 リロードの進行状況を監視するには、CDR Loadイベントログを生成し
ます。

システムが新しいレコードを読み込んだ後、システムは設定されたスケジュールに従ってレ
コードを読み込みます。 デフォルトでは、CDRデータは 1日 24時間、週 7日間ロードされま
す。

b) 選択した CAR レコードを手動で消去するには、次のステップに進んでください。

Step 3 [テーブルの選択（Select Table）] フィールドで、データベースから消去するテーブルを選択しま
す。

手動消去が許可されている表、表中のレコード総数、および表中の最新のレコードと古いレコー
ドを表示するには、[テーブル情報（Table Information）] をクリックします。

[テーブル情報（Table Information）]ウィンドウが表示されます。 次の情報を含む表が表示されま
す。
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最も古いレコード最新のレコード総レコード数テーブル名データベース名
（Database
Name）

000Tbl_billing_dataCAR

000Tbl_billing_errorCAR

000Tbl_purge_historyCAR

[手動データベース消去] ウィンドウに戻るには、 [閉じる] をクリックします。

Step 4 [レコードの削除（Delete records）] フィールドで、消去するレコードを決定する日付を次のラジ
オボタンのいずれかをクリックして選択します:

a) 次の日時より古い - その日付より前のすべてのレコードが削除される日付を選択します。
b) 次の間 - すべてのレコードが削除される期間を指定します。

Step 5 削除する CAR レコードの日付範囲を選択します。

Step 6 指定した日付またはこの日付の間のすべての記録を古いものから削除するには、[消去（Purge）]
をクリックします。

プロンプトが、指定されたレコードを完全に削除しようとしていることを警告します。

Step 7 記録を消去するには、[OK ]をクリックするか、または消去を中止する場合は [キャンセル ]をク
リックします。

[OK] をクリックすると、選択したテーブルからレコードが消去されます。 レコードの削除に成
功すると、ステータスメッセージに、テーブルから削除されたレコードの数が表示されます。

自動データベース消去をセットアップする
このセクションでは、スケジュールの方法、およびCARデータベースの自動消去を無効にする方
法について説明します。 デフォルトでは、システムはデータベースの自動消去を有効にします。

Procedure

Step 1 [システム（System）] > [データベース（Database）] > [自動消去の設定（Configure Automatic
Purge）] を選択します。

[自動データベース消去の設定] ウィンドウが表示されます。 ウィンドウの上部に、使用されてい
る CAR データベース スペースの割合が表示されます。 利用可能な最大の CAR データベースス
ペースはメガバイトで表示されます。

Step 2 [下限（Low Water Mark）] ドロップダウン リスト ボックスから、システムが CAR データに使用
する最大 CAR データベースサイズの最小パーセントを選択します。 既定値では 80% を指定して
います。
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Tip
CARデータベースのサイズが最低水位線または最高水位標に達すると、システムから通知が届き
ます。また、CAR データベースのサイズがレコードの最大数を超えた場合にも通知されます。
メール警告の設定に関する情報。

Step 3 [上限（High Water Mark）] ドロップダウン リスト ボックスから、システムが CAR データに使用
する最大 CAR データベースサイズの最小パーセントを選択します。 既定値では 90% を指定して
います。

Step 4 [通話詳細レコードの最大経過日数] フィールドで、CAR データベースに CDR を保存する最大日
数を入力します。 1 から 180 までの数字を入力します。既定値は 60 日です。

CAR は、指定された日数以上経過したすべての CDR を削除します。

Note
このウィンドウのフィールドをデフォルト値に戻すには、 [デフォルト値に戻す] をクリックしま
す。

Step 5 [更新(Update)] をクリックします。

変更は午前 0 時に有効になります。 変更をすぐに有効にするには、Cisco CAR Scheduler サービス
を再起動します。

Note
2M または HWM の制限に違反した場合:

a. CAR は最も古い日付パーティションから順に、データベースパーティションを 1 つずつ削除
します。

b. 次のいずれかの条件が満たされると、CAR は消去を停止します。

• レコード数が 2M または HWM 制限を下回ったとき。

• 最後の 2 日間のパーティションだけが請求テーブルに残っている場合。

多数のCDRが請求テーブルに存在し、パーティションを削除してもレコード数が2MまたはHWM
制限を下回らない場合、CAR はデータベースに少なくとも 2 日間のデータを保持します。

データベースのレコード数が 2M または HWM 制限に達した場合:

a. CAR ローダは新しいレコードの処理を停止します。

b. CAR は最も古いパーティションからレコード数が 2M または HWM 制限に達するまでレコー
ドの消去を開始します。

レコードを削除した後でさえ、レコードカウントが 2M または HWM 制限を下回らない場合は、
CAR は少なくとも 2 日間のレコードを保持し、CAR ローダーを停止させます。 また、CAR は手
動消去を進めるように CAR 管理者に電子メール通知を送ります。

アップグレード後、自動データベースパージの設定 >最大データベースの寿命 パラメータは次の
いずれかに変更されます。
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• 古いバージョンの最大データベースの寿命が 1 から 60 の間の場合、新しいバージョンでは
60 に設定されます。

• 古いバージョンの最大データベースの寿命が 60から 180の間の場合、新しいバージョンでも
同じ年齢に設定されます。

• 古いバージョンの最大データベースの寿命が 180 を超える場合、新しいバージョンでは 180
に設定されます。

CAR システムイベントログ
CARは、さまざまなアクティビティの状況を追跡するために使用できるログを提供します。イベ
ントログは、自動生成されたレポート、CDRのロード、レポートの削除、データベースの消去な
ど、CAR スケジューラによってトリガーされるイベントを追跡します。

イベントログは、CARスケジューラが制御するアクティビティの状況に関するレポートを提供し
ます。 イベントログレポートは、タスクが開始されたか、正常に完了したか、あるいは進行中か
を示します。

イベントログを生成する
このセクションでは、イベントログレポートの生成方法について説明します。 イベントログに
は、日単位、週単位、または月単位でスケジュールされたタスク/レポートの一覧が含まれます。

このリリースのUnified CommunicationsManagerの新機能として、タスクモニタとデータベースメ
ンテナンスが導入されています。

TaskMonitor は他のジョブの状況を監視し、必要に応じて IDS コマンド “onmode -F” を使用して
Informix Dynamic Server（IDS）メモリをクリーンアップします。 DatabaseMaintenance は、IDS が
推奨する最適化されたデータベースメンテナンス “統計の更新” 手順を実行します。

タスクモニタは、スケジューラが開始されてから約1分後、スケジューラが毎日午前0時（00.00）
にスケジュールを再設定してから 1 分後に開始されます。 タスクモニタは、PopulateSchedules、
TaskMonitor、DatabaseMaintenance、および DailyCdrLoad を除く、tbl_event_log からその日のすべ
てのジョブの状況を定期的（5 分ごと）にモニタします。

前のタスクがまだ実行中であるためにタスクがスケジュールどおりに開始されない場合、次のト
レースメッセージのようなものが表示される場合があります。

2008-02-14 08:00:04, 602 警告 [main] サービス。 スケジューラ - runTasks(): ジョブ
[DailyCdrLoad] スレッドがビジー状態のため、本日のスケジュールから削除され、開始されません。

スケジューラは、定期的に 10 秒間スリープする猶予期間を与え、タスク スレッドが完了したか
どうかを確認します。 スケジューラは合計で最大 2 分間スリープします。 2 分間の待機後にタス
ク スレッドが完了しない場合、次のタスクが現在のスケジュールから削除され、次のスケジュー
ル時刻まで実行されません。
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以下の表には、タスク/レポートの一覧と、それらがスケジュールされる頻度が表示されます。

Table 12: タスク リスト

スケジュールタスク

毎日CDRロード

毎日タスクモニタ1

毎日データベースのメンテナンス2

毎日QoS 通知

毎日課金制限の通知

毎日データベース警告

毎日レポートの削除

毎日データベースの消去

毎日トラフィックの要約 - 時間

毎日上位N件の料金

毎日上位N件の接続時間

毎日上位N件のコール数

毎日電話会議 - 詳細

毎週トラフィック概要 - 曜日

毎週会議ブリッジ使用率 - 曜日

毎週ボイスメッセージング使用状況 - 曜日

毎週ルートパターン/ハントパイロットの使用状況 - 曜日

毎週ルート/ハントリストの使用状況 - 曜日

毎週ルート グループ使用状況 - 曜日

毎週ゲートウェイ使用率 - 曜日

毎週回線グループ使用状況 - 曜日

毎月QoS の要約

毎月ゲートウェイの要約

毎月トラフィックの要約 - 日付
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スケジュールタスク

毎月システム概要

毎月部門課金の要約

毎月個人課金の要約

毎月上位N件の料金

毎月上位N件の接続時間

毎月上位N件のコール数

毎月電話会議 - 要約

1
2

34

Procedure

Step 1 [システム（System）]> [ログ画面（Log Screens）]> [イベントログ（Evnet Log）] を選択します。

[イベントログ] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [日次（Daily）]ラジオボタンをクリックして日次のジョブを選択するか、または [週次（Weekly）]
ラジオボタンをクリックして週次のジョブを選択します。あるいは、[月次（Monthly）]ラジオボ
タンを使って月次のジョブを選択します。

Step 3 [ジョブ一覧] 領域で情報が必要なタスクを選択します。

Step 4 選択したタスクを [選択したジョブ] 領域に追加するには、右矢印のアイコンをクリックします。

Step 5 [選択されたジョブ] 領域からタスクを削除するには、削除するタスクを選択し、左矢印のアイコ
ンをクリックします。

Step 6 別の頻度でタスクを追加するには、前の手順を繰り返します。 例えば、日次のレポートと、月次
または週次のレポートを含むレポートを作成できます。

Step 7 レポートに含めるステータスを選択します。 次の表に記載されているステータスを 1 つ以上選択
する必要があります。

Note
システムはデフォルトで各イベントログレポートのステータスを選択します。

3 システムは、内部タスクであるタスクモニタを日単位で自動的に構成し、実行します。
4 データベースのメンテナンスは、システムが日単位で自動的に構成し、実行する内部タスクである。
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Table 13: イベントログレポートのステータス

説明ステータス

このチェックボックスにチェックが入っている
場合、イベントログレポートには完了したタス
クが含まれます。

完了

このチェックボックスにチェックが入っている
場合、イベントログレポートには現在進行中の
タスクが含まれます。

進行中

このチェックボックスがオンになっている場
合、イベントログには、管理者によって手動
で、またはDRSバックアップなどの管理プロセ
スによって中断されたタスクが含まれます。

中断

このチェックボックスにチェックが入っている
場合、イベントログレポートには失敗したタス
クが含まれます。

失敗

このチェックボックスにチェックが入っている
場合、イベントログレポートにはスケジュール
済みでまだ開始されていないタスクが含まれま
す。

スケジュール

Note
スケジューラが再起動されると、ステータスが [スケジュール済み（Scheduled）]のすべての未完
了のジョブが削除されます。 ステータスが [進行中（In Progress）] または [スケジュール済み
（Scheduled）] の現在のジョブは、[中断（Interrupted）] に変更されます。

Step 8 [開始] と [終了] の値を選択して、日付範囲を選択します。

Step 9 イベントログレポートを生成するには、[OK] をクリックします。
イベントログには、選択したタスクに関する情報が表示されます。

Step 10 画面上で右クリックして [印刷（Print）] を選択し、ログを印刷します。

Note
最大 2 分の猶予期間が提供されるため、次のスケジュール ジョブの開始がスケジュールされる前
に、進行中のジョブを終了できます。
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イベントログレポートを出力する

Table 14: イベントログレポートの出力

説明パラメータ

[シリアル番号（Serial number）]シリアル番号

タスクの名前ジョブ

タスクの開始時刻開始時間

タスクの終了時刻終了時刻

失敗、進行中、完了ステータス

タスクがスケジュールされた日付日付（Date）

CAR レポートの設定
CARでレポートの生成を開始する前に、評価エンジン、QoS値、自動レポート生成、通知制限な
どの項目を設定します。

評価エンジン

CARを使用して、時間の増分に基づいてコールのコストの基本料金を設定することができます。
時刻と音声品質の要素を適用することで、コストをさらに詳細にすることができます。 契約者に
サービスを提供する必要があるサービスプロバイダーは、通常、この機能を使用します。一部の
組織では、この情報を使用して、会計または予算編成の目的で組織内のユーザーおよび部門への
請求コストを確立します。

これらの評価パラメータを使用するレポートには、個人の請求書、部門の請求書、料金別上位 N
件、継続時間上位 N 件、通話回数上位 N 件などがあります。

基本料金/ブロックの既定値を変更しない場合、ブロックごとの既定の基本料金がゼロになるた
め、コストは常にゼロになります。

Note

通話料金には、その通話の基本使用料金、時間帯による乗算、および音声品質による乗算が構成
されます。 通話の基本料金は、[レポート設定（Report Config）] > > [評価エンジン（Rating
Engine）] > > [通話時間ウィンドウ（Duration window）] で設定できます。 次のリストを参照し
てください:

• 基本料金 = 料金またはユニット数で、[ブロック数（Number of Blocks）] セクションで指定さ
れた期間ブロックに適用されます。

• ブロック数 = 基本料が適用される通話の合計時間（秒）
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レポート設定 >評価エンジン >時刻 ウィンドウで時刻に対する倍率を設定できます。 設定の基本
はコールの接続時間を提供します。

音声品質の倍率は、[レポート設定（Report Config）] > [評価エンジン（Rating Engine）] > [音声
品質（Voice Quality）] ウィンドウで設定できます。

QoS 値

CAR は QoS レポートを生成します。 これらのレポートに表示されるデータを限定するために、
音声品質に関して設定された事前定義された値を使用します。 ジッター、遅延、損失パケットに
ついて、値の範囲を良好、許容、並、不良に指定できます。

レポートと警告の自動生成

CARは、スケジュールに基づいてレポートを自動的に生成します。レポート生成には、日単位、
週単位、または月単位の要約レポート、QoSレポート、トラフィックレポート、デバイス/ルート
プランの使用状況レポートなどが含まれ、定期的に表示することができます。

通知制限

QoS および日単位の料金の制限を指定することで、これらの制限を超えた場合に管理者にメール
による警告が送信されます。 Cisco Unified CM Administration を通じて CAR 管理者に指定されて
いるすべてのユーザーにアラートが送信されます。

CAR 評価エンジン
コールの基本レートと継続時間、時間帯、および音声品質レーティングパラメータを定義するに
は、CAR レーティングエンジン設定を使用します。

コールの評価パラメータは、CAR データのロード中に使用されます。 CAR データベースの古い
CDR レコードでこれらのパラメータに新しい値を使用するには、すべての CDR を CAR データ
ベースにリロードする必要があります。

Note

基本料金を設定する
通話の基本料金を設定するには、すべての通話の基本料金を指定する必要があります。 例えば、
サービスプロバイダーが 1 分あたり 6 セントを請求し、10 秒ごとに請求する場合、すべての通話
が 10 秒ごとに 1 セントで請求される基本料金を設定できます。

このセクションでは、基本料金と継続時間の値を設定する方法について説明します。

デフォルトの基本料金値を使用する場合、レポートは費用を提供しません。 システムはデフォル
ト値を提供しますが、デフォルト値のままにしておくと、評価エンジンは無効のままとなり、費
用は提供されません。

Note
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Procedure

Step 1 [ レポート 設定 > 評価エンジン > 継続時間] を選択します。

[通話時間] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [終了（秒）] フィールドに基本料金を適用する秒数を入力します。 たとえば、6 秒単位で課金さ
れる場合、このフィールドに 6 を入力します。 通話時間に関係なく 1 分ごとの定額料金が請求さ
れる場合、このフィールドに 60 を入力すると、課金は分単位で計算されます。

Step 3 [基本料金/ブロック（Base Charge/Block）] フィールドで [終了（秒）]フィールドに表示される秒
単位のベース料金を入力します。例えば、毎分6セント、6秒刻みで課金される場合、このフィー
ルドに 0.006 を入力します。 分ごとに 7 セントが課金される場合は (増分課金なし)、このフィー
ルドに 0.07 を入力します。

上記の例で、6 秒刻みで課金され、6 秒刻みで料金が 0.006 である場合、7 秒続く通話は 0.012 か
かります。 理由：6 秒ごとに 0.006 コストがかかり、0-6 秒のブロックが 2 つ発生しました。

同様に、分単位で課金され、1 分あたり 7 セントの料金がかかる場合、3 分間の通話は 21 セント
になります。 理由：60 秒ごとに 7 セントかかり、1 分間のブロックが 3 つ発生しました。

Step 4 [更新(Update)] をクリックします。

Tip
デフォルト設定に戻すには、[デフォルト設定に戻す（Restore Defaults）] をクリックします。 通
話料金/ブロック単位をデフォルト値の 0に戻すことで、通話料金の決定に使用される他の要素を
効果的に無効にすることができます。

ファクター時刻
通話料金をさらに細かく定義するために、特定の時間帯の倍率を指定することができます。 例え
ば、日中の通話に対して割増料金を利用者に課金する場合、[通話時間（CallDuration）]ウィンド
ウで指定した基本料金/ブロックに倍率を適用できます。

この項では、通話料金が高くなる特定の時刻を設定する方法について説明します。

時間帯による通話コストを増やしたくない場合、デフォルト値を使用できます。 デフォルトの倍
率では 1 が指定されているため、時間帯による通話コストの増加は発生しません。

Note

Procedure

Step 1 [レポート設定（Report Config）] > [評価エンジン（Rating Engine）] > [時間帯（Time of Day）]
を選択します。
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[時刻] ウィンドウが表示されます。

Step 2 行を追加するには、[行の追加（Add Rows）] リンクをクリックします。

システムは 00:00:00 と 23:59:59 の間に行を追加します。

Step 3 追加の行を追加するには、新しい行を追加したい行の上のチェックボックスを選択し、[行の追加
（Add Rows）] リンクをクリックします。

Note
行を削除するには、削除する行のチェックボックスを選択し、[行の削除（Delete Rows）] リンク
をクリックします。

Step 4 開始と終了の時間範囲を 24 時間分秒の形式で入力します。 00:00:00 から 23:59:59 の 24 時間はデ
フォルトの時間範囲です。 1 つの時刻の範囲を午前 8 時から午後 5 時まで設定したい場合は、3
つの時刻の範囲を設定する必要があります。最初の範囲は00:00:00から07:59:59、2番目の範囲は
08:00:00 から 16:59:59、そして 2 番目の範囲は 17:00:00 から 23:59:59 です。

Note
時刻を通話コストに考慮する場合、12時間時計ではなく、協定世界時 (UTC)を使用する必要があ
ります。

Step 5 指定した時間範囲に通話が発信されたときに、基本料金/ブロックに掛ける数字を指定する倍率を
入力します。 例えば、午前 8 時から午後 5 時までの通話には、料金の 2 倍のプレミアムを課金す
るとします。倍率は 2.00 になります。 倍率 1.00 は通話のコストに影響しません。

Step 6 時刻および倍率を追加するには、[更新（Update）] をクリックします。

Tip
デフォルト設定に戻すには、[デフォルト設定に戻す（Restore Defaults）] をクリックします。

ファクター音声品質
通話コストを詳細に定義するために、通話の音声品質の倍率を指定できます。 たとえば、サブス
クライバが通話で最高の音声品質を保証するために割増料金を払っている場合、音声品質に応じ
て、[通話時間] ウィンドウで指定したさまざまな倍率を基本料金/ブロックに適用できます。 1.00
以外の倍率を使用すると、通話のさまざまな音声品質を区別するのに役立ちます。

このセクションでは、特定の音声品質の通話料金が高くなる場合の通話料金の設定方法について
説明します。

音声品質による通話コストを増やしたくない場合、デフォルト値を使用できます。 デフォルトの
倍率は 1.00 であるため、音声品質のための通話コストの増加は発生しません。

Note
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Procedure

Step 1 [レポート設定（Report Config）]> [評価エンジン（Rating Engine）]> [音声品質（Voice Quality）]
を選択します。

[音声品質] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [倍率] フィールドに、指定の音声品質カテゴリで通話が発生した場合の基本料金/ブロックに掛け
る数を入力します。 「QoS値を定義する」の項では、音声品質カテゴリを定義します：良好、許
容、並、不良。

例

音声品質良好。ファクター 1.2

音声品質許容;ファクター 1.0

音声品質並;ファクター 1.0

音声品質不良、ファクター 0.8

許容範囲内または普通の通話に比べて、良好な通話には 1.2 倍の料金が課金されます。 許容範囲
内または普通の通話に比べて、不良な通話には 0.8 倍の料金が課金されます。

Note
良好な通話の倍率 >= 許容可能な通話の倍率 >= 並の通話の倍率 >= 不良の通話の倍率。

Step 3 [更新（Update）] をクリックします。

Tip
デフォルト設定に戻すには、[デフォルト設定に戻す（Restore Defaults）] をクリックします。

QoS 値の定義
QoS 値は、良好、許容、並、または不良の基準に基づいて、損失パケット、ジッター、遅延に対
して設定されます。

コールが、4 つの音声品質カテゴリのいずれにも設定されている基準のいずれかを満たさない場
合、NA（該当なし）の分類を受け取ります。同様に、システムが CMR データを生成するように
設定されていない場合、または CMR が不良の場合、CMR は NA（該当なし）の分類を受け取り
ます。

NA と入力すると、パラメータの値が無視されます。 例えば、ジッターなどの QoS パラメータが
NA である、QoS が良好であると定義されている場合、QoS は遅延と損失パケットの値のみに依
存します。 3 つのパラメータすべての値として NA を持つことはできません。 無限大は、任意の
パラメータで利用可能な最大値を指定します。 500 から 無限大のジッター値を不良と見なすルー
ルを指定した場合、500 を超えるジッターを持つコールは不良に分類されます。
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“NA” と “無限大” の分類では、大文字と小文字が区別されることに注意してください。Note

このセクションでは、QoS 値を定義する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [レポート設定（Report Config）] > [QoS の定義（Define QoS）] を選択します。

[サービス品質の定義]ウィンドウが表示されます。 次の表ではQoSのデフォルト値について説明
します。

Table 15: QoS デフォルト値

デフォルトQoS パラメータ

良好：0.00から 15.00、許容 - 15.01から 30.00、
並 - 30.01 から 45.00、不良 - 45.01 から 無限大

失われたパケット（Lost Packets）

良好：0 から 20、許容 - 21 から 100、並：101
から 150、不良 - 151 から 無限大

ジッター（Jitter）

既定値は適用されません。遅延（Latency）

Step 2 行を追加するには、新しい行を追加する行のチェックボックスを選択し、[行の追加 ]リンクをク
リックします。

新しい行がチェックを入れた行の上に追加され、チェックボックスの選択が解除されます。

行は、QoSレポートの状態が良好、許容、並、不良を数値化するためにCARが使用する値を表し
ます。 各値セットについて、[開始] および [終了] 列に上限と下限を入力します。

Note
行を削除するには、削除する行のチェックボックスにチェックを入れ、[ 行を削除 ] リンクをク
リックします。

Step 3 設定した各値に対して、[サービス品質（Quality of Service）] を選択します。

Step 4 [更新(Update)] をクリックします。

Tip
デフォルトの QoS 値を復元するには、[デフォルトに戻す（Restore Defaults）] をクリックしま
す。
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CAR レポートおよびアラートの自動生成
事前準備

CAR でレポートの生成を開始する前に、システムを設定します。

以下の表には、システムが自動生成について有効または無効にするレポートの一覧、レポート生
成間隔、およびレポートの受信者が表示されます。

Table 16: 自動生成レポート

受信者レポート生成間隔レポート名

• CAR マネージャ

• CAR 管理者

毎月部門課金の要約

• CAR 管理者毎月ゲートウェイの要約

• CiscoUnifiedCMで設定
された個々のユー
ザー。

• CAR 管理者

Note
管理ユーザーはこのレ
ポートにアクセスでき
ません。

毎月個人課金

• CiscoUnifiedCMで設定
された個々のユーザー

• CAR マネージャ

• CAR 管理者

毎月個人課金の要約

• CAR 管理者毎月会議の要約

• CAR 管理者毎日会議の詳細

• CAR マネージャ

• CAR 管理者

毎月QoS の要約

• CAR 管理者毎月システム概要
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受信者レポート生成間隔レポート名

• CAR マネージャ

• CAR 管理者

毎日上位N件の料金

• CAR マネージャ

• CAR 管理者

毎月上位N件の料金

• CAR マネージャ

• CAR 管理者

毎日上位N件の接続時間

• CAR マネージャ

• CAR 管理者

毎月上位N件の接続時間

• CAR マネージャ

• CAR 管理者

毎日上位N件のコール数

• CAR マネージャ

• CAR 管理者

毎月上位N件のコール数

• CAR 管理者毎月トラフィックの要約 - 日付

• CAR 管理者毎週トラフィックの要約 - 曜日

• CAR 管理者毎日トラフィックの要約 - 時間

• CAR 管理者毎週会議ブリッジ使用率 - 曜日

• CAR 管理者毎週ボイス メッセージ使用率 - 曜日

• CAR 管理者毎週ルートパターン/ハントパイロット使
用率 - 曜日

• CAR 管理者毎週ルート/ハントリストの使用状況-曜日

• CAR 管理者毎週ルートグループの使用状況-曜日

• CAR 管理者毎週回線グループ使用率 - 曜日

• CAR 管理者毎週ゲートウェイ使用率 - 曜日
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多数のゲートウェイ、ルートグループ、ルートリスト、およびルートパターンを持つ大規模なセッ
トアップで、すべての使用状況レポート（ゲートウェイ使用状況、回線グループ使用状況、ルー
トグループ使用状況、ルートリスト使用状況、およびルートパターン使用状況）を有効にすると、
システムのCPU使用率が増加し、その結果、レポートが生成されるまでの時間が長くなります。
これはシステムパフォーマンスにも影響します。 大規模なシステムには多数のゲートウェイが存
在するため、Ciscoでは自動生成にはゲートウェイ利用率レポートのみを有効にすることを推奨し
ています。 5 つ以下のゲートウェイ、ルートグループ、ルートリスト、またはルートグループを
選択することで、すべての利用率レポートをオンデマンドで生成できます。

Note

レポートの自動生成には 2 つの手順が含まれます。

• まず、デフォルトで有効になっている場合を除き、生成するレポートを有効にします。

• 次に、生成を希望する日時でレポートをスケジュールします。（CARにはデフォルトのスケ
ジュールが用意されています。 デフォルトのスケジュールで十分な場合は、自動生成したい
レポートのみを有効にします。)

CARは、さまざまなイベントに対して電子メールアラートを提供します。システムのメール警告
を有効にするには、2 つの手順を実行します。

• まず、メール警告を有効にします。 デフォルトでは、すべてではなく一部のレポートが有効
になっています。

• 次に、アラート条件が満たされた場合に送信されるメールを設定します。

レポートの自動生成を有効にする
このセクションでは、1 つまたはすべてのレポートの自動生成を有効または無効にする方法につ
いて説明します。 レポートパラメータをカスタマイズし、メールオプションを有効にして、レ
ポートが作成されるとメールで送信されるようにすることもできます。 レポートがメールで送信
される際に、CAR は CAR 管理者のメール ID と、[メールパラメータ（Mail Parameters）] ウィン
ドウで設定されたメールドメインを使用して、メールアドレスを生成します。つまり、CAR は
<mail ID for the CAR administrator> @ <domain that is configured in the mail parameters window> を使用
します。

Unified Communications Manager を新しくインストールする場合は、まず自動生成のメールアラー
トとレポートを有効にする必要があります。 すべてのレポートとアラートのデフォルトの状況は
無効です。

リリース 5.x から Unified Communications Manager の以降のリリースへのすべての Unified
Communications Manager アップグレードについて、tbl_pregenmail_option テーブルのデータは、
CAR スケジューラサービスがアクティブな場合にのみ移行されます。

Unified Communications Manager の別のバージョンにアップグレードする場合、システムリソース
を節約するために、アップグレードが進行している間はすべてのレポートと警告を無効にしてく
ださい。 アップグレードが完了したら、必ずレポートとアラートを有効にしてください。
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「生成されたレポートスケジュール, on page 13」は、デフォルトで有効になっているレポートを
説明しています。

Procedure

Step 1 [ レポート設定 > 自動生成/アラート] を選択します。

[自動レポート生成/警告オプション] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [ レポート [レポート生成間隔] ] ボックスで、システムスケジューラで定義したスケジュールに基
づいて自動生成するレポートを選択します。 CDR ロードスケジュールをセットアップする, on
page 42を参照してください。

Step 3 [ステータス（Status）]フィールドで [有効（Eabled）] または [無効（Disabled）] を選択します。

Step 4 レポートをカスタマイズしたり、生成時にレポートをメールで送信するには、 [パラメータのカス
タマイズ] をクリックします。

[パラメータのカスタマイズ] ウィンドウが表示されます。

Note
各レポートは、レポートのタイプに応じて、異なるカスタマイズ オプションを提供します。

Step 5 メールで送信するレポートのタイプに応じて、[CSV] または [PDF] ラジオ ボタンを選択します。

Step 6 すべてのCAR管理者にメールでレポートを送信するには、[メール送信オプション ]チェックボッ
クスにチェックを入れます。

Step 7 指定した値を保存するには、[ 更新] をクリックします。

[パラメータのカスタマイズ] ウィンドウが閉じます。

Step 8 他のレポートを有効またはカスタマイズするには、前の手順を繰り返します。

Step 9 [更新(Update)] をクリックします。

変更は真夜中に有効になります。 変更をすぐに有効にするには、CAR スケジューラサービスを
いったん停止して再起動します。

電子メールアラートを有効にする
利用できるメールによる警告は 2 つあります。 これらのアラートは次のとおりです。

• 課金制限の通知

• QoS 通知

これらの警告の設定方法については、「通知制限を設定する, on page 68」を参照してください。

この項では、これらの警告をユーザーにメール送信できるようにする方法について説明します。
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Procedure

Step 1 [ レポート設定 > 自動生成/アラート] を選択します。

[自動レポート生成/警告] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [メールによる警告] ボックスで、有効または無効にする警告を選択します。

Step 3 [ステータス（Status）]フィールドで [有効（Eabled）] または [無効（Disabled）] を選択します。

Step 4 [更新(Update)] をクリックします。

Step 5 メールによる警告を有効または無効にするには、上記の手順を繰り返します。

変更は真夜中に有効になります。 変更をすぐに有効にするには、CAR スケジューラサービスを
いったん停止して再起動します。

CAR レポート通知の限度
事前準備

CAR でレポートの生成を開始する前に、システムを設定します。

通知制限を設定する
このセクションでは、QoS と日単位の料金の通知制限を指定する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [レポート設定（Report Config）] > [通知制限（Notification Limits）] を選択します。

[通知の制限の設定] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [日次QoSパラメータ（Daily QoS Parameters）] で、良好な通話と不良な通話のしきい値を入力し
ます。

しきい値は、管理者へのメール アラートをトリガーするために超える必要があるすべての呼び出
しの割合の形式で適用されます。良好な通話のデフォルトでは、20パーセント未満と指定されて
います。これは、良好な通話が 1日あたりの全通話の 20パーセント未満になると、アラートが送
信されることを意味します。品質の低い通話のデフォルトでは、30パーセントを超える値が指定
されています。つまり、品質の低い通話が 1日あたりの全通話数の 30パーセントを超える場合、
アラートが送信されます。 このアラートは QoS 通知と呼ばれます。

Step 3 [1 日あたりの料金の限度（Daily Charge Limit）] 領域で、システムのユーザーが超過した場合に
管理者に警告メールを送信する通貨単位（ドル、フラン、ポンドなど）を入力します。 このア
ラートは「料金制限通知」と呼ばれます。
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Step 4 [更新(Update)] をクリックします。

変更は直ちに有効になります。 新しい値は、次のアラートが送信されるたびに使用されます。
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C H A P T E R 4
ユーザーレポート

• ユーザーレポートの概要, on page 71
• 請求書ユーザーレポート, on page 75
• 上位 N ユーザーレポート, on page 80
• アシスタント ユーザー レポート, on page 87
• IP 電話サービスユーザーレポート, on page 90
• ユーザー レポート結果の確認, on page 91

ユーザーレポートの概要
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：以下のためにシステムレポートを生成します。

• ロードバランシング

• システムのパフォーマンス

• トラブルシューティング

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

説明ユーザーレポート
ユーザー、マネージャ、および CAR 管理者は、ユーザーレポートを生成できます。 CAR には次
のユーザー レポートが含まれます。
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• 課金

• 個別 -ユーザー、マネージャ、およびCAR管理者が利用できます。 個別の請求書は、指
定した日付範囲の通話情報を提供します。 個別の電話料金に関する概要または詳細情報
を生成、表示、またはメールで送信することができます。アプリケーションユーザーで
もある CAR 管理者はこのレポートを取得できません。

• 部門 -マネージャとCAR管理者が利用できます。 部門の請求書には、通話情報とサービ
スの質 (QoS) 評価が記載されています。 あなたがマネージャの場合、あなたの部下すべ
てのユーザー、またはあなたが選択したユーザーのみの通話の要約レポートまたは詳細
レポートを生成することができます。 CAR 管理者は、システムの一部またはすべての
ユーザーによる発信の要約レポートまたは詳細レポートを生成できます。 このレポート
は、システム全体のユーザーレベルですべての通話を追跡するのに役立ちます。

• 上位 N

• 料金別 - マネージャと CAR 管理者が利用できます。 課金による上位 N 件ユーザーのレ
ポートは、指定した期間に最大通話料金を負担した上位ユーザー数を一覧表示します。
宛先別に生成されるレポートには、最大料金を発生させた宛先が一覧表示されます。 す
べてのコール別に生成されるレポートには、最大料金を発生させたコールが一覧表示さ
れます。 マネージャの場合、レポートには、指定期間中に部下に属したユーザーが行っ
たすべての通話の料金が含まれます。CAR管理者の場合、レポートには、指定された期
間にシステムのすべてのユーザーが行ったすべての通話の最高料金が含まれます。

• 接続時間別：マネージャと CAR 管理者が利用できます。 [期間別上位 N 件（Top N by
Duration）] のレポートは、指定した期間に最大通話時間が発生した上位ユーザー数を一
覧表示します。 接続先によって生成されるレポートには、最長継続時間の接続先が一覧
表示されます。 すべての通話によって生成されたレポートには、最大継続時間の通話が
一覧表示されます。 マネージャの場合、レポートには、選択した日付範囲内に最長時間
を費やした上位の部下のユーザーが、長いものから順に表示されます。CAR管理者の場
合、レポートには、選択した日付範囲中に発信された通話で、最長時間の通話を発生さ
せた上位のユーザーが、長いものから順に一覧表示されます。

• コール数 -マネージャおよびCAR管理者が利用できます。 通話回数の上位N件のレポー
トは、通話回数が最大になったユーザーを一覧表示します。 内線が生成するレポートに
は、指定した期間に発信または受信したコールの数が最も多い内線番号が一覧表示され
ます。 マネージャの場合、レポートには、選択した日付範囲での、直属のユーザーの中
で、ユーザーまたは内線の通話数上位が表示されます。CAR管理者の場合、レポートに
は、システム内の各ユーザーまたは内線について、上位の通話数が一覧表示されます。
個々のユーザー別に生成されたレポートは、最大数の通話を行ったユーザーを一覧表示
します。内線別に生成されたレポートは、マネージャーの場合はグループ内、CAR管理
者の場合はシステム全体で、発信または受信したコールの数が最も多い内線番号を一覧
表示します。

• Cisco Unified Communications Manager Assistant

• マネージャーの通話利用状況：CAR管理者が利用できます。CiscoUnifiedCommunications
Manager Assistant (IPMA) の要約および詳細レポートは、IPMA マネージャ向けに完了し
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た通話の使用状況の詳細を提供します。 マネージャーのレポートには、マネージャー自
身が処理する通話のみ、アシスタントがマネージャーのために処理する通話のみ、また
はマネージャーとアシスタントが共同でマネージャーのために処理する通話を含めるこ
とができます。

• アシスタントの通話利用状況：CAR 管理者が利用できます。 Cisco IPMA 要約および詳
細レポートは、IPMA アシスタントの通話完了使用状況の詳細を提供します。 アシスタ
ントレポートには、アシスタントが自分自身のためにのみ処理するコール、アシスタン
トがマネージャのために処理するコール、アシスタントが自分自身とマネージャのため
に処理するコールを含めることができます。

• Cisco IP 電話サービス：CAR 管理者が利用できます。 Cisco IP 電話サービスレポートは、選
択した Cisco IP 電話サービス、選択した各サービスに登録しているユーザー数、および選択
した各サービスの使用率を表示します。 さまざまなビジネスおよびエンターテイメント用途
のサービスを作成できます。 広告など、サービスに関連する収益がある場合、このレポート
を使用して、サービスをサブスクライブしたユーザーの数を判断できます。 このレポートを
使用して、選択したサービスの人気を示すこともできます。

メールレポート
CARではすべてのレポートをメールで送信できます。CARの任意のレポートウィンドウからメー
ルでレポートを送信できます。 レポートを表示してから送信することもできます。

Before you begin

レポートをメールで送信するには、まず有効なメールパラメータを設定します。 メールパラメー
タにより、システムの電子メールサーバーを使用して、CARが電子メールを送信することができ
ます。 詳細については、「メールサーバーのパラメータをセットアップする, on page 35」を参照
してください。 また、生成するレポートの詳細をセットアップします。

次の手順では、CAR レポートをメールで送信する方法について説明します。

Procedure

Step 1 任意のCARレポートウィンドウ内で、またはレポートを参照した後、 [レポートの送信]をクリッ
クします。

[メール送信先] ウィンドウが表示されます。

Step 2 レポートを送信するユーザーのメール ID を入力します。

Step 3 ユーザーを検索するには、[送信先（To）] をクリックします。

[ユーザー検索] ウィンドウが表示されます。

Step 4 [名（First Name）] および [姓（Last Name）] フィールドに、ユーザーの名または姓の文字を入力
し、[検索（Search）] をクリックします。
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[ユーザー検索結果] ウィンドウが同じページに表示され、入力した検索基準に一致したすべての
ユーザーの一覧が表示されます。

Step 5 レポートを送信したいユーザーの行で、[ 選択 ] リンクをクリックします。

選択したユーザーが [メール先]ウィンドウの [送信先]フィールドに追加されます。 このレポート
のコピーをメールで送信する人々のリストにさらにユーザーを追加するには、このステップを繰
り返します。

Step 6 すべてのユーザーを追加したら、[ユーザー検索（User Search）] ウィンドウで [閉じる（Close）]
をクリックします。

[ユーザーの検索（SearchUsers）]ウィンドウに一覧表示されるユーザーは、[メールの送信先（Mail
To）] ウィンドウの [送信先（To）] フィールドにコピーされます。

Step 7 [Cc] フィールドにユーザーを追加するには、[Cc] をクリックして、「Step 4, on page 73」から
「Step 6, on page 74」で説明されているのと同じ手順に従ってください。

Step 8 [件名] フィールドで件名を入力します (オプション)。

Step 9 [メッセージ] 領域でメッセージを入力します (オプション)。

Step 10 [送信] をクリックします。

CSV レポートを表示
時折、CSVレポートのデータが適切に配置されない場合があります。データを調整し、適切な形
式でレポートを表示するには、次の操作を行います。

Procedure

Step 1 ウェブブラウザで CSV レポートを開きます。

Step 2 レポート上で右クリックして [ ソースの表示] を選択します。

レポートがテキストファイルで開きます。

Step 3 テキストファイルを CSV ファイル拡張子で保存します。

Step 4 CSV ファイルを開きます。

データが正しい形式で表示されます。

ユーザーの検索
CARの多くのレポートには検索機能が用意されているため、ユーザーを探すことができます。部
門および個人の請求書、料金、通話時間、通話数別の上位 N 件、Cisco Unified Communications
Manager Assistant、Cisco Unified IP Phone の CAR ユーザーレポートでは、ユーザーによる検索が
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サポートされています。 [レポートの送信] で生成されたすべてのレポートをメールで送信するこ
とができます。

Before you begin

ユーザーを検索できる [ユーザーレポート] のウィンドウを使用する必要があります。

このセクションではユーザーの検索方法について説明します。

Procedure

Step 1 [ユーザーの検索（Search Users）] リンクをクリックします。

[ユーザー検索] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [名（First Name）] および [姓（Last Name）] フィールドに、ユーザーの名または姓の文字を入力
し、 [検索（Search）] をクリックします。

同じウィンドウ内に [ユーザー検索結果] ウィンドウが表示され、入力した検索基準に一致したす
べてのユーザーが一覧表示されます。

Step 3 対象のユーザーの行で、[選択（Select）] リンクをクリックします。

選択したユーザーが、[ユーザー検索] ウィンドウのユーザーリストに追加されます。 ユーザーを
追加するには、この手順を繰り返します。

Step 4 すべてのユーザーを追加したら、[ユーザー検索（User Search）] ウィンドウで [閉じる（Close）]
をクリックします。

請求書ユーザーレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note
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請求書レポート
個別の請求書は、指定した日付範囲のコール情報を提供します。 システムが自動生成したレポー
トを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 自動生成のレポートをスケジュー
ルすることができるのは、CAR 管理者だけです。 管理者の場合、詳細については、 CAR レポー
トおよびアラートの自動生成 を参照してください。

部門のレポートには、通話情報とQoS評価が記載されています。 あなたがマネージャの場合、あ
なたの部下のすべてのユーザー、またはあなたが選択したユーザーのみの発信通話の要約または
詳細レポートを生成することができます。

CAR管理者は、システムの一部またはすべてのユーザーによる通話の要約レポートまたは詳細レ
ポートを生成できます。 このレポートは、システム全体のユーザーレベルでのすべての通話を追
跡するのに役立ちます。

目的コマンドまたはアクション

ユーザー、マネージャ、および管理者に
関する概要または詳細情報レポートを表
示、メール送信する方法を説明します。

Note
管理ユーザーはこのレポートにアクセス
できません。

個別通話料レポートを生成するステップ 1

部門の通信費の概要または詳細情報を生
成、表示、またはメールで送信する方法
について説明しています。

Note
アプリケーションユーザーはこのレポー
トにアクセスできません。

部門請求書レポートを生成するステップ 2

個別通話料レポートを生成する
個別の請求書レポートを設定する前に、レポートに含まれる各ユーザーに対して、所有者ユーザー
IDが割り当てられたデバイスが Cisco Unified CMAdministrationに存在していることを確認する必
要があります。 以下の手順を使用して、オーナーユーザー ID を作成します。

Procedure

Step 1 Cisco Unified CM Administration で [デバイス（Device）] > [新しい電話機の追加（Add a New
Phone）] > [電話（Phone）] > [電話機の設定（Phone Configuration）]。

Step 2 デバイスとユーザーの情報を追加します。

Note
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デバイスでエクステンション モビリティ機能が有効になっている場合、ユーザーが電話にログイ
ンしてコールを発信すると、CDRに記録されるユーザー IDはログインしたユーザー IDと一致し
ます。 デバイスでエクステンション モビリティが有効になっていない場合、CDR に記録される
ユーザー ID は、デバイスに設定されている “所有者のユーザー ID” と同じになります。

ユーザー ID も所有者ユーザー ID も設定されていない状況では（つまり、エクステンションモビ
リティが有効になっておらず、所有者ユーザー ID が設定されていません）、CDR の [ユーザー
ID（User ID）] フィールドはブランクとして記録されます。

CAR は、CDR をロードするときに、デフォルトのユーザー ID “_unspecified user” を使用します。
また、CDRは、IndividualBillsUserレポートには表示されません。“_unspecifieduser”はCiscoUnified
CM データベースに存在していません。

ディレクトリで特定のエンドユーザーのレポートを探す場合、特定のエンドユーザーのユーザー
ID がデバイスの所有者ユーザー ID として設定されているか、または特定のエンド ユーザーがエ
クステンションモビリティ機能が有効になっているデバイスにログインしている必要があります。

これで、個別請求レポートを設定する準備ができました。

Step 3 次のいずれかの作業を実行します。

a) ユーザーまたはマネージャの場合は、 [請求] > 個人を選択します。
b) CAR 管理者の場合は、[ ユーザーレポート > 請求書 > 個人] を選択します。

Step 4 [レポートタイプ（Report Type）]フィールドで、[サマリー（Summary）] または [詳細（Detail）]
を選択します。

サマリーレポート：選択した期間のすべての通話の要約を提供します。これには、通話分類（内
部、ローカル、長距離、国際、またはネット上）、QoS 情報、発信された合計通話数、および発
生した料金が含まれます。

詳細レポート：発信日、発信時間、発信番号（発信番号）、宛先番号（着信番号）、通話分類
（ネット上、内部、ローカル、長距離、国際、その他）、QoS 情報、通話が続いた時間の長さ
（秒）、および料金は、選択した期間のすべての通話に対するCARの評価エンジン設定に基づい
て表示されます。

Step 5 自動生成されたレポートがある場合は選択して Step 8, on page 77 に移動するか、またはデフォル
トの [新規レポートの生成]を使用して [利用可能なレポート]フィールドの Step 8, on page 77Step 6,
on page 77 に移動します。

Note
自動生成されたレポートを選択できるのは、CAR管理者としてログインしている場合だけです。
マネージャまたは個別ユーザーとしてログインしている場合、自動生成されたレポートがドロッ
プダウンリストボックスに表示されることはありません。

Step 6 通話情報を表示する期間を選択します。

Step 7 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 8 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。
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Step 9 [レポートの送信 ]をクリックします。 レポートをメールで送信するには、「メールレポート, on
page 73」の手順に従ってください。

部門請求書レポートを生成する
部門の請求書レポートを設定する前に、レポートに含まれる各ユーザーに対して、所有者ユーザー
ID とマネージャユーザー ID が割り当てられたデバイスが Cisco Unified CM Administration に存在
していることを確認する必要があります。 以下の手順を使用して、各ユーザーにデバイス、所有
者ユーザー ID、関連するマネージャー ユーザー ID を追加します。

Procedure

Step 1 CiscoUnifiedCMAdministrationで、[デバイス（Device）]> [電話（Phone）]> [電話機の追加（Add
a New Phone）] > [電話機の設定（Phone Configuration）] を選択します。

Step 2 デバイスとユーザーの情報を追加します。

Step 3 [Cisco Unified CM Administration] で、[ユーザーの管理（User Management）] > [エンドユーザー
（End User）] > [追加（Add）] を選択します。

Step 4 Manager ユーザー ID 情報をユーザー情報に追加します。

Note
デバイスでエクステンションモビリティ機能が有効になっていて、ユーザーが電話にログインし
てコールを発信すると、CDRに記録されるユーザー IDはログインしたユーザー IDになります。
デバイスでエクステンションモビリティが有効になっていない場合、CDRに記録されるユーザー
IDは、デバイスに対して設定されている “[オーナーユーザー ID（OwnerUser ID）]”となります。

ユーザー ID も所有者ユーザー ID も設定されていない状況では（つまり、エクステンションモビ
リティが有効になっておらず、所有者ユーザー ID が設定されていません）、CDR の [ユーザー
ID（User ID）]フィールドはブランクとして記録されます。CARは、CDRをロードするときに、
デフォルトのユーザー ID “_unspecified user”を使用します。また、CDRは、部門の請求書ユーザー
レポートには表示されません。“_unspecifieduser” は Cisco Unified CM データベースに存在してい
ません。

ディレクトリで特定のエンドユーザーのレポートを探す場合、特定のエンドユーザーのユーザー
ID がデバイスの所有者ユーザー ID として設定されているか、または特定のエンド ユーザーがエ
クステンションモビリティ機能が有効になっているデバイスにログインしている必要があります。

Step 5 次のいずれかの作業を実行します。

a) マネージャの場合は、[課金（Bills）] > [部門（Department）]を選択します。
b) CAR 管理者の場合は、[ユーザーレポート（User Reports）] > [課金（Bills）] > [部門

（Department）] を選択します。

Step 6 [レポートタイプ（Report Type）]フィールドで、[サマリー（Summary）] または [詳細（Detail）]
を選択します。
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サマリーレポート：選択した期間のすべての通話の要約を提供します。これには、通話分類
（OnNet、内部、ローカル、長距離、国際、着信、タンデム、またはその他）、QoS情報、発信さ
れた合計通話数、および発生した料金が含まれます。

詳細レポート：発信日、発信時間、発信番号（発信番号）、宛先番号（着信番号）、通話分類
（ネット上、内部、ローカル、長距離、国際、その他）、QoS 情報、通話が続いた時間の長さ
（秒）、および料金は、選択した期間のすべての通話に対するCARの評価エンジン設定に基づい
て表示されます。

Step 7 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step 17, on page 80」に進むか、またはデフォルトの [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 8, on page 79」に進みます。

Note
自動生成されたレポートを選択できるのは、CAR管理者としてログインしている場合だけです。
マネージャとしてログインしている場合、自動生成されたレポートがドロップダウンリストボッ
クスに表示されることはありません。

Step 8 通話情報を表示する期間を選択します。

Step 9 マネージャの場合は、「Step 10, on page 79」に進みます。それ以外の場合で、CAR 管理者である
場合は、「Step 14, on page 79」に進みます。

Step 10 すべての直属の部下を選択するには、[すべての部下を選択 ]チェックボックスにチェックを入れ
ます。

報告者のリストには、直属の部下が表示されます。

Note
[下（Down）] をクリックして直属の部下を表示します。 [上（Up）] と [下（Down）] を使用し
て、レポートチェーン情報を上または下に移動します。

Step 11 個別の報告者を選択するには、[報告先のリスト] に表示されている報告者を選択します。

Step 12 [Add（追加）] をクリックします。

部門の請求書には、[選択された報告者]ボックスにリストされているユーザーのみが含まれます。

Step 13 特定のユーザー配下の報告者を表示するには、ユーザーを選択して [下（Down）]をクリックしま
す。

Step 14 CAR 管理者の場合、[すべてのユーザーを選択（Select All Users）] チェックボックスをオンにし
て、すべてのユーザーを含めます。 あなたがマネージャの場合は、[ Step 16, on page 80] に進んで
ください。

Step 15 ユーザーを個別に指定するには、[ユーザー ID] フィールドにレポートに含めたい個人のユーザー
ID を入力します。 [Add（追加）] をクリックします。

提供されているユーザー検索機能を使用することもできます。検索機能の使用方法は、ユーザー
の検索, on page 74を参照してください。
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Step 16 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 17 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 18 [レポートの送信 ]をクリックします。 レポートをメールで送信するには、「メールレポート, on
page 73」の手順を実行してください。

上位 N ユーザーレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

上位 N 件のレポート
上位 N 件チャージレポートは、指定した日付範囲で最大の料金を発生させたユーザーを報告しま
す。 マネージャの場合、レポートには、指定期間中に部下に属したユーザーが行ったすべての通
話の料金が含まれます。CAR管理者の場合、レポートには、指定した期間にシステム上のすべて
のユーザーが行ったすべての通話の料金の上位が含まれます。 個々のユーザー別、接続先別、ま
たはすべての通話別の情報を表示するオプションを使って、各上位 N 件の料金レポートを生成で
きます。

継続時間トップ N は、指定した期間に通話時間の上限に達したユーザーの上位数をレポートしま
す。 マネージャの場合、レポートには、選択した日付範囲内に最長時間を費やした上位の部下の
ユーザーが、長いものから順に表示されます。CAR管理者の場合、レポートには、選択した日付
範囲中に発信された通話で、最長時間の通話を発生させた上位のユーザーが、長いものから順に
一覧表示されます。 個々のユーザー別、接続先別、またはすべての通話別の情報を表示するオプ
ションを使って、各上位 N 件の接続時間レポートを生成できます。

上位 N 件のコール数レポートは、指定した期間中にユーザーが発信および受信した通話の最多数
をレポートします。 マネージャの場合、レポートには、選択した日付範囲での、直属のユーザー
の中で、ユーザーの通話数上位が表示されます。CAR管理者の場合、レポートには、システム内
の各ユーザーについて、上位のコール数が一覧表示されます。 上位N件のコール数レポートを生
成でき、オプションを使用して、個々のユーザー別および内線別に情報を表示できます。
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料金別上位 N 件レポートを生成する
このセクションでは、費用別に分類された上位の通話に関するレポートを生成、表示、またはメー
ルで送信する方法について説明します。

Procedure

Step 1 次のいずれかの作業を実行します。

a) マネージャの場合は、[上位 N 件（Top N）] > [料金別（By Charge）] を選択します。
b) CAR 管理者の場合は、[ユーザーレポート（User Reports）] > [上位 N 件（Top N）] > [料金別

（By Charge）] を選択します。

Step 2 [コールタイプの選択（SelectCallTypes）]領域で、レポートに含めるコールタイプのチェックボッ
クスをオンにします。これらのボックスは、次の表に示したとおり、[新規レポートの生成（Generate
New Report）] を [利用可能なレポート（Available Reports）] ドロップダウン リスト ボックスから
選択した場合にのみ表示されます。 次の表はコールタイプを説明します。

Tip
すべてのチェックボックスを選択するには、[すべて選択（SelectAll）]をクリックします。チェッ
クボックスの選択を解除するには、[すべてクリア（Clear All）] をクリックします。

Table 17: 料金別上位 N 件コールタイプ

説明コール タイプ

1つのUnified Communications Managerネットワークから発信され、トランク
経由で外に出て、別のUnifiedCommunicationsManagerネットワークで終了す
る発信コール。 CARの目的のため、発信するコールは、それが CARのダイ
ヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定されている場合に、それがOnNet
コールとして分類される可能性があることに注意してください。ダイヤルプ
ランをセットアップする, on page 36を参照してください。

オンネット（On
Net）

クラスタ内通話を含む、Unified CommunicationsManagerネットワークから発
信され、同じ Unified Communications Manager ネットワークで終了する通話
（ゲートウェイまたはトランクは使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを含む番号への市内通話は、公
衆交換電話交換網（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified Communications Managerネットワークから発信される PSTN 経由の長
距離通話。

長距離通話（Long
Distance）

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由で発
信される国際通話。

国際
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説明コール タイプ

Unified Communications Manager ネットワーク外から発信される着信コール
は、ゲートウェイを通過し、Unified CommunicationsManagerネットワークに
入ります。

着信（Incoming）

Unified Communications Manager ネットワーク外から発信される着信コール
は、ゲートウェイを経由してUnifiedCommunicationsManagerネットワークに
入り、さらにUnifiedCommunicationsManagerネットワークからゲートウェイ
を経由して発信方向に転送します。

タンデム

トールフリー番号や 911 などの緊急通話など、その他すべての発信コール。その他（Others）

Step 3 [レポートタイプ（Report Type）] フィールドで、次の表に記載されているレポートタイプを選択
します。

Table 18: 料金別上位 N 件レポートタイプ

説明レポートの種類

このレポートは、最大の料金を発生させたユーザーを一覧表示します。個々のユーザー別

このレポートは、最大の料金を発生させた接続先を一覧表示します。接続先別

このデフォルトのレポートは、最大料金になった通話を一覧表示しま
す。

すべてのコール（By
All Calls）

Note
[料金を基準とした上位 5 件の接続先（Top N Destination by Charge）] レポートは、発生した料金
に基づいて上位の接続先を表示します。 同じ接続先番号が異なるコール分類を構成する場合（例
えば、一部が内部で一部が着信）、これらは別々に扱われ、これらのレポートで一覧表示されま
す。

Step 4 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して表に進むか、またはデフォルト設定の[新規レポートの生成（GenerateNewReport）]
を使用して表に進みます。

Note
自動生成されたレポートを選択できるのは、CAR管理者としてログインしている場合だけです。
マネージャとしてログインしている場合、自動生成されたレポートがドロップダウンリストボッ
クスに表示されることはありません。

Step 5 [レコード数（No of Records）] フィールドに、レポートに表示するレコード数 n を入力します。
デフォルトでは 5 に指定されています。

Step 6 レポートを生成したい期間の日付範囲を選択します。
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Step 7 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 8 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 9 [レポートの送信 ]をクリックします。 レポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」
で説明されている手順を実行します。

継続時間による上位 N 件のレポートを生成する
このセクションでは、継続時間別に分類された上位の通話に関するレポートを生成、表示、また
はメールで送信する方法について説明します。

Procedure

Step 1 次のいずれかの作業を実行します。

a) マネージャの場合、[上位 N 件（Top N）] > [接続時間別（By Duration）] を選択します。
b) CAR 管理者の場合は、[ユーザーレポート（User Reports）] > [上位 N 件（Top N）] > [接続時

間別（By Duration）] を選択します。

Step 2 [コール タイプの選択] 領域で、レポートに含めるコール タイプのチェックボックスを選択しま
す。 これらのボックスは、次の表に示したとおり、[新規レポートの生成（GenerateNewReport）]
を [利用可能なレポート（Available Reports）] ドロップダウン リスト ボックスから選択した場合
にのみ表示されます。 次の表はコールタイプを説明します。

Table 19: 継続時間による上位 N 件コールタイプ

説明コール タイプ

1つのUnified CommunicationsManagerネットワークから発信され、トラ
ンク経由で外に出て、別の Unified Communications Manager ネットワー
クで終了する発信コール。 CAR の目的のため、発信するコールは、そ
れが CAR のダイヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定されてい
る場合に、それがOnNetコールとして分類される可能性があることに注
意してください。 ダイヤルプランをセットアップする, on page 36を参
照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、同じ Unified Communications Manager ネットワークで終了
する通話（ゲートウェイまたはトランクは使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを含む番号への市内通話
は、公衆交換電話交換網（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
83

CDR Analysis and Reporting

継続時間による上位 N 件のレポートを生成する



説明コール タイプ

Unified CommunicationsManagerネットワークから発信される PSTN経由
の長距離通話。

長距離通話（Long
Distance）

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される国際通話。

国際

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信コー
ルは、ゲートウェイを通過し、Unified Communications Manager ネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

Unified CommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信通話
は、ゲートウェイを経由してUnifiedCommunicationsManagerネットワー
クに入り、さらにUnifiedCommunicationsManagerネットワークからゲー
トウェイ経由で送信転送されます。

タンデム

トールフリー番号や 911などの緊急通話など、その他すべての発信コー
ル。

その他（Others）

Step 3 [レポートタイプ（Report Type）] フィールドで、次の表に記載されているレポートタイプを選択
します。

Table 20: 継続時間による上位 N 件のレポートタイプ

説明レポートの種類

このレポートは、継続時間が最大になったユーザーを一覧表示します。個々のユーザー別

このレポートは、最長期間を発生させた接続先を一覧表示します。接続先別

このレポートは、最長期間を発生させたコールを一覧表示します。すべてのコール（By
All Calls）

Note
継続時間による上位 N 件の接続先レポートは、通話時間に基づいて上位の接続先を表示します。
同じ接続先番号が異なるコール分類を構成する場合（例えば、一部が内部で一部が着信）、これ
らは別々に扱われ、これらのレポートで一覧表示されます。

Step 4 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して表に進むか、またはデフォルト設定の[新規レポートの生成（GenerateNewReport）]
を使用して表に進みます。

Note
自動生成されたレポートを選択できるのは、CAR管理者としてログインしている場合だけです。
マネージャとしてログインしている場合、自動生成されたレポートがドロップダウンリストボッ
クスに表示されることはありません。
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Step 5 [レコード数（No of Records）] フィールドに、レポートに表示するレコード数 n を入力します。
デフォルトでは 5 に指定されています。

Step 6 レポートを生成したい期間の日付範囲を選択します。

Step 7 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 8 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 9 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

通話回数による上位 N 件のレポートを生成する
このセクションでは、量順で分類された上位の通話に関するレポートを生成、表示、またはメー
ルで送信する方法について説明します。

Procedure

Step 1 次のいずれかの作業を実行します。

a) マネージャの場合、[上位 N 件（Top N）] > [コール数別（By Number of Calls）] を選択しま
す。

b) CAR 管理者の場合、[ユーザーレポート（User Reports）] > [上位 N 件（Top N）] > [コール数
別（By Number of Calls）] を選択します。

Step 2 [コール タイプの選択] 領域で、レポートに含めるコール タイプのチェックボックスを選択しま
す。これらのボックスは、次の表に示したとおり、[新規レポートの生成（GenerateNewReport）]
を [利用可能なレポート（Available Reports）] ドロップダウン リスト ボックスから選択した場合
にのみ表示されます。 次の表はコールタイプを説明します。

Table 21: 通話回数の多いコールタイプ上位 N 件

説明コール タイプ

1つのUnified CommunicationsManagerネットワークから発信され、トラ
ンク経由で外に出て、別の Unified Communications Manager ネットワー
クで終了する発信コール。 CAR の目的のため、発信するコールは、そ
れが CAR のダイヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定されてい
る場合に、それがOnNetコールとして分類される可能性があることに注
意してください。 ダイヤルプランをセットアップする, on page 36を参
照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、同じ Unified Communications Manager ネットワークで終了
する通話（ゲートウェイまたはトランクは使用されません）。

内線（Internal）
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説明コール タイプ

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを含む番号への市内通話
は、公衆交換電話交換網（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified CommunicationsManagerネットワークから発信される PSTN経由
の長距離通話。

長距離通話（Long
Distance）

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される国際通話。

国際

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信コー
ルは、ゲートウェイを通過し、Unified Communications Manager ネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信コー
ルは、ゲートウェイを経由して Unified Communications Manager ネット
ワークに入り、さらに Unified Communications Manager ネットワークか
らゲートウェイを経由して発信方向に転送します。

タンデム

トールフリー番号や 911などの緊急通話など、その他すべての発信コー
ル。

その他（Others）

Step 3 [レポートタイプ（Report Type）] フィールドで、次の表に記載されているレポートタイプを選択
します。

Table 22: 通話回数の多いレポートタイプ上位 N 件

説明レポートの種類

このレポートには、発生したコール回数が最大になったユーザーが一覧
表示されます。

個々のユーザー別

このレポートは、グループ（マネージャ）またはシステム（CAR 管理
者）で最も多くのコールの受発信を行った内線番号を一覧表示します。

内線番号別

Step 4 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して表に進むか、またはデフォルトの [新規レポートの生成（Generate New Report）]
を使用して表に進みます。

Note
自動生成されたレポートを選択できるのは、CAR管理者としてログインしている場合だけです。
マネージャとしてログインしている場合、自動生成されたレポートがドロップダウンリストボッ
クスに表示されることはありません。

Step 5 [レコード数] フィールドに、レポートに表示するレコード数 (n) を入力します。 デフォルトでは
5 に指定されています。

Step 6 レポートを生成したい期間の日付範囲を選択します。
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Step 7 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 8 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 9 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

アシスタント ユーザー レポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

アシスタントの使用レポート
CAR は、Cisco Unified Communications Manager Assistant のユーザー：マネージャーと、マネー
ジャーの通話を管理する設定/割り当てられたアシスタントに対する通話完了の使用レポートを提
供します。Cisco Unified CommunicationsManager Assistant レポートを生成できるのはCAR管理者
だけです。 Cisco Unified Communications Manager Assistant メニューでは、名または姓の一部また
は全体に基づく簡単な検索機能を使用して、マネージャやアシスタントのすべてまたは一部を選
択することができます。これらのレポートは、要求に応じてPDFまたはCSV形式で生成し、メー
ルで送信することができます。 さらに、時間範囲を選択して、詳細または概要レベルのレポート
を生成できます。

マネージャーのレポートには、マネージャーのみが自分のために処理する通話、アシスタントの
みがマネージャーに処理する通話、およびいずれかのケースに該当する通話を含めることができ
ます。 マネージャの概要レポートには、各コール分類タイプのコール数、合計コール数、各マ
ネージャおよび/またはアシスタントのすべてのコールの合計継続時間 (秒) が表示されます。 マ
ネージャーの詳細レポートには、各マネージャーやアシスタント、あるいはその両方の各通話に
ついて、日付、開始時刻、発信番号（発信番号）、接続先（着信番号）、コール分類、継続時間
（秒）が表示されます。

アシスタント レポートには、アシスタントのみが自身のために処理するコール、またはアシスタ
ントのみがマネージャのために処理するコール、およびいずれかのケースに該当するコールを含

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
87

CDR Analysis and Reporting

アシスタント ユーザー レポート



めることができます。 アシスタントの概要レポートは、各マネージャ (および/またはアシスタン
ト) の継続時間とは別に、各タイプのコール数とコールの合計数を表示します。 アシスタントの
詳細レポートには、すべてのマネージャ（とアシスタント）の各通話について、日付、開始時刻、
発信（発信番号）、接続先（着信番号）、コール分類、継続時間（秒）と合計継続時間が表示さ
れます。

このセクションでは以下の手順について説明します。

• 通話使用状況アシスタントレポートの生成

• アシスタント使用状況アシスタントレポートを生成する

通話使用状況アシスタントレポートの生成
このセクションでは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantのマネージャ通話使用レポー
トの生成方法について説明します。 Cisco Unified Communications Manager Assistant レポートを生
成できるのは CAR 管理者だけです。

Procedure

Step 1 [ユーザーレポート（User Reports）] > Cisco Unified Communications Manager Assistant > [マネー
ジャコールの使用状況（Manager Call Usage）] を選択します。

[マネージャの通話使用量] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポートタイプ（Report Type）] ドロップダウンリストから、[概要（Summary）] または [詳細
（Detail）] のいずれかを選択します。

Step 3 [次のユーザーによって処理されたコール数：（Calls handled by）] ドロップダウンリストから、
[マネージャ（Manager）]、[マネージャ代理アシスタント（Assistant for Manager）]、または [マ
ネージャおよびマネージャ代理アシスタント（Manager & Assistant for Manager）] を選択しま
す。

Step 4 通話情報を表示する期間を選択します。

Step 5 [マネージャの選択（Select Manager(s)）] ボックスで、[すべてのマネージャの選択（Select All
Manager(s)）]チェックボックスにチェックを入れ、マネージャ IDを入力するか、または [マネー
ジャの選択（Select Manager(s)）]] をクリックしてマネージャー ID を検索し、その ID を [マネー
ジャー ID（Manager Id）] フィールドに入力します。

Step 6 [Add（追加）] をクリックします。

選択した ID が、[選択したマネージャ] ボックスに表示されます。

Step 7 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 8 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

Note
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[選択したマネージャ（SelectedManager(s)）]リストからマネージャを削除するには、IDをハイラ
イトして、[削除（Remove）] をクリックします。 リストからすべてのマネージャを削除するに
は、[すべて削除（Remove All）] をクリックします。

アシスタント使用状況アシスタントレポートを生成する
このセクションでは、 Cisco Unified Communications Manager Assistant の Assistant 通話使用レポー
トを生成する方法について説明します。これらのレポートを生成できるのは、CAR管理者だけで
す。

Procedure

Step 1 [ユーザーレポート（User Reports）] > Cisco Unified Communications Manager Assistant > [アシス
タントコールの使用状況（Assistant Call Usage）] を選択します。

[アシスタントの通話使用量] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポートタイプ（Report Type）] ドロップダウンリストから、[概要（Summary）] または [詳細
（Detail）] のいずれかを選択します。

Step 3 [次のユーザーによって処理されたコール数：（Calls handled by）] ドロップダウンリストから、
[アシスタント（Assistant）]、[マネージャ代理アシスタント（Assistant for Manager）]、または
[アシスタントおよびマネージャ代理アシスタント（Assistant & Assistant for Manager）] を選択し
ます。

Step 4 通話情報を表示する期間を選択します。

Step 5 [アシスタントを選択（SelectAssistant(s)）]ボックスで、[すべてのアシスタントを選択（Select All
Assistant(s)）] チェックボックスを選択し、アシスタント IDを入力するか、[アシスタントを選択
（Select Assistant(s)）] をクリックしてアシスタント ID を検索し、ID を アシスタント ID フィー
ルドに入力します。

Step 6 [Add（追加）] をクリックします。

選択した ID が、[選択したアシスタント（Selected Assistant(s)）] ボックスに表示されます。

Step 7 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 8 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 9 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

Note
[選択したアシスタント]リストからマネージャを削除するには、その IDをハイライトし、[削除]
をクリックします。 リストからすべてのアシスタントを削除するには、[すべて削除（Remove
All）] をクリックします。
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Step 10 すべてのユーザーを追加したら、[ユーザー検索（User Search）] ウィンドウで [閉じる（Close）]
をクリックします。

IP 電話サービスユーザーレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

IP 電話サービス レポートの生成
Cisco IP電話 サービスのレポートを生成できるのは CAR管理者だけです。 選択した Cisco IP電話
サービス、選択した各サービスに契約しているユーザー数、および選択した各サービスの契約率
を示すレポートを生成することができます。

次の特定の Cisco Unified IP Phone サービスの使用状況を示すレポートを生成するには、次の手順
を使用します:

• 不在履歴

• 着信履歴

• 発信履歴

• インターコムコール

• パーソナルディレクトリ

• 企業ディレクトリ

• Extension Mobility

Procedure

Step 1 [ユーザーレポート（User Report）] > Cisco IP 電話を選択します。
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Cisco IP 電話 ウィンドウに、システムで設定されたすべての Cisco Unified IP 電話サービスの一覧
を表示します。

Step 2 Cisco IP 電話のリスト 領域から、レポートに含めるサービスを選択します。

Step 3 右矢印をクリックして、選択したサービスを [選択済み Cisco IP 電話 ] ボックスに追加します。

レポートには、生成時にこのボックスにリストされていたすべてのサービスが含まれます。

Step 4 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 5 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

ユーザー レポート結果の確認
この章では、各 CAR ユーザーレポートのレポート出力情報について説明します。

料金概要レポートの結果
レポートは、昇順でユーザー名別に情報をグループ化します。 概要レポートには次のフィールド
が含まれます (次の表を参照)。

Table 23: 概要レポートのフィールド

説明フィールド

通話分類 - 通話カテゴリでクラスを指定します。

1つのUnified CommunicationsManagerネットワークから発信され、トラ
ンク経由で外に出て、別の Unified Communications Manager ネットワー
クで終了する発信コール。 CAR の目的のため、発信するコールは、そ
れが CAR のダイヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定されてい
る場合に、それがOnNetコールとして分類される可能性があることに注
意してください。 ダイヤルプランをセットアップする, on page 36を参
照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、同じ Unified Communications Manager ネットワークで終了
する通話（ゲートウェイまたはトランクは使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを含む番号への市内通話
は、公衆交換電話交換網（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル
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説明フィールド

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される長距離通話。

長距離通話（Long
Distance）

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される国際通話。

国際

トールフリー番号や 911などの緊急通話など、その他すべての発信コー
ル。

その他（Others）

[サービス品質（Quality of Service）] カテゴリごとの通話数。 CAR 管理
者が設定するパラメータは、次の QoS カテゴリの基礎となります。

• 良好：これらのコールの QoS は、可能な最高品質を示します。

• 許容可能：これらのコールのQoSは、わずかに低下していますが、
許容範囲内にあります。

• 並：これらの通話のQoSは劣化していますが、通話はまだ使用可能
な範囲内です。

• 不良：これらのコールの QoS は不十分として分類されます。

• NA - これらの通話は、確立された QoS カテゴリの基準に一致しま
せん。

「QoS 値の定義, on page 62」および「ゲートウェイ別 QoS レポートの
生成, on page 115」を参照してください。

QOS

各通話分類の通話数を示します。コール（Calls）

各通話に関連する料金を示します。 CAR 管理者が提供する通話料金情
報は、料金の基礎となるCAR評価エンジン用です。CAR評価エンジン,
on page 59を参照してください。

料金（Charge）

次の図は、個別請求および部門請求概要レポートの出力例です。

Figure 2: 個別請求概要レポートのサンプル
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Figure 3: 部門請求概要レポートのサンプル

請求詳細レポートの結果
レポートはユーザー名によってグループ化された情報を昇順で配置します。 詳細レポートには次
のフィールドが含まれます (次の表を参照)。

Table 24: 詳細レポートのフィールド

説明フィールド

通話が発信された日付です。日付（Date）

通話が発信された時刻です。発信時刻（Orig. Time）

発信元の番号。発信元（Orig.）

コールが送信された接続先の番号。接続先（Dest.）
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説明フィールド

通話分類 - 通話カテゴリでクラスを指定します。

1つのUnified CommunicationsManagerネットワークから発信され、トラ
ンク経由で外に出て、別の Unified Communications Manager ネットワー
クで終了する発信コール。 CAR の目的のため、発信するコールは、そ
れが CAR のダイヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定されてい
る場合に、それがOnNetコールとして分類される可能性があることに注
意してください。 ダイヤルプランをセットアップする, on page 36を参
照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、同じ Unified Communications Manager ネットワークで終了
する通話（ゲートウェイまたはトランクは使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを含む番号への市内通話
は、公衆交換電話交換網（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される長距離通話。

長距離通話（Long
Distance）

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される国際通話。

国際

トールフリー番号や 911などの緊急通話など、その他すべての発信コー
ル。

その他（Others）

[サービス品質（Quality of Service）] カテゴリごとの通話数。 CAR 管理
者が設定するパラメータは、次の QoS カテゴリの基礎となります。

• 良好：これらのコールの QoS は、可能な最高品質を示します。

• 許容可能：これらのコールのQoSは、わずかに低下していますが、
許容範囲内にあります。

• 並：これらの通話のQoSは劣化していますが、通話はまだ使用可能
な範囲内です。

• 不良：これらのコールの QoS は不十分として分類されます。

• NA - これらの通話は、確立された QoS カテゴリの基準に一致しま
せん。

「QoS 値の定義, on page 62」および「ゲートウェイ別 QoS レポートの
生成, on page 115」を参照してください。

QOS

通話の接続状態を維持する時間 (秒)。時間（秒）
（Duration(s)）
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説明フィールド

各通話に関連する料金。 CAR 管理者が提供する通話料金情報は、料金
の基礎となる CAR 評価エンジン用です。 QoS 値の定義, on page 62を参
照してください。

料金（Charge）

次の図は、個別請求および部門請求詳細レポートの出力例です。

Figure 4: 個別請求の詳細のサンプルレポート

Figure 5: 部門請求詳細サンプルレポート
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料金別または期間別上位 N 件のレポートの結果
[料金別上位 N 件（Top N by Charge）] および [期間別上位 N 件（Top N by Duration）] のフィール
ドは、レポートタイプによって異なります。レポートには発信コールのみが表示されます。表を
参照してください。

Table 25: 料金別および期間別上位 N 件レポートフィールド

説明フィールド

個々のユーザー別

ユーザー名。ユーザー（User）

通話の合計数。コール（Calls）

通話が接続した時間（秒）。時間（秒）
（Duration(s)）

各通話に関連する料金。 CAR 管理者が提供する通話料金情報は、料金
の基礎となる CAR 評価エンジン用です。 QoS 値の定義, on page 62を参
照してください。

料金（Charge）

接続先別

通話の接続先。接続先（Dest）

各通話分類の通話の合計数です。通話の分類（Call
Classification）

通話の合計数。コール（Calls）

通話が接続した時間（秒）。時間（Duration）

各通話に関連する料金。 CAR 管理者が提供する通話料金情報は、料金
の基礎となる CAR 評価エンジン用です。 CAR 評価エンジン, on page 59
を参照してください。

料金（Charge）

コール数別

ユーザー名。ユーザー（User）

通話が行われた日付。日付（Date）

通話が発信された時刻。発信時刻（Orig Time）

通話の発信元。発信元（Orig）

通話の接続先。接続先（Dest）
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説明フィールド

各通話分類の通話の合計数です。通話の分類（Call
Classification）

通話が接続した時間（秒）。時間（Duration）

各通話に関連する料金。 CAR 管理者が提供する通話料金情報は、料金
の基礎となる CAR 評価エンジン用です。 CAR 評価エンジン, on page 59
を参照してください。

料金（Charge）

Figure 6: 接続先別料金トップ N 件のサンプルレポート, on page 97 および Figure 7: 接続先別上位 N
継続時間のサンプルレポート, on page 97 サンプルレポートを表示する。

Figure 6: 接続先別料金トップ N 件のサンプルレポート

Figure 7: 接続先別上位 N 継続時間のサンプルレポート
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通話回数の多いレポートタイプ上位 N 件の結果
通話回数別上位N件のレポートのフィールドは、レポートタイプによって異なります。 レポート
には、着信と発信の両方が表示されます。 表を参照してください。

Table 26: 通話回数の多いレポートタイプ上位 N 件のフィールド

説明フィールド

個々のユーザー別

ユーザー名。Users

当該ユーザーへのすべての通話に対する課金の
総額です。 CAR 管理者が提供する通話料金情
報は、料金の基礎となる CAR 評価エンジン用
です。 CAR 評価エンジン, on page 59を参照し
てください。

料金（Charge）

通話が接続した時間（秒）。時間（秒）（Duration(s)）

ユーザーが発信した通話の合計数です。発信コール

ユーザーが受けた通話の合計数です。受信コール数

着信と発信の通話の合計数。総通話回数

内線番号別

通話を発信または受信した内線内線番号

当該ユーザーへのすべての通話に対する課金の
総額です。 CAR 管理者が提供する通話料金情
報は、料金の基礎となる CAR 評価エンジン用
です。 CAR 評価エンジン, on page 59を参照し
てください。

料金（Charge）

通話が接続した時間（秒）。時間（Duration）

ユーザーが発信した通話の合計数です。発信コール

ユーザーが受けた通話の合計数です。受信コール数

着信と発信の通話の合計数。総通話回数

Figure 8: 通話回数が多い上位 N 件のレポートの出力例, on page 99 は、個々のユーザー別のコール
数トップ N のレポート出力例を、PDF 形式で示しています。
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Figure 8: 通話回数が多い上位 N 件のレポートの出力例

アシスタントの通話使用状況詳細レポートの結果
Cisco Unified Communications Manager Assistant をサポートするこのレポートには、アシスタント
が自分自身のために処理した通話数、各マネージャーのためにアシスタントが処理した通話数、
およびアシスタントが処理した通話の合計数が表示されます。 レポートは、アシスタントが処理
したコールおよびアシスタントがマネージャについて処理したコールに関する情報をグループ別
に示します。 詳細レポートには次のフィールドが含まれます (次の表を参照)。

Table 27: 詳細レポートのフィールド

説明フィールド

通話が発信された日付です。日付（Date）

通話が発信された時刻です。発信時刻（Orig. Time）

発信元の番号。発信元（Orig.）

コールが送信された接続先の番号。接続先（Dest.）

通話のタイプ (内線、着信など)。通話の分類（Call Classification）

通話が接続した時間（秒）。継続時間（秒）（Duration (sec)）

Figure 9:アシスタントの通話使用状況詳細レポート, on page 100は、PDF形式のアシスタント詳細
レポートの通話使用状況の出力例を示しています。
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Figure 9: アシスタントの通話使用状況詳細レポート

アシスタントの通話使用状況概要レポートの結果
このレポートは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantをサポートし、アシスタントが自
分自身のために処理したコールと、アシスタントがマネージャのために処理したコールに関する
情報を示します。 このレポートでは、アテンダント名別にグループ化された発信情報を表示しま
す。概要レポートには次のフィールドが含まれます (次の表を参照)。

Table 28: 概要レポートのフィールド

説明フィールド

アシスタントの名前とディレクトリ番号を表示します。アシスタントが
マネージャの通話を処理すると、マネージャの名前が表示されます。

アシスタント (内線)/マ
ネージャ

通話分類 - 通話カテゴリでクラスを指定します。
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説明フィールド

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、同じ Unified Communications Manager ネットワークで終了
する通話（ゲートウェイまたはトランクは使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを含む番号への市内通話
は、公衆交換電話交換網（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される長距離通話。

長距離通話（Long
Distance）

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される国際通話。

国際

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信コー
ルは、ゲートウェイを通過し、Unified Communications Manager ネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

1つのUnified CommunicationsManagerネットワークから発信され、トラ
ンク経由で外に出て、別の Unified Communications Manager ネットワー
クで終了する発信コール。 CAR の目的のため、発信するコールは、そ
れが CAR のダイヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定されてい
る場合に、それがOnNetコールとして分類される可能性があることに注
意してください。 ダイヤルプランをセットアップする, on page 36を参
照してください。

オンネット（On Net）

トールフリー番号や 911などの緊急通話など、その他すべての発信コー
ル。

その他（Others）

アシスタントが対応した、またはアシスタントがマネージャーに対応し
たコールの数。

コール（Calls）

特定の通話分類におけるすべての通話の合計継続時間。継続時間（秒）
（Duration (sec)）

次の図は、[アシスタントの通話使用状況] 概要レポートの出力例を PDF 形式で示したものです。
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Figure 10: アシスタントの通話使用状況概要レポート

マネージャの通話使用状況詳細レポートの結果
このレポートは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantをサポートし、マネージャが自分
自身のために処理したコールと、アシスタントがマネージャのために処理したコールに関する情
報を提供します。レポートでは、情報がアシスタントの名前別にグループ分けされ、マネージャー
が処理した通話の合計数と、アシスタントがマネージャーのために処理した通話の合計数が表示
されます。 詳細レポートには次のフィールドが含まれます (表を参照)。

Table 29: 詳細レポートのフィールド

説明フィールド

通話が発信された日付です。日付（Date）

通話が発信された時刻です。発信時刻（Orig. Time）

発信元の発信番号です。発信元（Orig.）

コールが送信された接続先の番号。接続先（Dest.）

通話のタイプ (内線、着信など)。通話の分類（Call Classification）

通話が接続した時間（秒）。継続時間（秒）（Duration (sec)）

Figure 11: マネージャの通話使用状況詳細レポート, on page 103 は、[マネージャ詳細の通話使用状
況] レポートの出力例を示しています。
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Figure 11: マネージャの通話使用状況詳細レポート

マネージャの通話使用状況概要レポートの結果
このレポートは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantをサポートし、マネージャが自分
自身のために処理したコールと、アシスタントがマネージャのために処理したコールに関する情
報を示します。 レポートでは、情報をマネージャー名別にグループ分けし、各マネージャーで処
理された通話の合計数を示します。 レポートには次のフィールドが含まれます (次の表を参照)。

Table 30: 概要レポートのフィールド

説明フィールド

マネージャ名とディレクトリ番号を表示します。アシスタントがマネー
ジャへの通話に応答すると、アシスタントの名前が表示されます。

マネージャ - 内線/アシ
スタント
（Manager-Extn/Assistant）

通話分類 - 通話カテゴリでクラスを指定します。

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、同じ Unified Communications Manager ネットワークで終了
する通話（ゲートウェイまたはトランクは使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを含む番号への市内通話
は、公衆交換電話交換網（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される長距離通話。

長距離通話（Long
Distance）

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
103

CDR Analysis and Reporting

マネージャの通話使用状況概要レポートの結果



説明フィールド

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される国際通話。

国際

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信コー
ルは、ゲートウェイを通過し、Unified Communications Manager ネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

1つのUnified CommunicationsManagerネットワークから発信され、トラ
ンク経由で外に出て、別の Unified Communications Manager ネットワー
クで終了する発信コール。 CAR の目的のため、発信するコールは、そ
れが CAR のダイヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定されてい
る場合に、それがOnNetコールとして分類される可能性があることに注
意してください。 ダイヤルプランをセットアップする, on page 36を参
照してください。

オンネット（On Net）

トールフリー番号や 911などの緊急通話など、その他すべての発信コー
ル。

その他（Others）

アシスタントまたはマネージャーが対応した通話の数。コール（Calls）

特定の通話分類におけるすべての通話の合計継続時間。時間（Duration）

次の図は、PDF 形式でのマネージャー向け通話利用サマリーレポートの出力例を示します。

Figure 12: マネージャの通話使用状況概要レポートの結果

IP 電話サービスレポートの結果
Cisco IP 電話サービス レポートには次のフィールドが含まれます (表を参照)。
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Table 31: CiscoUnifiedIPPhone Services レポートのフィールド

説明フィールド

選択したサービスの名前です。CiscoIPPhone サービス

特定のサービスのサブスクライバの合計数で
す。

サブスクライバ数

すべてのサービスのサブスクリプション総数に
対する、特定のサービスにサインインしている
ユーザーの割合。

加入率

「Figure 13: Cisco IP電話サービスレポートの出力例, on page 105」は、PDF形式のCisco IP電話サー
ビスレポートの出力例を示しています。

Figure 13: Cisco IP 電話サービスレポートの出力例
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C H A P T E R 5
システムレポート

• CAR システムレポート, on page 107
• QoS システムレポート, on page 110
• トラフィックシステムレポート, on page 120
• FAC/CMC システムレポート, on page 127
• 悪質コール詳細システムレポート, on page 130
• 優先コールシステムレポートの概要, on page 131
• システムレポート, on page 133
• CDR エラーシステムレポート, on page 135
• システムレポートの結果, on page 137

CAR システムレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー - 各ユーザーの通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

システムレポート概要の説明
CDR 分析とレポートは、マネージャと CAR 管理者用のシステムレポートを提供します。 マネー
ジャまたは CAR 管理者は、QoS 概要レポートにアクセスできます。 他のすべてのレポートにア
クセスできるのは、CAR管理者だけです。このセクションでは次のレポートについて説明します:
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• QoS

• 詳細 - CAR管理者が利用できます。QoS詳細レポートは、指定した期間におけるUnified
Communications Managerネットワーク上の着信と発信のQoS評価を提供します。 このレ
ポートを使用すると、システム全体のユーザーレベルですべての通話の音声品質を監視
できます。CDRおよびCMRのコール詳細、および選択したQoSパラメータは、コール
に特定の音声品質カテゴリを割り当てるための基礎を提供します。

• 概要 -マネージャとCAR管理者が利用できます。 このレポートは、指定した通話分類と
期間で達成されたQoSグレードの分布を示す 2次元の円グラフを提供します。 レポート
はまた、各QoSのコールを要約した表も提供します。CDRおよびCMRのコール詳細、
および選択した QoS パラメータは、コールを特定の音声品質カテゴリに割り当てるため
の基礎を提供します。 このレポートを使用して、ネットワークを通じたすべての通話の
音声品質を監視します。

• ゲートウェイ別 - CAR 管理者が利用できます。 このレポートは、ユーザーが選択した
QoS 基準を満たす、選択した各ゲートウェイの通話の割合を示します。 このレポート
は、時間単位、日単位、または週単位で生成することができます。

• コール タイプ別 - CAR 管理者が利用できます。 このレポートは、ユーザーが選択した
QoS 基準を満たす、選択した各コール タイプの通話の割合を示します。 このレポート
は、時間単位、日単位、または週単位で生成することができます。

• Traffic

• 概要 - CAR管理者が利用できます。 このレポートは、指定した期間のコール量に関する
情報を提供し、選択したコール タイプと QoS 音声品質カテゴリのみを含みます。 この
レポートを使用して、発信されたコール数を、時間単位、週単位、または日単位で決定
するために使用します。 このレポートは、キャパシティプランニングで高トラフィック
と低トラフィックのパターンを特定するのに役立ちます。

• 電話番号別の概要 - CAR管理者が利用できます。 このレポートは、一定期間および指定
した一連の電話番号におけるコール量に関する情報を提供します。 選択した通話タイプ
と電話番号のみが含まれます。 レポートは、毎時、週単位、または日単位で生成できま
す。 このレポートは、指定したユーザー全体の使用レベルを集計することにより、使用
率の高いユーザーまたはグループを判断するのに役立ちます。

• FAC/CMC

• クライアントマターコード：CAR管理者が利用できます。このレポートを使用すると、
管理者は、選択した各クライアント マター コードに関連する通話の、発信と着信の番
号、発信の日付と時刻、通話時間 (秒)、および通話分類を表示できます。

• 承認コード名：CAR管理者が利用できます。このレポートを使用すると、管理者は、選
択した各認証コード名に関連する発信元と接続先の番号、発信日時、通話時間 (秒)、通
話分類、および認証レベルを表示できます。

• 承認レベル：CAR管理者が利用できます。このレポートを使用すると、管理者は、選択
した各認証レベルに関連するコールの、発信と着信の番号、発信の日付と時刻、通話時
間 (秒)、認証コード名、コール分類を表示できます。
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• 迷惑電話の詳細 - CAR管理者が利用できます。Unified CommunicationsManagerの悪質通話識
別（MCID）サービスは、悪質な通話を追跡します。 悪質通話の詳細レポートは、特定の日
付範囲における悪質通話の詳細を表示します。

• 優先コール サマリー - CAR 管理者が利用できます。 Unified Communications Manager 通話優
先順位サービスを使用すると、認証されたユーザーが優先順位の低い通話を横切ることがで
きます。 CAR 優先コール要約レポートの PDF 版は、選択した各優先順位レベルについて、
時間、曜日、または月の日ベースで優先順位値のコール要約を棒グラフの形式で表示します。
CARは、各優先レベルに対して 1つのチャート、各優先レベルに対して、コール レッグの数
をリストするテーブル、および各優先レベルの分布パーセンテージを要約するサブテーブル
を生成します。CARはレポートをオンデマンドで提供します。レポートは自動生成されませ
ん。

• システム概要 - CAR 管理者が利用できます。 システム概要レポートを使って Unified
Communications Manager ネットワークの概要を確認します。 システム概要は以下のレポート
を提供します:

• 料金を基準とした上位 5 人のユーザー

• 料金を基準とした上位 5 件の接続先

• 料金を基準とした上位 5 件のコール

• 接続時間を基準とした上位 5 人のユーザー

• 接続時間を基準とした上位 5 件の接続先

• 接続時間を基準とした上位 5 件のコール

• トラフィックの要約 - 時間：着信、内部、国際、市内、長距離、ネットワーク内、その
他、タンデム、通話総数

• トラフィックの要約 - 曜日：着信、内部、国際、市内、長距離、ネットワーク内、その
他、タンデム、通話総数

• トラフィックの要約 - 日付：着信、内部、国際、市内、長距離、ネットワーク内、その
他、タンデム、通話総数

• QoS の要約

• ゲートウェイの要約

• CDRエラー - CAR管理者が利用できます。 このレポートは、CARBilling_Errorテーブルのエ
ラー レコード数の統計とエラーの理由を提供します。 このレポートを使用して、CDR デー
タがロードされている間に CAR に CDR データでエラーが発生したかどうかを判断します。
このレポートには、無効な CDR の割合と、これらの CDR が無効として分類された理由が表
示されます。
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ユーザー検索
CARの多くのレポートには検索機能が用意されているため、ユーザーを探すことができます。次
のCARシステムレポートは、ユーザーによる検索をサポートします：QoS詳細と電話番号別トラ
フィックサマリー。 [レポートの送信（SendReport）]ボタンを使用して生成できるすべてのレポー
トをメールで送信することができます。

Before you begin

ユーザーを検索できる [システムレポート（SystemReports）]のウィンドウを使用する必要があり
ます。

このセクションではユーザーの検索方法について説明します。

Procedure

Step 1 [ユーザーの検索（Search Users）] リンクをクリックします。

[ユーザー検索] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [名（First Name）] および [姓（Last Name）] フィールドに、ユーザーの名または姓の文字を入力
し、[検索（Search）] をクリックします。

同じウィンドウ内に [ユーザー検索結果] ウィンドウが表示され、入力した検索基準に一致したす
べてのユーザーが一覧表示されます。

Step 3 対象のユーザーの行で、[選択（Select）] リンクをクリックします。

選択したユーザーが、[ユーザー検索] ウィンドウのユーザーリストに追加されます。 ユーザーを
追加するには、この手順を繰り返します。

Step 4 すべてのユーザーを追加したら、[ユーザー検索（User Search）] ウィンドウで [閉じる（Close）]
をクリックします。

QoS システムレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：各ユーザーによる通話の請求レポートを生成します。
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役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

QoS詳細レポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。レポートは、指定された期間におけ
る Unified Communications Manager ネットワーク上の着信と発信の QoS 評価の詳細を示します。

マネージャまたは CAR 管理者は、QoS 要約レポートを生成します。 レポートは、指定された通
話分類と期間に達成された QoS グレードの分布を示す 2D の円グラフを提供します。 レポートは
また、各 QoS のコールを要約した表も提供します。 「QoS 値の定義, on page 62」では、CDR お
よび CMR の通話詳細、および QoS パラメータは、特定の音声品質カテゴリを通話に割り当てる
ための基礎を提供します。

システムが自動生成したレポートを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 レ
ポートの自動生成をスケジュールすることができるのは、CAR 管理者だけです。 詳細について
は、CAR レポートおよびアラートの自動生成, on page 64 を参照してください。

QoS パラメータ演算子

次の表では、QoS レポートの生成で使用する QoS パラメータ演算子について説明します。

Table 32: QoS パラメータ演算子

説明演算子

指定値を超えるジッター、遅延、損失パケット
データを生成するには、このオペレータを選択
します。

>=

指定値と同じジッター、遅延、損失パケット
データを生成するには、このオペレータを選択
します。

=

指定値未満のジッター、遅延、損失パケット
データを生成するには、このオペレータを選択
します。

<=

ジッター、遅延、パケットデータの損失を排除
するには、このオプションを選択します。

N.A.

ある値と別の値の間で発生するジッター、遅
延、またはパケット損失を生成するには、この
オプションを選択します。この演算子を選択す
ると、2 番目のフィールドが表示され、開始値
と終了値を設定できます。

[範囲（Between）]
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QoS 詳細レポートの生成
このセクションでは、システムQoSに関する詳細情報を生成、表示、またはメール送信する方法
について説明します。

Procedure

Step 1 [ システム レポート > QoS > 詳細] を選択します。

[QoS の詳細] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [コールタイプの選択（SelectCallTypes）]領域で、レポートに含めるコールタイプのチェックボッ
クスをオンにします。 次の表はコールタイプを説明します。

Table 33: QoS 詳細レポートのコール タイプ

説明コール タイプ

1つのUnified CommunicationsManagerネットワークから発信され、トラ
ンク経由で外に出て、別の Unified Communications Manager ネットワー
クで終了する発信コール。 CAR の目的のため、発信するコールは、そ
れが CAR のダイヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定されてい
る場合に、それがOnNetコールとして分類される可能性があることに注
意してください。 詳細については、ダイヤルプランをセットアップす
る, on page 36 を参照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、同じ Unified Communications Manager ネットワークで終了
する通話（ゲートウェイまたはトランクは使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを含む番号への市内通話
は、公衆交換電話交換網（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される長距離通話。

長距離通話（Long
Distance）

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される国際通話。

国際

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信コー
ルは、ゲートウェイを通過し、Unified Communications Manager ネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信コー
ルは、ゲートウェイを経由して Unified Communications Manager ネット
ワークに入り、さらに Unified Communications Manager ネットワークか
らゲートウェイを経由して発信方向に転送します。

タンデム
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説明コール タイプ

トールフリー番号や 911などの緊急通話など、その他すべての発信コー
ル。

その他（Others）

Step 3 [QoS の選択] 領域で、レポートに含める音声品質カテゴリのチェックボックスを選択します。 次
の表にあるパラメータ セットは、すべての音声品質カテゴリの基準となります。

Table 34: QoS 詳細レポート音声品質

説明音声品質

これらの通話の QoS は、可能な最高の品質を表しています。正常

これらの通話の QoS は、通話が多少低下しても、許容範囲内です。許容可能

これらの通話のQoSは劣化していますが、通話はまだ使用可能な範囲内
です。

並

これらの通話の QoS 品質は不十分です。低品質

これらの通話は、確立されたQoSカテゴリのどの基準にも一致しません
でした。

該当なし

Step 4 QoS 情報を表示する期間の日付範囲を選択します。

Step 5 [ユーザーの選択（Select Users）] フィールドでは、すべてのユーザーを選択することも、特定の
ユーザーを検索することもできます。すべてのユーザーを選択するには、[すべてのユーザーを選
択（Select All Users）] チェックボックスをオンにします。 個人ユーザーを選択するには、[ユー
ザー ID（User ID）] フィールドに個人のユーザー ID を入力し、[追加（Add）] をクリックしま
す。

Note
提供されている検索機能を使用することもできます。 ユーザー検索, on page110を参照してくださ
い。

Step 6 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 7 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 8 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。
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QoS 要約レポートの生成
このセクションでは、システムQoSの概要情報を生成、表示、またはメールで送信する方法につ
いて説明します。

Procedure

Step 1 次のいずれかの手順を実行します。

a) マネージャの場合は、[QoS] > [サマリー（Summary）]を選択します。
b) CAR管理者の場合、[システムレポート（System Reports）] > [QoS] > [サマリー（Summary）

を選択します。

[QoS 概要（QoS Summary）] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して次のステップに進むか、またはデフォルト設定の [新規レポートの生成（Generate
New Report）] を使用して次のステップに進みます。

Note
自動生成されたレポートを選択できるのは、CAR管理者としてログインしている場合だけです。
マネージャとしてログインしている場合、自動生成されたレポートがドロップダウンリストボッ
クスに表示されることはありません。

Step 3 [コールタイプの選択（SelectCallTypes）]領域で、レポートに含めるコールタイプのチェックボッ
クスをオンにします。 次の表はコールタイプを説明します。

Table 35: QoS 要約レポートのコール タイプ

説明コール タイプ

1つのUnified CommunicationsManagerネットワークから発信され、トラ
ンク経由で外に出て、別の Unified Communications Manager ネットワー
クで終了する発信コール。 CAR の目的のため、発信するコールは、そ
れが CAR のダイヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定されてい
る場合に、それがOnNetコールとして分類される可能性があることに注
意してください。 ダイヤルプランをセットアップする, on page 36を参
照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、同じ Unified Communications Manager ネットワークで終了
する通話（ゲートウェイまたはトランクは使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを含む番号への市内通話
は、公衆交換電話交換網（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル
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説明コール タイプ

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される長距離通話。

長距離通話（Long
Distance）

Unified Communications Manager ネットワークから発信され、PSTN 経由
で発信される国際通話。

国際

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信コー
ルは、ゲートウェイを通過し、Unified Communications Manager ネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

UnifiedCommunicationsManagerネットワーク外から発信される着信コー
ルは、ゲートウェイを経由して Unified Communications Manager ネット
ワークに入り、さらに Unified Communications Manager ネットワークか
らゲートウェイを経由して発信方向に転送します。

タンデム

トールフリー番号や 911などの緊急通話など、その他すべての発信コー
ル。

その他（Others）

Step 4 前のステップで [新規レポートの生成] を選択した場合、レポートを生成する期間の日付範囲を選
択します。

Step 5 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 6 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 7 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

ゲートウェイ別 QoS レポートの生成
ゲートウェイ別の QoS レポートを生成できるのは、CAR 管理者だけです。 レポートは、選択さ
れたゲートウェイに対して指定された期間に、選択されたQoS基準を満たす通話の割合を提供し
ます。

CARは、オフピークの時間帯にのみ使用してください。それ以外の場合、データ収集とレポート
生成により Unified Communications Manager システムのパフォーマンスが低下する場合がありま
す。

Caution

このセクションでは、選択したすべてのゲートウェイに関する QoS 情報を生成、表示、または
メールで送信する方法について説明します。
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Before you begin

「ゲートウェイをセットアップする, on page 39」の手順を使用してゲートウェイの設定を行って
ください。

Procedure

Step 1 [システムレポート（System Reports）] > [QoS]の > [ゲートウェイ別（By Gateways）]を選択しま
す。

[ゲートウェイに基づく QoS] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Reports）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 36: レポート生成フィールド

説明パラメータ

選択した各ゲートウェイについて、「Step 6, on
page 116」で指定した期間に QoS 基準を満たし
たコールの割合を表示します。パーセンテージ
の結果は、一日の時間ごとに表示されます。

時間帯（Hour of Day）

選択した各ゲートウェイについて、「Step 6, on
page 116」で指定した期間に QoS 基準を満たし
たコールの割合を表示します。パーセンテージ
の結果は曜日ごとに表示されます。

曜日（Day of Week）

選択した各ゲートウェイについて、「Step 6, on
page 116」で指定した期間に QoS 基準を満たし
たコールの割合を表示します。パーセンテージ
の結果は月の各日に表示されます。

日付（Day of Month）

Step 3 ジッターフィールドで使用する演算子を選択し、ジッターの値を入力します。オペレータの説明
については、「Table 32: QoS パラメータ演算子, on page 111」を参照してください。

Step 4 [遅延（Latency）]フィールドで、使用する演算子を選択し、遅延の値を入力します。オペレータ
の説明については、「Table 32: QoS パラメータ演算子, on page 111」を参照してください。

Step 5 [LostPackets] フィールドで、使用する演算子を選択し、失われたパケット数の値を入力します。
オペレータの説明については、「Table 32: QoS パラメータ演算子, on page 111」を参照してくださ
い。

Step 6 通話情報を表示する期間を選択します。

Step 7 レポートに含めるゲートウェイのタイプを選択するには、以下のいずれかのタスクを実行します。

a) ウィンドウの左側の列にある [ゲートウェイタイプ（Gateway Types）] をクリックすると、シ
ステムで設定されているすべてのゲートウェイが表示されます。
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b) ツリー構造を展開し、選択可能なゲートウェイのタイプを表示するには、[ゲートウェイのタ
イプ] の隣にあるアイコンをクリックします。

c) ウィンドウの左側の列にある [ルートパターン/ハントパイロット（RoutePatterns/HuntPilots）]
をクリックすると、ゲートウェイタイプではなく、特定のルートパターンを使用するゲート
ウェイが表示されます。 ツリー構造が展開され、設定済みのルートパターン/ハントパイロッ
トに関連付けられているゲートウェイが表示されます。

d) ツリー構造を展開し、選択できるルートパターン/ハントパイロットを表示するには、[ルート
パターン/ハントパイロット（Route Patterns/Hunt Pilots）] の隣にあるアイコンをクリックしま
す。

Note
また、ウィンドウの左側の列の [ルートパターン/ハントパイロット]ボックスにルートパター
ン/ハントパイロットの名前の一部を入力することで、特定のルートパターン/ハントパイロッ
トを検索することもできます。 CAR は、検索文字列に一致するルート パターン/ハント パイ
ロットを検索します。

Step 8 リストからゲートウェイ タイプを選択します。

ゲートウェイ名が [ゲートウェイの一覧] ボックスに表示されます。

Note
[ゲートウェイの一覧（List of Gateways）] ボックスには、選択したゲートウェイタイプに設定さ
れている最大 200 のゲートウェイが表示されます。

Step 9 [ゲートウェイのリスト（List of Gateways）] ボックスで、レポートに含めるゲートウェイを選択
します。

Note
一度に最大 15 個のゲートウェイのレポートを生成できます。 15 個を超えるゲートウェイを選択
すると、「 “新規レポートを生成するには、15 以下のゲートウェイを選択してください」という
メッセージが表示されます。”

Step 10 下矢印をクリックして、選択したゲートウェイを [選択したゲートウェイ（Selected Gateways）]
ボックスのリストに移動します。

選択したゲートウェイが、[選択したゲートウェイ（Selected Gateways）] ボックスに表示されま
す。

Step 11 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 12 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 13 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。
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通話タイプ別 QoS レポートの生成
コール タイプ別 QoS レポートを生成できるのは、CAR 管理者だけです。 このレポートは、選択
されたタイプのすべてのコールについて指定された期間における、ジッター、遅延、および損失
パケットの情報を提供します。

このセクションでは、特定のタイプのすべてのコールに関する QoS 情報を生成、表示、または
メールする方法について説明します。

CARは、オフピークの時間帯にのみ使用してください。それ以外の場合、データ収集とレポート
生成により Unified Communications Manager システムのパフォーマンスが低下する場合がありま
す。

Caution

Procedure

Step 1 [システムレポート（System Reports）] > [QoS] > [コールタイプ別（By Call Types）] を選択しま
す。

[コールタイプに基づく QoS] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Report）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 37: レポート生成フィールド

説明パラメータ

で指定した期間にQoS基準を満たす通話の割合
を各コールタイプごとに表示します Step 7, on
page 120。 パーセンテージの結果は、一日の時
間ごとに表示されます。

時間帯（Hour of Day）

で指定した期間にQoS基準を満たす通話の割合
を各コールタイプごとに表示します Step 7, on
page 120。 パーセンテージの結果は曜日ごとに
表示されます。

曜日（Day of Week）

で指定した期間にQoS基準を満たす通話の割合
を各コールタイプごとに表示します Step 7, on
page 120。 パーセンテージの結果は月の各日に
表示されます。

日付（Day of Month）

Step 3 ジッターフィールドで使用する演算子を選択し、ジッターの値を入力します。オペレータの説明
については、「Table 32: QoS パラメータ演算子, on page 111」を参照してください。

Step 4 [遅延（Latency）]フィールドで、使用する演算子を選択し、遅延の値を入力します。オペレータ
の説明については、「Table 32: QoS パラメータ演算子, on page 111」を参照してください。
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Step 5 [LostPackets] フィールドで、使用する演算子を選択し、失われたパケット数の値を入力します。
オペレータの説明については、「Table 32: QoS パラメータ演算子, on page 111」を参照してくださ
い。

Step 6 [コールタイプの選択（Select Call Types）] 領域で、レポートに含めるコールタイプのチェック
ボックスをオンにします。 次の表はコールタイプを説明します。

Table 38: コール タイプ別の QoS パラメータ

説明コール タイプ

1 つの Unified Communications Manager ネット
ワークから発信され、トランク経由で外に出
て、別のUnified CommunicationsManagerネット
ワークで終了する発信コール。 CAR の目的の
ため、発信するコールは、それが CAR のダイ
ヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定さ
れている場合に、それがOnNetコールとして分
類される可能性があることに注意してくださ
い。ダイヤルプランをセットアップする, onpage
36を参照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunications
Manager ネットワークから発信され、同じ
Unified CommunicationsManagerネットワークで
終了する通話（ゲートウェイまたはトランクは
使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを
含む番号への市内通話は、公衆交換電話交換網
（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN 経由で発信される長距離通
話。

長距離通話（Long Distance）

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN経由で発信される国際通話。

国際

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
通過し、Unified CommunicationsManagerネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）
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説明コール タイプ

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
経由してUnified CommunicationsManagerネット
ワークに入り、さらに Unified Communications
Manager ネットワークからゲートウェイを経由
して発信方向に転送します。

タンデム

トールフリー番号や 911 などの緊急通話など、
その他すべての発信コール。

その他（Others）

Step 7 通話情報を表示する期間を選択します。

Step 8 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 9 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 10 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

トラフィックシステムレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：各ユーザーによる通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

CAR管理者だけがトラフィックの要約レポートを生成できます。このレポートは、指定した期間
のコールボリュームに関する情報を提供します。 選択したコールタイプとQoS音声品質カテゴリ
のみが含まれます。
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トラフィック要約レポートを生成するようにCARを設定する場合、さまざまなコールタイプ（オ
ンネット、内部、ローカル、長距離、など）を選択できます。CARは 1時間ごとにトラフィック
量を比較し、トラフィック量が最も多い時間を特定します (最繁時のコール完了 [BHCC]の数値)。
全体の BHCC 番号を取得するには、CAR を設定するときに、すべてのコール タイプを選択しま
す。 レポート タイトルの下の別の行に、その日の BHCC 番号が表示されます。

Tip

電話番号別のトラフィック概要レポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。このレポート
には、指定した期間と一連の電話番号のコール量に関する情報が記載され、選択したコールタイ
プと電話番号のみが含まれます。

このレポートを使用して、特定のユーザー グループごと、部門ごと、またはロビーの電話や会議
室の電話などの別の基準ごとに、通話の使用状況を追跡することができます。 このレポートを設
定し、週単位で生成することができます。 このレポートは、指定したユーザー全体の使用レベル
を集計することにより、使用率の高いユーザーまたはグループを判断するのに役立ちます。

Tip

トラフィック概要レポートの生成
CAR管理者だけがトラフィックの要約レポートを生成できます。このレポートは、指定した期間
のコールボリュームに関する情報を提供します。

システムが自動生成したレポートを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 詳
細については、CDR ロードスケジュールをセットアップする, on page 42 を参照してください。

このセクションでは、システムトラフィックに関する概要情報を生成、表示、またはメール送信
する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [システムレポート（System Reports）] > [トラフィック（Traffic）] > [サマリー（Summary）]を
選択します。

[トラフィック概要] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Report）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。
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Table 39: レポート生成フィールド

説明パラメータ

「Step 4, on page 122」で指定した期間における
システム内の平均コール数、「Step 5, on page
122」で指定したコールタイプ、「Step6, onpage
124」で指定したQoS値を一日の時間ごとに表示
します。

Step 4, on page 122 で指定した期間が 1 日以内の
場合、システムは 1 時間ごとにトラフィック量
を比較し、トラフィック量が最も多い時間をそ
の日の BHCC 値として特定します。

時間帯（Hour of Day）

「Step 4, on page 122」で指定した期間における
システム内の平均コール数、「Step 5, on page
122」で指定したコールタイプ、「Step6, onpage
124」で指定した QoS 値を曜日ごとに表示しま
す。

曜日（Day of Week）

「Step 4, on page 122」で指定した期間における
システム内の平均コール数、「Step 5, on page
122」で指定したコールタイプ、「Step6, onpage
124」で指定したQoS値を日にちごとに表示しま
す。

日付（Day of Month）

Step 3 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step 8, on page 124」に進むか、またはデフォルト設定の [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 4, on page 122」に進みます。

Step 4 レポートを生成したい期間の日付範囲を選択します。

Step 5 [コールタイプの選択（Select Call Types）] 領域で、レポートに含めるコールタイプのチェック
ボックスをオンにします。 特定の時間または 24 時間の全体の BHCC 番号を取得するには、すべ
てのコール タイプを選択します。 次の表はコールタイプを説明します。
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Table 40: コール タイプ別のトラフィック サマリー

説明コール タイプ

1 つの Unified Communications Manager ネット
ワークから発信され、トランク経由で外に出
て、別のUnified CommunicationsManagerネット
ワークで終了する発信コール。 CAR の目的の
ため、発信するコールは、それが CAR のダイ
ヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定さ
れている場合に、それがOnNetコールとして分
類される可能性があることに注意してくださ
い。ダイヤルプランをセットアップする, onpage
36を参照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunications
Manager ネットワークから発信され、同じ
Unified CommunicationsManagerネットワークで
終了する通話（ゲートウェイまたはトランクは
使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを
含む番号への市内通話は、公衆交換電話交換網
（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN 経由で発信される長距離通
話。

長距離通話（Long Distance）

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN経由で発信される国際通話。

国際

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
通過し、Unified CommunicationsManagerネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

トールフリー番号や 911 などの緊急通話など、
その他すべての発信コール。

その他（Others）

Note
チャート/表が示す通話数は、1日あたりの平均通話数です。 生成されるデータが少なく、広い日
付範囲を選択している場合、レポートでは 0 として扱われる無視可能な値が表示され、グラフは
表示されません。 例えば、2 つの月曜日からなる 8 日間の曜日レポートが生成される場合、月曜
日に表示されるデータは、両方の月曜日の平均コール数（各月曜日のコール数を 2 で割った値の
合計数）を表します。 同様に、時間レポートで、05-06 に対して表示されるデータは、レポート
用に選択された日付範囲の 5 から 6 の間の、1 日あたりの平均コール数を示します。
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Step 6 [QoSを選択（SelectQoS）]エリアで、レポートに含める音声品質カテゴリのチェックボックスを
オンにします。 次の表で設定されているパラメータは、すべての音声品質カテゴリの基準を提供
します。

Table 41: QoS 詳細レポート音声品質

説明音声品質

これらの通話のQoSは、可能な最高の品質を表
しています。

正常

これらの通話のQoSは、わずかに低下したもの
の、許容範囲内に収まっています。

許容可能

これらの通話のQoSは低下していますが、使用
可能な範囲内にあります。

並

音声品質が低い場合は、これらの通話のQoSが
十分ではないことを示します。

低品質

これらの通話は、確立されたQoSカテゴリのど
の基準にも一致しませんでした。

該当なし

Step 7 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 8 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 9 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

電話番号別トラフィック概要レポートの生成
CAR管理者のみが電話番号別トラフィック概要レポートを生成できます。このレポートは、指定
した期間および一連の電話番号のコール量に関する情報を提供します。

このセクションでは、ユーザーの電話番号に基づいて、トラフィック要約レポートを生成、表示、
またはメールする方法について説明します。

Procedure

Step 1 [システムレポート（System Report）]> [トラフィック（Traffic）]> [電話番号別の要約（Summary
By Phone Number）] を選択します。

電話番号に基づくトラフィックの概要ウィンドウが表示されます。
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Step 2 [レポート生成（Generate Report）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 42: レポート生成フィールド

説明パラメータ

選択された電話番号と日付範囲に基づき、1 日
のうちの 1 時間でシステム内の平均コール数を
表示します。

Note
日時の範囲が1か月を超えないようにしてくだ
さい。

時間帯（Hour of Day）

選択された曜日の、選択された日付範囲で、選
択された電話番号のシステム内での平均コール
数が表示されます。

Note
日時の範囲が1か月を超えないようにしてくだ
さい。

曜日（Day of Week）

選択された月の、選択された日付範囲で、選択
された電話番号のシステム内での平均コール数
が表示されます。

Note
日時の範囲が1か月を超えないようにしてくだ
さい。

日付（Day of Month）

Step 3 [コールタイプの選択（Select Call Types）] 領域で、レポートに含めるコールタイプのチェック
ボックスをオンにします。 次の表はコールタイプを説明します。

Table 43: コール タイプ別のトラフィックの概要 (電話番号)

説明コール タイプ

1 つの Unified Communications Manager ネット
ワークから発信され、トランク経由で外に出
て、別のUnified CommunicationsManagerネット
ワークで終了する発信コール。 CAR の目的の
ため、発信するコールは、それが CAR のダイ
ヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定さ
れている場合に、それがOnNetコールとして分
類される可能性があることに注意してくださ
い。ダイヤルプランをセットアップする, onpage
36を参照してください。

オンネット（On Net）
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説明コール タイプ

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunications
Manager ネットワークから発信され、同じ
Unified CommunicationsManagerネットワークで
終了する通話（ゲートウェイまたはトランクは
使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを
含む番号への市内通話は、公衆交換電話交換網
（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN 経由で発信される長距離通
話。

長距離通話（Long Distance）

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN経由で発信される国際通話。

国際

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
通過し、Unified CommunicationsManagerネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

トールフリー番号や 911 などの緊急通話など、
その他すべての発信コール。

その他（Others）

Note
チャート/表が示す通話数は、1日あたりの平均通話数です。 生成されるデータが少なく、広い日
付範囲を選択している場合、レポートでは 0 として扱われる無視可能な値が表示され、グラフは
表示されません。 例えば、2 つの月曜日からなる 8 日間の曜日レポートが生成される場合、月曜
日に表示されるデータは、両方の月曜日の平均コール数（各月曜日のコール数を 2 で割った値の
合計数）を表します。 同様に、時間レポートで、05-06 に対して表示されるデータは、レポート
のために選択された日付範囲の 5 から 6 の間の、1 日あたりの平均コール数を表します。

Step 4 [電話番号の選択] グループボックスで、すべての電話番号を選択することも、ユーザーに基づい
て電話番号を検索することもできます。

Note
「!」のようなワイルドカードパターンを入力したり、「X」を使って電話番号を検索したりでき
ます。 「!」は、各桁が 0～9 である任意の n 桁の数字を表し、「X」は 0～9 の範囲の 1 桁の数字
を表します。

すべての電話番号を選択するには、[すべての電話番号を選択（Select All Phone Number(s)）]
チェックボックスをオンにします。 ユーザー数に基づいて電話番号を選択するには、[電話番号
（PhoneNumber）]フィールドに個人の電話番号を入力し、[電話番号を追加（AddPhoneNumber）]
ボタンをクリックします。 また、「ユーザー検索, on page110」で説明されているように、提供さ
れている検索機能を使用することもできます。
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Step 5 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 6 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 7 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

FAC/CMC システムレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：各ユーザーによる通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

CAR管理者だけが Forced Authorization Code（FAC）/ClientMatter Code（CMC）レポートを生成で
きます。

以下のセクションでは、FAC/CMC レポートの設定方法について説明します。

クライアントマターコードレポートを生成する
クライアント マター コード レポートを生成できるのは、CAR 管理者だけです。 発信元（発信番
号）、接続先（着信番号）、発信日時（通話が発信された日時）、継続時間（秒単位の通話通話
時間）、および各CMCに関連する通話分類を示すレポートを生成できます。

以下の手順では、特定のクライアント識別コードの使用を示すレポートを生成する方法について
説明します。

Procedure

Step 1 [ システムレポート > FAC/CMC > クライアント案件コード] を選択します。

[クライアント識別コードの通話の詳細（Call Details for Client Matter Code）] ウィンドウには、シ
ステムで設定されているすべてのクライアント識別コードのリストが表示されます。
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Step 2 [クライアントマターコードのリスト] ボックスで、レポートに含めたいコードを選択します。

Note
最大 100 個のクライアントマッターコードを選択できます。

Step 3 選択したコードを [選択したクライアント識別コード（Selected Client Matter Codes）] ボックスに
追加するには、下矢印をクリックします。

レポートには、このボックスに一覧表示されている、データが利用可能なすべてのコードが含ま
れます。

Step 4 [開始日（From Date）] および [終了日（To Date）] のプルダウンリストボックスに、クライアン
ト識別コード情報を見たい期間の日付範囲を入力します。

Step 5 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 6 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 7 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、 メールレポート, on page 73に記載されている操作を行ってください。

承認コード名レポートを生成する
AuthorizationCodeNameレポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。発信元（発信番号）、
接続先（着信番号）、発信日時（通話が発信された日時）、継続時間（秒単位の通話通話時間）、
および各承認コード名に関連する通話分類を示すレポートを生成できます。

セキュリティ保護のため、認証コードは表示されません。代わりに、認証コード名（説明）が表
示されます。

Note

以下の手順では、特定の認証コード名の使用を示すレポートを生成する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [システムレポート（System Reports）]> [FAC/CMC]> [認証コード名（Authorization Code Name）]
を選択します。

[承認コード名のコール詳細（Call Details for Authorization Code Name）] ウィンドウには、システ
ムで設定されているすべての認証コード名のリストが表示されます。

Step 2 [承認コード名のリスト（List ofAuthorizationCodeNames）]ボックスで、レポートに記載するコー
ド名を選択します。

Note
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最大 30 個のコードネームを選択できます。

Step 3 選択したコードネームを [選択された承認コード名（Selected Authorization Code Names）] ボック
スに追加するには、下矢印をクリックします。

レポートには、このボックスに一覧表示された、データが利用可能なすべてのコード名が含まれ
ます。

Step 4 [開始日（From Date）] および [終了日（To Date）] のドロップダウンリストボックスに、承認コー
ド名情報を見たい期間の日付範囲を入力します。

Step 5 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 6 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 7 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、 メールレポート, on page 73に記載されている操作を行ってください。

承認レベルレポートを生成する
認証レベルレポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。発信元（発信番号）、接続先（着
信番号）、発信日時（通話が発信された日時）、継続時間（秒単位の通話通話時間）、および各
承認レベルに関連する通話分類を示すレポートを生成できます。

以下の手順では、特定の認証レベルの使用を示すレポートを生成する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [システムレポート（System Reports）] > [FAC/CMC] > [承認レベル（Authorization Level）]

[権限レベルごとの通話詳細] ウィンドウには、システムで設定されているすべての権限レベルの
リストが表示されます。

Step 2 [承認レベルのリスト（List of Authorization Levels）] ボックスで、レポートに含めるレベルを選択
します。

Step 3 選択したレベルを [選択された承認レベル（Selected Authorization Levels）] ボックスに追加するに
は、下矢印をクリックします。

レポートには、このボックスに一覧表示されているすべてのレベルのデータが含まれます。

Note
ルートパターンに関連付けられた FAC 認証レベルレポートのみが生成されます。

Step 4 [開始日（From Date）] および [終了日（To Date）] のドロップダウンリストボックスに、承認レ
ベル情報を見たい期間の日付範囲を入力します。
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Step 5 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 6 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 7 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

悪質コール詳細システムレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：各ユーザーによる通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

悪質コール詳細レポートを生成する
悪質コールの詳細レポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。レポートには、特定の日付
範囲の悪質な通話に関する次の詳細が表示されます。発信時刻、終了時刻、通話時間（秒）、発
信元（発信番号）、接続先（着信番号）、発信デバイス、着信デバイス、通話分類。

このセクションでは、迷惑電話の詳細レポートを生成、表示、またはメールで送信する方法につ
いて説明します。

Procedure

Step 1 [システムレポート（System Reports）] > [悪質な通話の詳細（Malicious Call Details）] を選択し
ます。

[悪質な通話の詳細（Malicious Call Details）] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [開始日 ]ドロップダウンリストボックスで、悪質通話の詳細が必要な開始月、日、年を選択しま
す。

Step 3 [終了日（To Date）] ドロップダウンリストボックスから、悪質な通話の詳細が必要な先の月、
日、年を選択します。
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Step 4 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 5 レポートを表示するには、[レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 6 メール受信者にレポートをメールで送信するには、「メールレポート, on page 73」を参照してく
ださい。

優先コールシステムレポートの概要
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：各ユーザーによる通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

優先コール概要レポートを生成する
[優先順位別のコールの要約（Call Summary by Precedence）] レポートを生成できるのは、CAR 管
理者だけです。 レポートには、選択した優先値の [通話サマリ（Call Summary）]が [時間帯（Hour
of Day）]、[曜日（Day of Week）]、または [日付（Day of Month）] 別に表示されます。

このセクションでは、[優先順位別のコールの要約（Call Summary by Precedence ）] レポートを生
成、表示、またはメール送信する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [システムレポート（System Reports）] > [優先コールの要約（Precedence Call Summary）] を選択
します。

[優先順位別通話要約] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Reports）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。
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Table 44: レポート生成フィールド

説明パラメータ

選択された電話番号と日付範囲に基づき、1 日
のうちの 1 時間でシステム内の平均コール数を
表示します。

Note
日時の範囲が1か月を超えないようにしてくだ
さい。

時間帯（Hour of Day）

選択された電話番号と日付範囲に基づき、特定
の曜日でシステム内の平均コール数を表示しま
す。

Note
日時の範囲が1か月を超えないようにしてくだ
さい。

曜日（Day of Week）

選択された電話番号と日付範囲に基づき、日付
でシステム内の平均コール数を表示します。

Note
日時の範囲が1か月を超えないようにしてくだ
さい。

日付（Day of Month）

Step 3 [優先レベルの選択（Select Precedence Levels）] フィールドで、レポートでの優先順位をチェック
するか、[すべて選択（Select All）] をクリックしてすべての優先順位をチェックします。

Table 45: 通話の優先順位レベル

説明音声品質

MLPP コールの最高優先順位設定。フラッシュオーバーライド

MLPP コールで 2 番目に高い優先順位設定。フラッシュ

MLPP コールに、3 番目に高い優先度を設定し
ます。

即時

MLPP コールに、4 番目に高い優先度を設定し
ます。

Priority

MLPPコールに、1番低い優先度を設定します。標準

Note
[管理] ページの [MLPP 優先レベル] に記載されているエグゼクティブ オーバーライドの優先レベ
ルは、このレポートではフラッシュ オーバーライドと見なされます。
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Note
優先レベルのチェックボックスの選択を解除するには、[ すべて解除] をクリックします。

Step 4 [開始日（From Date）] ドロップダウンリストボックスで、優先順位情報を開始する月、日、お
よび年を選択します。

Step 5 [終了日時（To Date）] ドロップダウンリストボックスで、優先順位情報を終了する月、日、およ
び年を選択します。

Step 6 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 7 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 8 メール受信者にレポートをメールで送信するには、「メールレポート, on page 73」を参照してく
ださい。

システムレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー - 各ユーザーによる各通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

システムレポートを生成する
すべてのシステムレポートを1つのレポートにまとめたシステム概要レポートを生成できるのは、
CAR 管理者だけです。

システム概要レポートには以下の情報が含まれます。

• 課金に基づいた上位 5 人のユーザー。

• 料金に基づく接続先上位 5 件。

• 料金上位 5 件の通話

• 継続時間に基づいた上位 5 人のユーザー。
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• 滞在時間の多い接続先上位 5 件。

• 継続時間に基づいて上位 5 つの通話。

• トラフィックの要約 - 時間：着信、内部、国際、市内、長距離、ネットワーク内、その他、
タンデム、通話総数。

• トラフィックの要約 - 曜日：着信、内部、国際、市内、長距離、ネットワーク内、その他、
タンデム、通話総数。

• トラフィックの要約 - 日付：着信、内部、国際、市内、長距離、ネットワーク内、その他、
タンデム、通話総数。

• サービスの質の概要。

• ゲートウェイの概要。

システム概要レポートの詳細については、「システムレポートの結果, on page 137」を参照してく
ださい。

システムが自動生成したレポートを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 レ
ポートの自動生成をスケジュールすることができるのは、CAR 管理者だけです。 詳細について
は、CDR ロードスケジュールをセットアップする, on page 42 を参照してください。

このセクションでは、 UnifiedCommunicationsManagerシステムの概要情報を生成、表示、または
メール送信する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [ システム レポート > ] > [システム概要] を選択します。

[システム概要] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step 6, on page 135」に進むか、またはデフォルト設定の [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 3, on page 134」に進みます。

Step 3 レポートを生成したい期間の日付範囲を選択します。

Step 4 [レポートのリスト] で生成したいレポートをハイライト表示させ、右矢印をクリックして選択し
ます。

選択したレポートが、[選択したレポート] リストボックスに表示されます。

Tip
キーボードの Ctrl キーを押しながらレポートをクリックすると、一度に複数のレポートをハイラ
イト表示できます。

Step 5 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。
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Step 6 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 7 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、 メールレポート, on page 73に記載されている操作を行ってください。

CDR エラーシステムレポート
CAR は、次の 3 つのレベルのユーザーに対してレポート機能を提供します。

• 管理者：負荷分散、システムパフォーマンス、トラブルシューティングに役立つシステムレ
ポートを生成します。

• マネージャ：ユーザー、部門、および QoS のレポートを生成し、予算やセキュリティ目的の
通話監視や通話の音声品質判断に役立てます。

• 個々のユーザー：各ユーザーによる通話の請求レポートを生成します。

役職によっては、一部のレポートの表示にアクセス制限が設定されている場合があります。Note

CDR エラーレポートの生成
CDR エラー レポートを生成できるのは、CAR 管理者だけです。 このレポートは、特定の期間に
CAR 請求エラー (tbl_billing_error) テーブルにあったエラー レコード数の統計を提供します。

エラー レコードが CDR ロードに失敗した理由を判別するために、tbl_error_id_map テーブルの情
報を確認する必要があります。

CDR エラーコードとエラーの定義を次の表に示します。

Table 46: CDR エラーコード

定義エラー コード（Error Code）

CDRs

CDR globalCallID_callManagerId <= 031101

CDR globalCallID_callId <= 031102

CDR origLegCallIdentifier <= 031103

CDR dateTimeOrigination <= 031105

CDR destLegIdentifier <= 031108

CDR dateTimeConnect <= 031110
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定義エラー コード（Error Code）

CDR dateTimeDisconnect <= 031111

CDR originalCalledPartyNumber が空です31119

CDR finalCalledPartyNumber が空です31120

CDR 継続時間 < 031122

UserIDまたはManagerIDの取得中にCDRLDAP
エラー

31137

CDR allingPartyNumber が空です31139

CDR origDeviceName が空です31147

CDR destDeviceName が空です31148

CDR origCallTerminationOnBehalfOf < 031151

CDR destCallTerminationOnBehalfOf < 031152

CDR lastRedirectRedirectOnBehalfOf < 031153

CDR destConversationId < 031155

CDR globalCallId_ClusterID が空です31156

発信元 CMR

Orig CMR globalCallID_callManagerId <= 031123

Orig CMR globalCallID_callId <= 031124

発信元 CMR numberPacketsSent < 031125

発信元 CMR numberPacketsReceived < 031126

発信元 CMR jitter < 031127

発信元 CMR callIdentifier <= 031129

発信元 CMR デバイス名が空です31149

発信元 CMR globalCallId_ClusterID が空です31157

接続先 CMR

接続先 CMR globalCallID_callManagerId <= 031140

接続先 CMR globalCallID_callId <= 031141

接続先 CMR numberPacketsSent < 031142
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定義エラー コード（Error Code）

接続先 CMR numberPacketsReceived < 031143

接続先 CMR jitter < 031144

接続先 CMR callIdentifier <= 031145

接続先 CMR deviceName が空です31150

接続先 CMR globalCallId_ClusterID が空です31158

このセクションでは、CDRエラーレポートを生成、表示、またはメールで送信する方法について
説明します。

Procedure

Step 1 [システムレポート（System Reports）] > [CDR エラー（CDR Error）] を選択します。

[CDR エラー] ウィンドウが表示されます。

Step 2 レポートを生成する期間の日付範囲を選択します。

Step 3 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 4 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 5 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

システムレポートの結果
この章では、各 CAR システムレポートのレポート出力情報について説明します。

QoS 詳細レポートの結果
QoS Detail レポートの結果には以下のフィールドが含まれます。 次の表を参照してください。

Table 47: QoS 詳細レポートのフィールド

説明フィールド

発信時刻を 24 時間、分、秒の形式で表示しま
す。

発信時刻（Orig. Time）
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説明フィールド

通話が切断された時刻を 24 時間、分、秒の形
式で表示します。

用語 時間

通話が接続した時間（秒）。時間（秒）（Duration(s)）

発信元の番号。発信元（Orig.）

コールが送信された接続先の番号。接続先（Dest.）

通話分類 - 通話カテゴリでクラスを指定します。

1 つの Unified Communications Manager ネット
ワークから発信され、トランク経由で外に出
て、別のUnified CommunicationsManagerネット
ワークで終了する発信コール。 CAR の目的の
ため、発信するコールは、それが CAR のダイ
ヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定さ
れている場合に、それがOnNetコールとして分
類される可能性があることに注意してくださ
い。ダイヤルプランをセットアップする, onpage
36を参照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunications
Manager ネットワークから発信され、同じ
Unified CommunicationsManagerネットワークで
終了する通話（ゲートウェイまたはトランクは
使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを
含む番号への市内通話は、公衆交換電話交換網
（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN 経由で発信される長距離通
話。

長距離通話（Long Distance）

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN経由で発信される国際通話。

国際

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
通過し、Unified CommunicationsManagerネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）
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説明フィールド

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
経由してUnified CommunicationsManagerネット
ワークに入り、さらに Unified Communications
Manager ネットワークからゲートウェイを経由
して発信方向に転送します。

タンデム

トールフリー番号や 911 などの緊急通話など、
その他すべての発信コール。

その他（Others）

発信側のデバイスが使用するコーデックです。発信コーデック

目的地のデバイスが使用するコーデックです。接続先（Dest.） コーデック

発信したデバイスの名前。発信デバイス

通話を受信したデバイスの名前。接続先（Dest.） Device

通話を発信したデバイスの音声品質。発信QoS

通話を受信したデバイスの音声品質。接続先（Dest.） QoS

次の図は QoS 詳細レポートのサンプル出力例、PDF 形式です。

Figure 14: QoS 詳細レポート
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QoS 要約レポートの結果
QoS 要約レポートには次のフィールドが含まれます。 表を参照してください。 レポート出力に
PDF 形式を選択した場合、レポートには、総コール数の QoS を表示する円グラフが表示されま
す。

Table 48: QoS 要約レポートのフィールド

説明フィールド

通話のサービスの質です。Quality of Service

QoS（品質保証）フィールドで指定された品質
の通話セグメントの数。

コールレッグ

Figure 15: PDF形式のQoS概要レポート, on page 140に、PDF形式のQoS概要レポートの出力例を
示します。

Figure 15: PDF 形式の QoS 概要レポート

ゲートウェイ別 QoS レポートの結果
ゲートウェイ別の QoS レポートは以下の情報を提供します。 表を参照してください。
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Table 49: ゲートウェイ別 QoS レポートのフィールド

説明フィールド

選択した日付範囲の日の累積時間、週の日、ま
たは月の日を示します。

時間/日（Time/Day）

選択した日付範囲での、時間帯、曜日、または
曜日別の各ゲートウェイへのコールの割合を表
示します。

コールレッグの割合

Figure 16:ゲートウェイ別QoSレポート, on page 141は、ゲートウェイ別のQoSレポートの PDF形
式での出力例を示しています。

Figure 16: ゲートウェイ別 QoS レポート

コール タイプ別 QoS レポートの結果
コール タイプ別の QoS レポートは次の情報を提供します。 表を参照してください。
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Table 50: 通話タイプ別 QoS レポートのフィールド

説明フィールド

選択した日付範囲の日の累積時間、週の日、ま
たは月の日です。

時間/日（Time/Day）

選択した日付範囲での、時間帯、曜日、または
曜日別の各ゲートウェイへのコールの割合で
す。

コールレッグの割合

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunications
Manager ネットワークから発信され、同じ
Unified CommunicationsManagerネットワークで
終了する通話（ゲートウェイまたはトランクは
使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを
含む番号への市内通話は、公衆交換電話交換網
（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN 経由で発信される長距離通
話。

長距離通話（Long Distance）

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN経由で発信される国際通話。

国際

1 つの Unified Communications Manager ネット
ワークから発信され、トランク経由で外に出
て、別のUnified CommunicationsManagerネット
ワークで終了する発信コール。 CAR の目的の
ため、発信するコールは、それが CAR のダイ
ヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定さ
れている場合に、それがOnNetコールとして分
類される可能性があることに注意してくださ
い。ダイヤルプランをセットアップする, onpage
36を参照してください。

オンネット（On Net）

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
通過し、Unified CommunicationsManagerネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）
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説明フィールド

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
経由してUnified CommunicationsManagerネット
ワークに入り、さらに Unified Communications
Manager ネットワークからゲートウェイを経由
して発信方向に転送します。

タンデム

トールフリー番号や 911 などの緊急通話など、
その他すべての発信コール。

その他（Others）

Figure 17: コール タイプ別 QoS レポート, on page 143 は、コール タイプ別の QoS レポートの PDF
形式のサンプル出力を示しています。

Figure 17: コール タイプ別 QoS レポート
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トラフィック概要レポートの結果
トラフィック概要レポートおよび電話番号別トラフィック概要レポートには同じ情報が含まれ、
次のフィールドの一部またはすべてが含まれます。表を参照してください。その日の最繁時コー
ル完了（BHCC）番号の別の行がレポートタイトルの下に表示されます。

Table 51: トラフィック概要レポートのフィールド

説明フィールド

選択した日付範囲の日の累積時間、週の日、ま
たは月の日です。

時間/日（Time/Day）

選択した日付範囲での、時間帯、曜日、または
曜日別の各ゲートウェイへのコールの割合で
す。

平均コール数

1 つの Unified Communications Manager ネット
ワークから発信され、トランク経由で外に出
て、別のUnified CommunicationsManagerネット
ワークで終了する発信コール。 CAR の目的の
ため、発信するコールは、それが CAR のダイ
ヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定さ
れている場合に、それがOnNetコールとして分
類される可能性があることに注意してくださ
い。ダイヤルプランをセットアップする, onpage
36を参照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunications
Manager ネットワークから発信され、同じ
Unified CommunicationsManagerネットワークで
終了する通話（ゲートウェイまたはトランクは
使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを
含む番号への市内通話は、公衆交換電話交換網
（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN 経由で発信される長距離通
話。

長距離通話（Long Distance）

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN経由で発信される国際通話。

国際
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説明フィールド

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
通過し、Unified CommunicationsManagerネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
経由してUnified CommunicationsManagerネット
ワークに入り、さらに Unified Communications
Manager ネットワークからゲートウェイを経由
して発信方向に転送します。

タンデム

トールフリー番号や 911 などの緊急通話など、
その他すべての発信コール。

その他（Others）

時間ごとまたは日ごとの通話の合計数です。Total

「Figure 18: トラフィック概要レポートの結果, on page 146」と「Figure 19: 電話番号別トラフィッ
ク概要レポートの結果, on page 147」は、トラフィック概要レポートおよび電話番号別トラフィッ
ク概要レポートの PDF 形式で出力例を表示します。
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Figure 18: トラフィック概要レポートの結果
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Figure 19: 電話番号別トラフィック概要レポートの結果

承認コード名通話詳細レポートの結果
このレポートは、特定の認証コード名の使用を示します。 セキュリティ上の理由から、承認コー
ドではなく、承認コード名（説明）が表示されます。 [承認コード名通話の詳細（Authorization
Code Name Call Details）] レポートには、次のフィールドが含まれます（表を参照）。

Table 52: 承認コード名通話詳細レポートのフィールド

説明フィールド

発信元の番号。発信元（Orig.）

コールが送信された接続先の番号。接続先（Dest.）

通話が発信された日時。発信日時（Orig. Date Time）

通話が接続した時間（秒）。継続時間（秒）（Duration (sec)）
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説明フィールド

通話のタイプ（内線、着信など）通話の分類（Call Classification）

選択した認証コード名ごとの通話の認証レベル
です。

承認レベル（Authorization Level）

「Figure 20:承認コード名通話詳細レポート, on page148」に、PDF形式の承認コード名通話詳細レ
ポートの出力例を表示します。

Figure 20: 承認コード名通話詳細レポート

承認レベル別通話詳細レポートの結果
このレポートは、特定の認証レベルの使用を示します。 権限レベルコール詳細レポートには次の
フィールドが含まれます (表を参照)。

Table 53: コール詳細レポートの権限レベルフィールド

説明フィールド

発信元の番号。発信元（Orig.）

コールが送信された接続先の番号。接続先（Dest.）

通話が発信された日時。発信日時（Orig. Date Time）

通話が接続した時間（秒）。継続時間（秒）（Duration (sec)）

通話のタイプ (内線、着信など)。通話の分類（Call Classification）

選択した各認証レベルの認証コード名。[承認コード名(Authorization Code Name)]

「Figure 21: 認証レベルの通話詳細レポート, on page 149」に、PDF 形式の承認レベル通話詳細レ
ポートの出力例を表示します。
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Figure 21: 認証レベルの通話詳細レポート

クライアント案件コード詳細レポートの結果
このレポートには、特定のクライアントマターコードの使用が示されます。 クライアントマター
コード詳細レポートには次のフィールドが含まれます (次の表を参照)。

Table 54: 詳細レポートのフィールド

説明フィールド

発信元の番号。発信元（Orig.）

コールが送信された接続先の番号。接続先（Dest.）

通話が発信された日時。発信日時（Orig. Date Time）

通話が接続した時間（秒）。継続時間（秒）（Duration (sec)）

通話のタイプ (内線、着信など)。通話の分類（Call Classification）

Figure 22:クライアント案件コード詳細レポート, on page 150は、PDF形式のクライアントマッター
コード詳細レポートの出力例を示しています。

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
149

CDR Analysis and Reporting

クライアント案件コード詳細レポートの結果



Figure 22: クライアント案件コード詳細レポート

悪質コール詳細レポートの結果
悪質コールの詳細レポートは、悪質コールに関する情報を提供します。 レポートには次のフィー
ルドがあります。 表を参照してください。

Table 55: 悪質コール詳細レポートのフィールド

説明フィールド

悪質な通話が発信された時刻。発信時刻（Orig. Time）

悪質な通話が終了した時刻。用語 時間

悪質な通話の合計時間（秒）。時間（Duration）

元のディレクトリ番号。発信元（Orig.）

接続先 DN。接続先（Dest.）

元のデバイスの名前です。発信デバイス

接続先デバイスの名前接続先（Dest.） Device

悪質な呼び出しの分類。通話の分類（Call Classification）

Figure 23: 迷惑電話詳細レポート, on page 151 に、PDF 形式の迷惑電話詳細レポートの出力例を示
します。
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Figure 23: 迷惑電話詳細レポート

優先コール概要レポートの結果
優先コール概要レポートは、優先レベルに基づいてコールに関する情報を提供します。 レポート
は、“[時間帯（Hour of Day）]、”“[曜日（Day of Week）]、”または “[日付（Day of Month）]” の基
準で、選択した優先レベルごとの優先値のコールサマリーを棒グラフ形式で表示します。 レポー
トを PDF 形式で表示する場合、棒グラフを反映した表と、選択された各優先順位の “[コール数
（Number of Calls）]” と “[割合（Percentage）]” をリスト化した表の 2 つがレポートに表示されま
す。 表を参照してください。

Table 56: 優先コール概要レポートのフィールド

説明フィールド

選択した日付範囲の日の累積時間、週の日、ま
たは月の日を示します。

時間/日（Time/Day）

日時/日別の優先順位ごとのコール数。コールレッグ

通話の優先レベルの値です。優先レベル

各優先レベルごとのコール レッグ数。コールレッグ数

優先レベルごとのコールの割合。割合（Percentage）
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「Figure 24:優先コール概要レポート, on page152」に、PDF形式の時間帯別優先コール概要レポー
トの出力例を示します。

Figure 24: 優先コール概要レポート

システムレポートの結果
システム概要は、Unified Communications Manager ネットワークのすべての部分に関する情報を提
供します。 レポートには次のセクションが含まれます。 表を参照してください。
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Table 57: システム概要レポート

説明フィールド

指定した日付範囲に発生した通話に対して最も
高額な料金を負担した 5 人のユーザーの詳細を
表示します。システム概要レポートのこのセク
ションの詳細は、「料金別または期間別上位 N
件のレポートの結果, on page 96」を参照してく
ださい。

料金を基準とした上位 5 人のユーザー

指定した日付範囲内で通話料金が高かった 5 つ
の発信番号の詳細を表示します。システム概要
レポートのこのセクションの詳細は、「料金別
または期間別上位N件のレポートの結果, onpage
96」を参照してください。

料金を基準とした上位 5 件の接続先

指定した日付範囲内で通話料金が高かった 5 つ
のコールの詳細を表示します。システム概要レ
ポートのこのセクションの詳細は、「料金別ま
たは期間別上位 N 件のレポートの結果, on page
96」を参照してください。

料金を基準とした上位 5 件のコール

指定した日付範囲で最も長い時間を通話に費や
した 5人のユーザーの詳細を表示します。 シス
テム概要レポートのこのセクションの詳細は、
「料金別または期間別上位N件のレポートの結
果, on page 96」を参照してください。

接続時間を基準とした上位 5 人のユーザー

指定された日付範囲内で、最も長い間通話を
行った 5つの発信番号の詳細を表示します。 シ
ステム概要レポートのこのセクションの詳細
は、「料金別または期間別上位N件のレポート
の結果, on page 96」を参照してください。

接続時間を基準とした上位 5 件の接続先

指定した日付範囲での通話時間が最も長い 5 件
の詳細を表示します。システム概要レポートの
このセクションの詳細は、「料金別または期間
別上位 N 件のレポートの結果, on page 96」を参
照してください。

継続時間に基づいた上位 5 の通話

指定した日付範囲内の通話量を時間ごとに表示
します。 日付範囲が 1日以内の場合、システム
は最もトラフィック量の多い時間を特定します
(BHCC 番号)。 システム概要レポートのこのセ
クションの詳細は、「トラフィック概要レポー
トの結果, on page 144」を参照してください。

トラフィック概要レポート - 時間帯
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説明フィールド

指定した日付範囲での通話量を曜日ごとに表示
します。システム概要レポートのこのセクショ
ンの詳細は、「トラフィック概要レポートの結
果, on page 144」を参照してください。

トラフィック概要レポート - 曜日

各日を基準にして、指定した日付範囲内の通話
量を示します。システム概要レポートのこのセ
クションの詳細は、「トラフィック概要レポー
トの結果, on page 144」を参照してください。

トラフィック概要レポート - 日

指定した日付範囲で、各音声品質カテゴリに該
当した通話の数を示します。 システム概要レ
ポートのこのセクションの詳細は、「QoS要約
レポートの結果, on page 140」を参照してくださ
い。

サービス品質レポート - 要約

指定した日付範囲内で、各ゲートウェイの通話
分類の概要、QoS、通話数、および各分類の継
続時間を表示します。システム概要レポートの
このセクションの詳細は、「ゲートウェイ別
QoSレポートの結果, on page140」を参照してく
ださい。

ゲートウェイ要約レポート

CDR エラーレポートの結果
CDR エラーレポートは以下の情報を提供します。 次の表を参照してください。

Table 58: CDR エラーレポートのフィールド

説明フィールド

エラーが発生した特定日の時刻です。時間

エラーが発生したため、CARロード中に処理さ
れなかった CDR レコードの合計数。

エラーを含む CDR の数

CAR に正常にロードされた CDR レコードの総
数。

有効な CDR の数

ロードされるすべての CDR データレコードの
うち、失敗した CDR データレコードの割合。

エラー CDR の割合

次の図は PDF 形式の CDR エラーレポートの出力例です。
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Figure 25: CDR エラーレポート
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C H A P T E R 6
デバイス レポート

• CAR デバイス レポート, on page 157
• ゲートウェイ デバイス レポート, on page 160
• ルートパターンとハント パイロット デバイス レポート, on page 167
• 会議ブリッジデバイスレポート, on page 175
• ボイスメッセージ利用デバイスレポート, on page 178
• トランク デバイス レポート, on page 181
• CAR デバイスレポートの結果, on page 183

CAR デバイス レポート
通話記録分析レポート（CAR）は、管理者、マネージャ、および個々のユーザーという 3 つのレ
ベルのユーザーに対して、レポート機能を提供します。管理者のみがデバイスレポートを生成し
ます。

デバイスレポートは、電話会議ブリッジ、音声メッセージサーバー、ゲートウェイ、トランクな
ど、Unified CommunicationsManagerに関連するデバイスの負荷とパフォーマンスを追跡します。

デバイスレポートの概要の説明
端末レポートは、CAR 管理者が、 Unified Communications Managerに関連する端末 (会議ブリッ
ジ、ボイスメッセージサーバー、ゲートウェイ、トランクなど)の負荷とパフォーマンスを追跡す
るのに役立ちます。 このセクションでは、デバイス レポートについて説明します。

• ゲートウェイ（Gateway）

• 詳細 - CAR 管理者が利用できます。 ゲートウェイの詳細レポートを使用して、特定の
ゲートウェイの問題を追跡します。 このレポートは、指定されたゲートウェイを使用し
た通話の一覧を提供します。 選択したゲートウェイに関する詳細情報を確認するには、
このレポートを使用します。システム内のすべてまたは一部のVG200ゲートウェイ、ま
たは特定のルートパターンを使用するゲートウェイのみなど、タイプ別にゲートウェイ
を指定できます。 通話タイプとQoS値に基づいて検索基準を指定することもできます。
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• 概要 - CAR管理者が利用できます。 ゲートウェイ要約レポートは、ゲートウェイを経由
したすべての通話の要約を提供します。 また、着信、タンデム、発信（長距離、ローカ
ル、国際、その他、オンネット）の各カテゴリに対するコールの合計数と継続時間、さ
らに各ゲートウェイの各QoS値に対するコールの合計数も提供します。 このレポートを
使用して、日単位でシステムの機能を追跡します。 さらに調査する必要がある問題を発
見した場合は、ゲートウェイ詳細レポートを使用します。

• 使用状況 - CAR管理者が利用できます。 ゲートウェイ使用率レポートは、ゲートウェイ
の使用率の推定値を提供します。 時間ごと、または特定の曜日や月数を指定して、使用
状況を確認することができます。 レポートは選択された各ゲートウェイについて生成さ
れます。 ロードバランシングまたはキャパシティプランニングのためにこのレポートを
使用します。使用状況に応じて、ゲートウェイを追加または削除する必要性を評価しま
す。システム内のすべてまたは一部のVG200ゲートウェイ、または特定のルートパター
ンを使用するゲートウェイのみなど、タイプ別にゲートウェイを指定できます。

• ルートパターン/ハントパイロット

• ルートおよび回線グループの使用状況 - ルートおよび回線グループの使用状況レポート
を生成できるのは、CAR 管理者だけです。 このレポートは、選択したルートと回線グ
ループの推定使用率を提供します。 時間ごと、または特定の曜日や月数を指定して、使
用状況を確認することができます。 レポートは、選択された各ルートおよび回線グルー
プについて生成されます。 レポートを使用して、ルートと回線グループの容量が使用要
件を満たすのに十分かどうかを分析します。 その結果に基づいて、追加が必要かどうか
を判断できます。 異なるルートおよび回線グループ、またはゲートウェイに割り当てら
れたルート パターンとハント リストを使用して、ゲートウェイのロード バランシング
を行っている場合、このレポートを使用して、グループ全体のロードを確認できます。
このレポートはまた、特定のルートおよび回線グループ別にゲートウェイをグループ化
し、使用情報を生成する便利な方法も提供します。このグループには、指定されたルー
トと回線グループを使用している H.323 フォールバック ゲートウェイも含まれます。

• ルート/ハント リストの使用状況 - CAR管理者が利用できます。 ルート/ハント リストの
使用状況レポートは、選択したルート/ハント リストの推定使用率を提供します。 時間
ごと、または特定の曜日や月数を指定して、使用状況を確認することができます。 レ
ポートは、選択された各ルート/ハント リストに対して生成されます。 レポートを使用
して、ルートと回線グループの容量が使用要件を満たすのに十分かどうかを分析します。
その結果に基づいて、追加が必要かどうかを判断できます。 ゲートウェイに割り当てら
れた異なるルート/ハントリストを使用してゲートウェイの負荷を分散している場合、こ
のレポートを使用して、グループ全体の負荷を確認できます。 このレポートはまた、特
定のルート/ハントリスト別にゲートウェイをグループ化し、使用情報を生成する便利な
方法も提供します。このグループには、選択したルート/ハントリストを使用している
H.323 フォールバックゲートウェイも含まれます。

• ルートパターン/ハントパイロットの使用状況：CAR 管理者が利用できます。 ルートパ
ターン/ハントパイロット使用状況レポートは、選択されたルートパターン/ハントパイ
ロットの推定使用率を提供します。 時間ごと、または特定の曜日や月数を指定して、使
用状況を確認することができます。 選択した各ルートパターン/ハントパイロットのレ
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ポートが生成されます。レポートを使用して、選択したルートパターン/ハントパイロッ
トのシステム使用状況を分析します。

• ハントパイロット要約レポート - ハントパイロット要約レポートを生成できるのは CAR
管理者だけです。CDRハントパイロット通話要約レポートには、指定されたハントパイ
ロットの通話詳細が表示されます。このレポートには、ハントパイロットのコールの概
要のみが表示され、ハント メンバーの情報は含まれません。 CAR 管理者は、最大 5 つ
のハントパイロット DN のレポートを生成することができます。

• ハントパイロットの詳細 - ハントパイロットの詳細な通話レポートを生成できるのは、
CAR管理者だけです。このレポートには、ハントパイロット番号またはハントメンバー
のディレクトリ番号のコール詳細が表示されます。

• 電話会議の詳細 - CAR管理者が利用できます。 電話会議の詳細レポートでは、電話会議と会
議ブリッジに関する詳細を生成し、表示することができます。 概要レポートには、選択した
日時範囲内の電話会議の概要が表示されます。電話会議参加者の個別のコールレッグに関す
る情報は含まれません。 詳細レポートには、選択した日時範囲内の電話会議の詳細情報が表
示され、電話会議参加者の各コール レッグに関する情報が含まれます。

• 会議ブリッジの使用率 - CAR管理者が利用できます。 会議ブリッジの使用状況レポートは、
会議ブリッジの使用率のパーセンテージを提供します。 時間ごと、または特定の曜日や月数
を指定して、使用状況を確認することができます。 システム中のすべての会議ブリッジのレ
ポートを生成します。 このレポートを使用して、会議ブリッジのアクティビティを確認し、
リソースを追加する必要があるかどうかを判断します。 このレポートは、使用パターンを特
定するのに役立ち、使用パターンで繰り返し発生するピークを発見したときに容量を計画す
ることができます。

• 音声メッセージングの使用状況 - CAR管理者が利用できます。 ボイス メッセージの使用状況
レポートは、ボイス メッセージ デバイスの推定使用率を提供します。 時間ごと、または特
定の曜日や月数を指定して、使用状況を確認することができます。ボイスメッセージデバイ
スごとにレポートが生成されます。 このレポートを使用して、音声メッセージングのデバイ
スのアクティビティを確認し、リソースを追加する必要があるかどうかを判断します。 この
レポートは、使用パターンを特定するのに役立ち、使用パターンで繰り返し発生するピーク
を発見したときに容量を計画することができます。

• トランク使用率 - CAR管理者が利用できます。CAR管理者だけがトランク使用状況レポート
を生成できます。 このレポートは、デバイスを通過したコールの継続時間に基づいて、デバ
イスの使用状況レポートを計算します。 このレポートは、時間単位、日単位、または月単位
で生成することができます。レポートは選択された各トランクについて生成されます。この
レポートを容量評価に使用できます。 また、トランク経由で接続されているルート グルー
プ、ルートリスト、およびルートパターンの使用状況レポートを生成することもできます。
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ゲートウェイ デバイス レポート
通話記録分析レポート（CAR）は、管理者、マネージャ、および個々のユーザーという 3 つのレ
ベルのユーザーに対して、レポート機能を提供します。管理者のみがデバイスレポートを生成し
ます。

デバイスレポートは、電話会議ブリッジ、音声メッセージサーバー、ゲートウェイなど、Unified
Communications Manager に関連するデバイスの負荷とパフォーマンスを追跡します。

CAR管理者だけがゲートウェイレポートを生成できます。以下のセクションでは、ゲートウェイ
の詳細、ゲートウェイの要約、およびゲートウェイの使用状況の各レポートの設定方法について
説明します。

ゲートウェイ詳細レポートを生成する
ゲートウェイの詳細レポートを生成できるのは、CAR 管理者だけです。 ゲートウェイの詳細レ
ポートを使用して、特定のゲートウェイの問題を追跡します。

このセクションでは、選択したゲートウェイに関する詳細情報を生成、表示、またはメール送信
する方法について説明します。

Procedure

Step 1 端末レポート > ゲートウェイ > 詳細を選択します。

[ゲートウェイの詳細] ウィンドウが表示されます。

Step 2 レポートに含めることができるゲートウェイの一覧を表示するには、[ゲートウェイの一覧] ボッ
クスで、次のいずれかのタスクを実行します。

a) [ゲートウェイのリスト（List of Gateways）] ボックスにすべてのゲートウェイを表示するに
は、ウィンドウ左側の欄にある ゲートウェイタイプ をクリックします。

b) 特定のゲートウェイタイプのゲートウェイを [ゲートウェイのリスト（List ofGateways）]ボッ
クスに表示するには、ウィンドウ左側の列にある [ゲートウェイタイプ（Gateway Types）] の
アイコンをクリックします。 ツリー構造が展開し、ゲートウェイタイプのリストが表示され
ます。 リストからゲートウェイタイプを選択すると、[ゲートウェイのリスト（List of
Gateways）] ボックスにゲートウェイ名が表示されます。

Note
[ゲートウェイの一覧（List of Gateways）]ボックスには、選択したゲートウェイタイプに設定
されている最大 200 のゲートウェイがリスト表示されます。

c) ウィンドウの左側の欄で、設定済みのルートパターン/ハントパイロットに関連付けられたす
べてのゲートウェイを表示するには、[ルートパターン/ハントパイロット（RoutePatterns/Hunt
Pilots）] をクリックします。
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d) ウィンドウの左側の列にある [ルートパターン/ハントパイロット（RoutePatterns/HuntPilots）]
の隣にあるアイコンをクリックすると、ゲートウェイタイプではなく、特定のルートパターン
を使用するゲートウェイが表示されます。 ツリー構造が展開され、ルートパターン/ハントリ
ストのリストが表示されます。 リストからルートパターン/ハントパイロットを選択すると、
[ゲートウェイのリスト（List of Gateways）] ボックスにゲートウェイ名が表示されます。

Note
ウィンドウの左側の列の [ルートパターン/ハントパイロット（Route Patterns/Hunt Pilots）]ボッ
クスにルートパターン/ハントリストの名前の一部を入力すると、特定のルートパターン/ハン
トリストを検索できます。CARは、検索文字列に一致するルートパターン/ハントリストを検
索します。

Step 3 [ゲートウェイのリスト] ボックスで、レポートに含めるゲートウェイを選択します。

Note
一度に最大 5 つのゲートウェイのレポートを生成できます。

Step 4 選択したゲートウェイを [選択したゲートウェイ（Selected Gateways）] ボックスのリストに移動
するには、下矢印をクリックします。

選択したゲートウェイが [選択済みのゲートウェイ] ボックスに表示されます。

Step 5 [コールタイプの選択（Select Call Types）] 領域で、レポートに含めるコールタイプのチェック
ボックスをオンにします。 次の表はコールタイプを説明します。

Table 59: コール タイプ別のゲートウェイの詳細

説明コール タイプ

1 つの Unified Communications Manager ネット
ワークから発信され、トランク経由で外に出
て、別のUnified CommunicationsManagerネット
ワークで終了する発信コール。 CAR の目的の
ため、発信するコールは、それが CAR のダイ
ヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定さ
れている場合に、それがOnNetコールとして分
類される可能性があることに注意してくださ
い。ダイヤルプランをセットアップする, onpage
36を参照してください。

オンネット（On Net）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを
含む番号への市内通話は、公衆交換電話交換網
（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN 経由で発信される長距離通
話。

長距離通話（Long Distance）
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説明コール タイプ

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN経由で発信される国際通話。

国際

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
通過し、Unified CommunicationsManagerネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
経由してUnified CommunicationsManagerネット
ワークに入り、さらに Unified Communications
Manager ネットワークからゲートウェイを経由
して発信方向に転送します。

タンデム

トールフリー番号や 911 などの緊急通話など、
その他すべての発信コール。

その他（Others）

Step 6 [QoSを選択（SelectQoS）]エリアで、レポートに含める音声品質カテゴリのチェックボックスを
オンにします。 次の表で設定されているパラメータは、すべての音声品質カテゴリの基準を提供
します。

Table 60: ゲートウェイ詳細音声品質

説明音声品質

これらの通話のQoSは、可能な最高の品質を表
しています。

正常

これらの通話のQoSは、わずかに低下したもの
の、許容範囲内に収まっています。

許容可能

これらの通話の QoS は品質が低下しています
が、まだ使用可能な範囲内です。

並

これらのコールのQoSは、満足のいく品質では
ありません。

低品質

これらの通話は、確立されたQoSカテゴリのど
の基準にも一致しませんでした。

該当なし

Step 7 通話情報を表示する期間を選択します。

Note
日時の範囲が 1 ヶ月を超えないようにしてください。
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Step 8 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 9 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 10 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順に従います。

ゲートウェイ概要レポートを生成する
ゲートウェイの要約レポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。このレポートは、ゲート
ウェイを経由したすべてのコールのサマリを提供します。 この情報を使用して、ゲートウェイを
経由する通話のトラフィックと QoS を監視できます。

システムが自動生成したレポートを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 レ
ポートの自動生成をスケジュールすることができるのは、CAR 管理者だけです。 詳細について
は、CAR システムパラメータ, on page 35 を参照してください。

このセクションでは、ゲートウェイに関する概要情報を生成、表示、またはメール送信する方法
について説明します。

Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Reports）] > [ゲートウェイ（Gateway）] > [概要（Summary）] を選
択します。

[ゲートウェイの概要（Gateway Summary）] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step 6, on page 165」に進むか、またはデフォルト設定の [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 3, on page 163」に進みます。

Step 3 [コールタイプの選択（Select Call Types）] 領域で、レポートに含めるコールタイプのチェック
ボックスをオンにします。 次の表はコールタイプを説明します。

Tip
すべてのチェックボックスを選択するには、[すべて選択（SelectAll）]をクリックします。チェッ
クボックスの選択を解除するには、[すべてクリア（Clear All）] をクリックします。
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Table 61: コール タイプ別ゲートウェイ サマリー

説明コール タイプ

1 つの Unified Communications Manager ネット
ワークから発信され、トランク経由で外に出
て、別のUnified CommunicationsManagerネット
ワークで終了する発信コール。 CAR の目的の
ため、発信するコールは、それが CAR のダイ
ヤルプラン設定ウィンドウでそのように設定さ
れている場合に、それがOnNetコールとして分
類される可能性があることに注意してくださ
い。ダイヤルプランをセットアップする, onpage
36を参照してください。

オンネット（On Net）

クラスタ内通話を含む、UnifiedCommunications
Manager ネットワークから発信され、同じ
Unified CommunicationsManagerネットワークで
終了する通話（ゲートウェイまたはトランクは
使用されません）。

内線（Internal）

市外局番なしまたはローカル市外局番の 1 つを
含む番号への市内通話は、公衆交換電話交換網
（PSTN）を経由してルーティングします。

ローカル

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN 経由で発信される長距離通
話。

長距離通話（Long Distance）

Unified CommunicationsManagerネットワークか
ら発信され、PSTN経由で発信される国際通話。

国際

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
通過し、Unified CommunicationsManagerネット
ワークに入ります。

着信（Incoming）

Unified CommunicationsManagerネットワーク外
から発信される着信コールは、ゲートウェイを
経由してUnified CommunicationsManagerネット
ワークに入り、さらに Unified Communications
Manager ネットワークからゲートウェイを経由
して発信方向に転送します。

タンデム

トールフリー番号や 911 などの緊急通話など、
その他すべての発信コール。

その他（Others）

Step 4 [新規レポートの生成] を選択した場合、レポートを生成したい期間の日付範囲を選択します。
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Step 5 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 6 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 7 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

ゲートウェイ使用状況レポートを生成する
CAR管理者だけがゲートウェイ使用状況レポートを生成できます。このレポートは、正確な使用
率ではなく、一定期間の使用率の推定値を提供します。 例えば、システムは 11 時から 12 時まで
のゲートウェイの利用率を、次のように計算します。その時間にゲートウェイを使用したコール
の継続時間の合計/（1 時間の最大継続時間秒 * ゲートウェイの最大ポート数 * 選択した fromDate
と toDate の間の日数）* 100。 同様に、1 日を通して使用率を取得する場合、システムは 1 時間ご
との使用率を計算します。 1 日の各時間、または週または月ごとに指定した日数を指定して、使
用状況を確認することができます。

週単位の使用レポートの場合、システムは使用を次のように計算します。((日にゲートウェイを使
用したコールの継続時間の合計) / (各日の最大継続時間秒 * 選択した fromDate と toDate の間の各
日の数) * ゲートウェイの最大ポート数 * 100)

月次使用レポートの場合、システムは使用状況を次のように計算します。日にゲートウェイを使
用したコールの継続時間の合計/（各日の最大継続時間秒 * 選択した fromDate と toDate の間の各
日の数 * ゲートウェイの最大ポート数）* 100。

レポートは選択された各ゲートウェイについて生成されます。

H.323 ゲートウェイの使用率を計算するために、システムは CAR ゲートウェイ設定ウィンドウか
らのポート番号を使用します。 このウィンドウを表示するには、[システム（System）] > [システ
ムパラメータ（System Parameters）]> [ゲートウェイ設定（Gateway Configuration）] を選択しま
す。 Unified Communications Managerデータベースから H.323 ゲートウェイのポート詳細を取得す
ることはできません。データベース内の H.323 ポート番号は常に 0 と等しいためです。 ユーザー
は、[CARゲートウェイの設定（CARGatewayConfiguration）]ウィンドウで、H.323ゲートウェイ
のポート情報を更新する必要があります。

CARゲートウェイの設定ウィンドウから取得されるポート詳細情報は、利用可能なポート詳細が
ない、またはUnified Communications Managerデータベースで 0と表示されるゲートウェイのみで
す。

システムが自動生成したレポートを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 レ
ポートの自動生成をスケジュールすることができるのは、CAR 管理者だけです。 詳細について
は、CAR システムパラメータ, on page 35 を参照してください。

このセクションでは、ゲートウェイ使用状況レポートの生成、表示、またはメール送信の方法に
ついて説明します。

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
165

CDR Analysis and Reporting

ゲートウェイ使用状況レポートを生成する



Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Report）] > [ゲートウェイ（Gateway）] > [使用状況（Utilization）]
を選択します。

[ゲートウェイ使用状況] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Reports）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 62: レポート生成フィールド

説明パラメータ

「Step 8, on page 167」で指定した期間の 24時間
内の各時間の累積使用率を表示します。

時間帯（Hour of Day）

「Step 8, on page 167」で指定した期間内の週の
各日の累積使用率を表示します。

曜日（Day of Week）

「Step 8, on page 167」で指定した期間内の月の
各日の累積使用率を表示します。

日付（Day of Month）

Step 3 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step 10, on page 167」に進むか、またはデフォルトの [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 4, on page 166」に進みます。

Step 4 [ゲートウェイのリスト（List of Gateways）] ボックスでのレポートに含めることができるゲート
ウェイのリストを表示するには、次のいずれかの作業を行います:

a) [ゲートウェイのリスト（List of Gateways）] ボックスにすべてのゲートウェイを表示するに
は、ウィンドウ左側の欄にある ゲートウェイタイプ をクリックします。

b) 特定のゲートウェイタイプのゲートウェイを [ゲートウェイのリスト（List ofGateways）]ボッ
クスに表示するには、ウィンドウ左側の列にある [ゲートウェイタイプ（Gateway Types）] の
アイコンをクリックします。 ツリー構造が展開し、ゲートウェイタイプのリストが表示され
ます。 リストからゲートウェイタイプを選択すると、[ゲートウェイのリスト（List of
Gateways）] ボックスにゲートウェイ名が表示されます。

Note
[ゲートウェイのリスト] ボックスには、選択したゲートウェイタイプに構成されている最大
200 のゲートウェイが一覧表示されます。

c) ウィンドウの左側の欄で、設定済みのルートパターン/ハントパイロットに関連付けられたす
べてのゲートウェイを表示するには、[ルートパターン/ハントパイロット（RoutePatterns/Hunt
Pilots）] をクリックします。

d) ウィンドウの左側の列にある [ルートパターン/ハントパイロット（RoutePatterns/HuntPilots）]
の隣にあるアイコンをクリックすると、ゲートウェイタイプではなく、特定のルートパターン
を使用するゲートウェイが表示されます。 ツリー構造が展開され、ルートパターン/ハントリ
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ストのリストが表示されます。 リストからルートパターン/ハントパイロットを選択すると、
[ゲートウェイのリスト（List of Gateways）] ボックスにゲートウェイ名が表示されます。

Note
ウィンドウの左側の列の [ルートパターン/ハントパイロット（Route Patterns/Hunt Pilots）]ボッ
クスにルートパターン/ハントリストの名前の一部を入力すると、特定のルートパターン/ハン
トリストを検索できます。CARは、検索文字列に一致するルートパターン/ハントリストを検
索します。

Step 5 リストからゲートウェイ タイプを選択します。

ゲートウェイ名が [ゲートウェイの一覧] ボックスに表示されます。

Note
[ゲートウェイの一覧（List of Gateways）] ボックスには、選択したゲートウェイタイプに構成さ
れている最大 200 のゲートウェイが表示されます。

Step 6 [ゲートウェイのリスト] ボックスで、レポートに含めるゲートウェイを選択します。

Note
一度に最大 5 つのゲートウェイのレポートを生成できます。

Step 7 選択したゲートウェイを [選択したゲートウェイ（Selected Gateways）] ボックスのリストに移動
するには、下矢印をクリックします。

選択したゲートウェイが、[選択したゲートウェイ（Selected Gateways）] ボックスに表示されま
す。

Step 8 [新規レポートの生成（Generate New Report）] を選択した場合、確認したい通話情報の日付範囲
を入力します。

Note
日時の範囲が 1 ヶ月を超えないようにしてください。

Step 9 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 10 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 11 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

ルートパターンとハント パイロット デバイス レポート
通話記録分析レポート（CAR）は、管理者、マネージャ、および個々のユーザーという 3 つのレ
ベルのユーザーに対して、レポート機能を提供します。 管理者だけがルートパターンとハントパ
イロットのデバイスレポートを生成します。
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デバイスレポートは、電話会議ブリッジ、音声メッセージサーバー、ゲートウェイなど、Unified
Communications Manager に関連するデバイスの負荷とパフォーマンスを追跡します。

ルートおよび回線グループ使用状況レポートの生成
ルートおよび回線グループの使用状況レポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。このレ
ポートは、特定期間のルートおよび回線グループの最大使用率（ルートおよび回線グループ下の
すべてのゲートウェイの累積使用率）の推定値を提供します。 システムはゲートウェイ利用率と
同じ方法で使用率を計算しますが、この計算では、ルートグループの下のすべてのゲートウェイ
と回線グループの下のすべての回線の累積使用率が示されます。 1 日の各時間、または週または
月ごとに指定した日数を指定して、使用状況を確認することができます。 選択した各ルートおよ
び回線グループのレポートが生成されます。

システムが自動生成したレポートを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 レ
ポートの自動生成をスケジュールすることができるのは、CAR 管理者だけです。 詳細について
は、CAR システムパラメータ, on page 35 を参照してください。

このセクションでは、ルートおよび回線グループ使用状況レポートを生成、表示、またはメール
で送信する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Reports）]> > [ルートパターン/ハントパイロット（Route Patterns/Hunt
Pilots）] > > [ルートと回線グループの使用状況（Route and Line Group Utilization）] を選択しま
す。

[ルートおよび回線グループの使用状況（Route and Line Group Utilization）]ウィンドウが表示され
ます。

Step 2 [レポート生成（Generate Reports）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 63: レポート生成フィールド

説明パラメータ

「Step 8, on page 169」で指定した期間の 24時間
内の各時間の累積使用率を表示します。

時間帯（Hour of Day）

「Step 8, on page 169」で指定した期間内の週の
各日の累積使用率を表示します。

曜日（Day of Week）

「Step 8, on page 169」で指定した期間内の月の
各日の累積使用率を表示します。

日付（Day of Month）

Step 3 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step10, onpage169」に進むか、またはデフォルト設定の [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 4, on page 169」に進みます。
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Step 4 特定のルートパターンを使用するルートおよび回線グループのみを選択するには、ウィンドウの
左側の欄にある Route パターン/ハントパイロット をクリックします。

ツリー構造が展開され、選択したルート パターン/ハントリストが表示されます。

Note
ウィンドウの左側の列の [ルートパターン/ハントパイロット（Route Patterns/Hunt Pilots）] ボック
スにルートパターン/ハントリストの名前の一部を入力すると、特定のルートパターン/ハントリス
トを検索できます。CARは、検索文字列に一致するルートパターン/ハントリストを検索します。

Step 5 リストからルート パターン/ハント リストを選択します。

このルートパターン/ハントリストに対するルートと回線グループが、[ルート/回線グループのリ
スト（List of Route/Line Groups）] ボックスに表示されます。

Note
[List of Route/Line Groups] ボックスには、最大 200 のルート グループが表示されます。

Step 6 [ルート/回線グループのリスト（List of Route/Line Groups）] ボックスで、レポートに含めるルー
ト/回線グループを選択します。

Note
一度に最大 5 つのルート/回線グループのレポートを生成できます。

Step 7 選択したルート/回線グループを [選択されたルート/回線グループ（Selected Route/Line Groups ）]
ボックスのリストに移動するには、下矢印をクリックします。

選択したルート/回線グループは、[選択されたルートグループ（Selected Route Groups）]ボックス
に表示されています。

Step 8 [新規レポートの生成（GenerateNewReport）]を選択した場合、確認したい通話情報の日付範囲を
入力します。

Note
日時の範囲が 1 ヶ月を超えないようにしてください。

Step 9 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 10 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 11 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順に従います。

ルートおよびハント リスト使用状況レポートの生成
CAR（通信分析レポート）管理者だけがルート/ハントリストの使用状況レポートを生成できま
す。 ルート/ハント リスト使用状況レポートは、正確な使用状況ではなく、一定期間のルート/ハ
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ント リスト (ルート/ハント リスト下のすべてのゲートウェイの累積使用率) の最大使用率の推定
値を提供します。 システムは、ルート リスト下のすべてのゲートウェイおよびハント リスト下
のすべての回線の累積使用率を計算します。

1 日の各時間、または週または月ごとに指定した日数を指定して、使用状況を確認することがで
きます。 選択した各ルート/ハント リストのレポートが生成されます。

システムが自動生成したレポートを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 レ
ポートの自動生成をスケジュールすることができるのは、CAR 管理者だけです。 詳細について
は、CDR ロードスケジュールをセットアップする, on page 42 を参照してください。

このセクションでは、ルート/ハントリスト使用状況レポートの生成、表示、またはメール送信の
方法について説明します。

Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Reports）]> [ルートパターン/ハントパイロット（Route Patterns/Hunt
Pilots） > [ルート/ハントリストの使用状況（Route/Hunt List Utilization）]を選択します。

[ルート/ハントリストの使用状況] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Report）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 64: レポート生成フィールド

説明パラメータ

「Step 8, on page 171」で指定した期間の 24時間
内の各時間の累積使用率を表示します。

時間帯（Hour of Day）

「Step 8, on page 171」で指定した期間内の週の
各日の累積使用率を表示します。

曜日（Day of Week）

「Step 8, on page 171」で指定した期間内の月の
各日の累積使用率を表示します。

日付（Day of Month）

Step 3 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step10, onpage171」に進むか、またはデフォルト設定の [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 4, on page 170」に進みます。

Step 4 レポートに含めるルート/ハントリストを選択するには、ウィンドウの左側の列にある [ルートパ
ターン/ハントパイロット（Route Patterns/Hunt Pilots）] をクリックします。 ツリー構造が展開さ
れ、選択したルート パターン/ハント パイロットが表示されます。

Note
ウィンドウの左側の列の [ルートパターン/ハントパイロット（Route Patterns/Hunt Pilots）] ボック
スにルートパターン/ハントリストの名前の一部を入力すると、特定のルートパターン/ハントリス
トを検索できます。CARは、検索文字列に一致するルートパターン/ハントリストを検索します。
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Step 5 リストからルート/ハント リストを選択します。

ルート/ハントリストの名前が [ルート/ハントリストのリスト] ボックスに表示されます。

Note
[ルート/ハントリストのリスト（List of Route/Hunt Lists）] ボックスには、最大 200 件のルート/ハ
ントリストが表示されます。

Step 6 [ルート/ハントリストのリスト（List of Route/Hunt Lists）] ボックスで、レポートに含めるルート/
ハントリストを選択します。

Note
一度に最大 5 つのルート/ハントリストのレポートを生成できます。

Step 7 選択したルート/ハントリストを [選択されたルート/ハントリスト] ボックスのリストに移動する
には、下矢印をクリックします。

選択したルート/ハントリストは、[選択したルート/ハントリスト] ボックスに表示されます。

Step 8 [新規レポートの生成（GenerateNewReport）]を選択した場合、確認したい通話情報の日付範囲を
入力します。

Note
日時の範囲が 1 ヶ月を超えないようにしてください。

Step 9 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 10 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 11 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

ルートパターンおよびハントパイロット使用状況レポートの生成
ルート パターン/ハントパイロット使用状況レポートを生成できるのは、CAR 管理者だけです。
このレポートは、期間について、ルートパターン/ハントパイロットの最大使用率（ルートパター
ン/ハントパイロットの下のすべてのゲートウェイの累積使用率）の推定値を提供し、ではなく、
正確な使用率ではありません。システムは、ルートパターンの下のすべてのゲートウェイとハン
ト パイロットの下のすべての回線の使用率を計算します。 1 日の各時間、または週または月ごと
に指定した日数を指定して、使用状況を確認することができます。選択した各ルートパターン/ハ
ントパイロットのレポートが生成されます。

システムが自動生成したレポートを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 レ
ポートの自動生成をスケジュールすることができるのは、CAR 管理者だけです。 詳細について
は、CDR ロードスケジュールをセットアップする, on page 42 を参照してください。
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このセクションでは、ルートパターン/ハントパイロット使用状況レポートを生成、表示、または
メール送信する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Reports）]> > [ルートパターン/ハントパイロット（Route Pattern/Hunt
Pilots）] > [ルートパターン/ハントパイロットの使用状況（Route Pattern/Hunt Pilot Utilization）]>
を選択します。

[ルートパターン/ハントパイロット使用状況] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Report）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 65: レポート生成フィールド

説明パラメータ

「Step 8, on page 173」で指定した期間の 24時間
内の各時間の累積使用率を表示します。

時間帯（Hour of Day）

「Step 8, on page 173」で指定した期間内の週の
各日の累積使用率を表示します。

曜日（Day of Week）

「Step 8, on page 173」で指定した期間内の月の
各日の累積使用率を表示します。

日付（Day of Month）

Step 3 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step 10, on page 173」に進むか、またはデフォルトの [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 4, on page 172」に進みます。

Step 4 レポートに含めるルートパターン/ハントリストを選択するには、ウィンドウの左側の欄にある
ルートパターン/ハントパイロット をクリックします。

ツリー構造が展開され、選択したルートパターン/ハントリストが表示されます。

Note
ウィンドウの左側の列の [ルートパターン]ボックスにルートパターン/ハントリストの名前の一部
を入力することで、特定のルートパターン/ハントリストを検索することもできます。 CAR は、
検索文字列に一致するルートパターン/ハントリストを検索します。

Step 5 リストからルート パターン/ハント パイロットを選択します。

ルートパターン/ハントパイロット名が [ルートパターン/ハントパイロットのリスト] ボックスに
表示されます。

Note
[ルートパターン/ハントパイロットのリスト]ボックスには、最大 200のルートパターン/ハントリ
ストが表示されます。

Cisco Unified Communications Manager コールレポートおよび課金アドミニストレーション ガイド、リリース 14 および SU
172

CDR Analysis and Reporting

ルートパターンおよびハントパイロット使用状況レポートの生成



Step 6 [ルートパターン/ハントパイロットのリスト]ボックスで、レポートに含めるルートパターン/ハン
トリストを選択します。

Note
一度に最大 5 つのルート パターン/ハント パイロットのレポートを生成できます。

Step 7 下矢印をクリックして、選択したルートパターン/ハントパイロットを [選択されたルートパター
ン/ハントパイロット] ボックスのリストに移動します。

選択したルートパターン/ハントパイロットが、[選択されたルートパターン/ハントパイロット]
ボックスに表示されます。

Step 8 [新規レポートの生成（GenerateNewReport）]を選択した場合、確認したい通話情報の日付範囲を
入力します。

Note
日時の範囲が 1 ヶ月を超えないようにしてください。

Step 9 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 10 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 11 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

ハントパイロット概要レポートを生成する
ハントパイロット要約レポートを生成できるのは、CAR 管理者だけです。 CDR ハントパイロッ
ト通話要約レポートは、指定されたハントパイロットの通話詳細を表示します。 このレポートに
は、ハント パイロットのコールの概要のみが表示され、ハント メンバー情報は含まれません。
CAR 管理者は、最大 5 つのハントパイロット DN のレポートを生成することができます。

このセクションでは、ハントパイロット概要レポートの生成、表示、またはメール送信の方法に
ついて説明します。

Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Reports）] > [ルートパターン/ハントパイロット（Route Pattern/Hunt
Pilots）] > [ハントパイロットの概要（Hunt Pilot Summary）] を選択します。

[ハントパイロット詳細概要（Hunt Pilot Detail Summary）] が表示されます。

Step 2 [ハントパイロット（HuntPilots）]テキストボックスにハントパイロット番号を入力し、Enterキー
を押します。
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ハントパイロット番号がテキストボックスの下に表示されます。 または、アイコンをクリックし
て、使用可能なすべてのハント パイロット番号を表示することもできます。

Step 3 必要なハントパイロット番号をクリックすると、それが [ハントパイロットのリスト（List ofHunt
Pilots）] に表示されます。

Step 4 [レポートの生成] ドロップダウン リストから、次を選択します。

a) 時間帯（Hour of the day）：「Step 7, on page 174」で指定した期間の 24 時間ごとの各時間の通
話詳細を表示します。

b) 曜日（Day of the Week）：「Step 7, on page 174」で指定した期間内の曜日ごとのコールの詳細
を表示します。

c) 毎月の日（Day of theMonth）：「Step 7, on page 174」で指定した期間内の毎月の日ごとのコー
ルの詳細を表示します。

Step 5 利用可能なレポートのいずれかを選択するか、[利用可能なレポート ]ドロップダウンリストから
[新規レポートの生成] オプションを選択します。

Step 6 利用可能なハント パイロットのリストから必要なものを選択し、下矢印をクリックします。

選択したハントパイロットが、 選択したハントパイロット リストに表示されます。

Step 7 [ 開始日 ] と [ 終了日 ] をドロップダウンリストから選択します。

Step 8 必要なレポート形式を選択します。

[CSV] または [PDF] のいずれかです。 PDF はデフォルトのレポートオプションです。

Step 9 [レポートの表示（View Report）] をクリックして、レポートを表示します。

レポート結果を表示するには、「ハントパイロット概要レポートを生成する, on page 173」を参照
してください。

Step 10 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。

レポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

ハントパイロット詳細レポートを生成する
ハントパイロットの詳細な通話レポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。このレポート
には、ハントパイロット番号またはハントメンバーのディレクトリ番号のコール詳細が表示され
ます。

このセクションでは、ハントパイロット詳細レポートを生成、表示、またはメール送信する方法
について説明します。
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Procedure

Step 1 [ デバイスレポート > ] > [ルートパターン/ハントパイロット > ] > [ハントパイロットの詳細] を選
択します。

[ハントパイロットの詳細] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [HuntPilot] または [MemberDn] を選択してレポートを生成します。

Step 3 [ハントパイロット（HuntPilots）]テキストボックスにハントパイロット番号を入力し、Enterキー
を押します。

ハントパイロット番号がテキストボックスの下に表示されます。 または、アイコンをクリックし
て、ハント パイロット番号を表示することもできます。

Step 4 ハントパイロットオプションを選択した場合、必要なハントパイロット番号をクリックすると、
[SelectedHuntPilot/MemberDn] リストボックスに表示されます。 Step 7, on page 175 に進みます。

Step 5 メンバー dn オプションを選択した場合、必要なハント パイロット番号をクリックすると、その
中のメンバー dn 番号が一覧表示されます。

Step 6 メンバー dn のリストから、必要な dn をクリックして [SelectedHuntPilot/MemberDn] リストボッ
クスに追加します。

Step 7 利用可能なレポートのいずれかを選択するか、[利用可能なレポート ]ドロップダウンリストから
[新規レポートの生成] オプションを選択します。

Step 8 [ 開始日 ] と [ 終了日 ] をドロップダウンリストから選択します。

Step 9 必要なレポート形式を選択します。

[CSV] または [PDF] のいずれかです。 PDF はデフォルトのレポートオプションです。

Step 10 [レポートの表示（View Report）] をクリックして、レポートを表示します。

レポート結果を表示するには、「ハントパイロット詳細レポートの結果, on page 193」を参照して
ください。

Step 11 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。

レポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

会議ブリッジデバイスレポート
通話記録分析レポート（CAR）は、管理者、マネージャ、および個々のユーザーという 3 つのレ
ベルのユーザーに対して、レポート機能を提供します。 会議ブリッジデバイスレポートを生成で
きるのは、CAR 管理者だけです。

デバイスレポートは、電話会議ブリッジ、音声メッセージサーバー、ゲートウェイなど、Unified
Communications Manager に関連するデバイスの負荷とパフォーマンスを追跡します。
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会議電話の詳細を作成する
電話会議詳細レポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。電話会議の詳細レポートでは、
電話会議に関する詳細を生成および表示できます。

このセクションでは、電話会議詳細レポートの生成、表示、またはメール送信の方法について説
明します。

Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Reports）] > [会議ブリッジ（Conference Bridge）] > [通話詳細（Call
Details）] を選択します。

[電話会議の詳細] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポートタイプ（Report Type）]ドロップダウンメニューから、[概要（Summary）] または [詳細
（Detail）] のいずれかを選択します。

Step 3 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step 7, on page 176」に進むか、またはデフォルト設定の [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 4, on page 176」に進みます。

Step 4 [電話会議タイプの選択] で、次の表で説明されているように、レポートに含める電話会議タイプ
のチェックボックスをオンにします。

Table 66: 電話会議詳細フィールド

説明パラメータ

アドホック電話会議では、電話会議の管理者が
特定の参加者だけを電話会議に入れることがで
きます。

アドホック

ミートミー電話会議を使用すると、ユーザーは
電話会議にダイヤルインできます。

ミートミー

Step 5 [新規レポートの生成（GenerateNewReport）]を選択した場合、確認したい会議電話詳細の日付範
囲を入力します。

Note
日時の範囲が 1 か月を超えないようにしてください。

Step 6 CSV形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式]領域で [CSV]を選択します。 PDF形式のレ
ポートが必要な場合は、[レポート形式] 領域で [PDF] を選択します。

Step 7 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 8 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。
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会議ブリッジ使用状況レポートを生成する
コンファレンスブリッジ使用状況レポートを生成できるのは、CAR管理者だけです。このレポー
トは、一定期間のConference Bridge使用率の推定値を提供します (OnDemandレポート用に選択さ
れたすべての会議ブリッジの累積使用率)。正確な使用率を示すものではありません。例えば、シ
ステムは11時と12時間の間の会議ブリッジの使用率を、その時間に会議ブリッジを使用したコー
ルの継続時間の合計/（選択した fromDate と toDate の間の日数 * コンファレンスブリッジの最大
ストリーム数 * 1 時間の秒単位の最大継続時間）* 100 として計算します。 計算された値は、11
時から 12時までの使用率としてレポートに表示されます。 1日の各時間、または週または月ごと
に指定した日数を指定して、使用状況を確認することができます。

システムが自動生成したレポートを表示したり、新しいレポートを生成することができます。 レ
ポートの自動生成をスケジュールすることができるのは、CAR 管理者だけです。 詳細について
は、CDR ロードスケジュールをセットアップする, on page 42 を参照してください。

この項では、各会議ブリッジタイプの会議ブリッジの使用状況レポートを生成、表示、またはメー
ルで送信する方法について説明します。

Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Reports）] > [会議ブリッジ（Conference Bridge）] > [使用率
（Utilization）] を選択します。

[会議ブリッジの使用状況（Conference Bridge Utilization）] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Report）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 67: レポート生成フィールド

説明パラメータ

「Step 6, on page 178」で指定した期間の 24時間
内の各時間の累積使用率を表示します。

時間帯（Hour of Day）

「Step 6, on page 178」で指定した期間内の週の
各日の累積使用率を表示します。

曜日（Day of Week）

「Step 6, on page 178」で指定した期間内の月の
各日の累積使用率を表示します。

日付（Day of Month）

Step 3 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step 8, on page 178」に進むか、またはデフォルトの [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 4, on page 177」に進みます。

Step 4 左ペインの [会議ブリッジタイプ（Conference Bridge Types）]列から、使用率レポートに含める会
議ブリッジタイプを選択します。
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[デバイスリストボックス（List of Devices）] に表示するために選択した、特定の会議ブリッジタ
イプの会議ブリッジです。

Note
このレポートでは、最大で 5 つの会議ブリッジを選択します。

Step 5 レポートに含める会議ブリッジをすべて選択したら、下矢印をクリックして、[選択されたデバイ
ス] ボックスに追加します。

Step 6 [新規レポートの生成（GenerateNewReport）]を選択した場合、確認したい通話情報の日付範囲を
入力します。

Note
日時の範囲が 1 ヶ月を超えないようにしてください。

Step 7 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 8 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 9 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

ボイスメッセージ利用デバイスレポート
通話記録分析レポート（CAR）は、管理者、マネージャ、および個々のユーザーという 3 つのレ
ベルのユーザーに対して、レポート機能を提供します。管理者のみがデバイスレポートを生成し
ます。

デバイスレポートは、電話会議ブリッジ、音声メッセージサーバー、ゲートウェイなど、Unified
Communications Manager に関連するデバイスの負荷とパフォーマンスを追跡します。

音声メッセージング使用状況レポートを生成する
音声メッセージングの使用状況レポートを作成できるのは、CAR管理者だけです。このレポート
は、特定の期間におけるボイスメッセージデバイスの最大使用率の推定値を提供し、正確な使用
率を提供するものではありません。 例えば、システムは、音声メッセージングポート/音声メッ
セージングDNを使用したコールの継続時間を使用して、11時から 12時までの音声メッセージン
グポート/音声メッセージング DN の使用率を計算します。 システムは、ボイスメッセージ ポー
トの使用率を、(その時間にボイスメッセージ ポートを使用したコールの継続時間の合計 * 100) /
(1 時間の最大継続時間 (秒) * 選択した fromDate と toDate の間の日数) として計算します。。 音声
メッセージング DN の使用率の計算は、その時間に音声メッセージング DN を使用したコールの
継続時間の合計 * 100/（1時間の最大継続時間秒 * 選択したfromDateからtoDateまでの日数 * ボイ
スメッセージDNに接続されているゲートウェイのポートの最大数）を表します。 同じ値は、11
時から 12 時までの使用率としてレポートに表示されます。
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ボイス メッセージ ポートのボイス メッセージ使用状況レポートは、新しく生成されたレポート
としてのみ確認できます。システムが自動生成するレポートとしては確認できません。

ボイス メッセージDNのボイス メッセージ使用状況レポートは、自動的に生成することも、新し
いレポートとして生成することもできます。 レポートの自動生成をスケジュールすることができ
るのは、CAR 管理者だけです。 詳細については、CDR ロードスケジュールをセットアップする,
on page 42 を参照してください。

CARボイスメッセージ使用状況レポートは、CiscoUnityおよびCiscoUnity Connectionボイスメッ
セージシステムをサポートしています。

Note

このセクションでは、Voice Messaging Utilization レポートの生成、メール送信、または表示の方
法について説明します。

Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Reports）] > [ボイスメッセージング（Voice Messaging）] > [使用状況
（Utilization）] を選択します。

[ボイス メッセージの使用状況] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Report）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 68: レポート生成フィールド

説明パラメータ

「Step 10, on page 180」で指定した期間の 24 時
間内の各時間の使用結果を表示します。

時間帯（Hour of Day）

「Step 10, on page 180」で指定した期間内の週の
各日の使用率を表示します。

曜日（Day of Week）

「Step 10, on page 180」で指定した期間内の月の
各日の使用率を表示します。

日付（Day of Month）

Step 3 [利用可能なレポート（Available Reports）] フィールドで自動生成されたレポート（利用可能な場
合）を選択して、「Step12, onpage180」に進むか、またはデフォルト設定の [新規レポートの生成
（Generate New Report ）] を使用して「Step 4, on page 179」に進みます。

Step 4 ボイスメッセージ DN を選択するには、[Voice Utilization] ペインで [ボイスメッセージ DN] をク
リックします。

前に設定したボイスメッセージ DN が表示されます。

Note
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このウィンドウに表示される音声メッセージング DN は、Cisco Messaging Interface サービスをサ
ポートする音声メッセージングDN サービスパラメータで設定したものです。 パラメータ名
VoiceMailDnを、マシン上で作成したルーティングパターンに設定します。これを設定するには、
Cisco Unified CMAdministrationを開いて [システム（システム）] をクリックします。[サービスパ
ラメータ（Service Parameters）] をクリックしてから、サービス [Cisco Messaging Interface] を選
択します。

Step 5 ボイスメッセージ DN を選択します。

選択した DN が、[DN/ポートの一覧] リストボックスに表示されます。

Step 6 音声メッセージングポートを選択するには、[音声利用（Voice Utilization）] ペインで [音声メッ
セージングポート（Voice Messaging Ports）] をクリックします。

設定済みのボイスメッセージ ポートのリストが表示されます。

Step 7 ポートのリストから、ボイスメッセージ ポートを選択します。

選択したポートが、[DN/ポートの一覧] リストボックスに表示されます。

Step 8 [ボイスメッセージ DN/ポートの選択] で、下矢印をクリックします。

選択したポートが、[選択された DN/ポート] リストボックスに表示されます。

Step 9 「Step 7, on page 180」と「Step 8, on page 180」をレポートに含めたいポートを全て選択するまで繰
り返します。

Note
このレポートでは、最大 5 つのボイスメッセージングポート/ボイスメッセージング DN を選択で
きます。 デフォルトのボイス メッセージ DN と 4 つのボイス メッセージ ポート、または 5 つの
ボイス メッセージ ポートを選択することができます。

Step 10 [新規レポートの生成（Generate New Report）] を選択した場合、確認したい通話情報の日付範囲
を入力します。

Note
日時の範囲が 1 ヶ月を超えないようにしてください。

Step 11 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 12 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 13 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。
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トランク デバイス レポート
通話記録分析レポート（CAR）は、管理者、マネージャ、および個々のユーザーという 3 つのレ
ベルのユーザーに対して、レポート機能を提供します。管理者のみがデバイスレポートを生成し
ます。

デバイスレポートは、電話会議ブリッジ、音声メッセージサーバー、ゲートウェイ、トランクな
ど、Unified CommunicationsManagerに関連するデバイスの負荷とパフォーマンスを追跡します。

トランク レポートを生成できるのは、CAR 管理者だけです。 以下のセクションでは、トランク
使用状況レポートの設定方法について説明します。

トランク使用状況レポートの生成
CAR管理者だけがトランク使用状況レポートを生成できます。このレポートは、デバイスを通過
したコールの継続時間に基づいて、デバイスの使用状況レポートを計算します。

このレポートは、時間単位、日単位、または月単位で生成することができます。 システムは、選
択した日付範囲の 1 時間ごとのトランクの使用率を計算します。 例えば、システムは次の式を使
用して、11 時から 12 時までのトランクの使用率を以下のように計算します。その時間にトラン
クを使用したコールの継続時間の合計/（1時間の合計秒数 * トランクの最大ポート数 * 選択した
fromDateとtoDateの間の日数）* 100。

同様に、週の各日の使用率を取得するために、システムは次の式を使用して使用率を計算します。
1日にトランクを使用したコールの継続時間の合計/1日の合計秒数 * 選択した fromDate と toDate
の間の各日の数 * トランクの最大ポート数 * 100)。

月次使用レポートの場合、月の各日の使用率を取得するために、システムは次の式を使用して使
用率を計算します。1日にトランクを使用したコールの継続時間の合計/1日の合計秒数 *選択した
fromDate と toDate の間の各日の数 * トランクの最大ポート数 * 100)。

レポートは選択された各トランクについて生成されます。

トランク使用率の計算については、システムはCARトランク設定ウィンドウからのポート番号を
使用します。 このウィンドウを表示するには、[システム（System）] > [システムパラメータ
（System Parameters）] > [トランク設定（Trunk Configuration）] を選択します。 Unified
Communications Manager データベースから H.323 トランクのポート詳細を取得することはできま
せん。データベース内の H.323 ポート番号は常に 0 と等しいためです。 ユーザーは、[CAR トラ
ンクの設定（CAR Trunk Configuration）] ウィンドウで、H.323 トランクのポート情報を更新する
必要があります。

CAR トランクの設定ウィンドウから取得されるポート詳細情報は、利用可能なポート詳細がな
い、または Unified Communications Manager データベースで 0 と表示されるトランクのみです。

この項では、トランク使用率レポートの生成、表示、またはメール送信の方法について説明しま
す。
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Procedure

Step 1 [デバイスレポート（Device Reports）] > [トランク（Trunk）] > [使用率（Utilization）] を選択し
ます。

[トランク使用率（Trunk Utilization）] ウィンドウが表示されます。

Step 2 [レポート生成（Generate Reports）] フィールドで、次の表に記載されている時間を選択します。

Table 69: レポート生成フィールド

説明パラメータ

「Step 7, on page 183」で指定した期間の 24時間
内の各時間の累積使用率を表示します。

時間帯（Hour of Day）

「Step 7, on page 183」で指定した期間内の週の
各日の累積使用率を表示します。

曜日（Day of Week）

「Step 7, on page 183」で指定した期間内の月の
各日の累積使用率を表示します。

日付（Day of Month）

Note
トランク使用率レポートは自動生成されません。

Step 3 [トランク一覧（ListofTrunks）]ボックスでのレポートに含めることができるトランクの一覧を表
示するには、次のいずれかの作業を行います。

a) リストボックス中のすべてのトランクを表示するには、ウィンドウ左側の欄にある [トランク
タイプ（Trunk Types）] をクリックします。

b) 特定のトランクタイプのトランクを [トランクのリスト（List of Trunks）]ボックスに表示する
には、ウィンドウ左側の列にある [トランクタイプ（Trunk Types）] のアイコンをクリックし
ます。 ツリー構造が展開し、トランクタイプのリストが表示されます。 リストからトランク
タイプを選択すると、そのトランク名が [トランクのリスト（List of Trunks）]ボックスに表示
されます。

Note
List of Trunksボックスは、選択したトランクタイプに設定されている最大 200のトランクを一
覧表示します。

Note
トランク経由で接続されているルート グループ、ルート リスト、およびルート パターンにつ
いて、トランク使用状況レポートを生成できます。

Step 4 リストからトランク タイプを選択します。

トランク名が [トランクの一覧] ボックスに表示されます。
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Note
[トランクのリスト（ListofTrunks）]ボックスには、選択したトランクタイプに設定されている最
大 200 のトランクが表示されます。

Step 5 [トランクの一覧] ボックスで、レポートに含めるトランクを選択します。

Note
一度に最大 5 つのトランクのレポートを生成できます。

Step 6 選択したトランクを [選択したトランク（SelectedTrunks）]ボックスのリストに移動するには、下
矢印をクリックします。

選択したトランクが [選択されたトランク] ボックスに表示されます。

Step 7 [新規レポートの生成（GenerateNewReport）]を選択した場合、確認したい通話情報の日付範囲を
入力します。

Note
日時の範囲が 1 ヶ月を超えないようにしてください。

Step 8 CSV 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [CSV] を選択し
ます。 PDF 形式のレポートが必要な場合は、[レポート形式（Report Format）] エリアで [PDF] を
選択します。

Step 9 [レポートの表示（View Report）] をクリックします。

Step 10 レポートをメールで送信する場合は、[レポートの送信（Send Report）] をクリックします。 レ
ポートを送信するには、「メールレポート, on page 73」で説明されている手順を実行します。

CAR デバイスレポートの結果
この章では、各デバイスレポートのレポート出力情報について説明します。

ゲートウェイ詳細レポートの結果
ゲートウェイの詳細レポートには次のフィールドが含まれます。 表を参照してください。

Table 70: ゲートウェイ詳細レポートのフィールド

説明フィールド

ゲートウェイを通過した通話の日付。日付（Date）

通話がゲートウェイを経由した時間。発信時刻（Orig. Time）

通話が終了した時刻です。用語 時間
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説明フィールド

通話が接続した時間（秒）。継続時間は、接続
先接続時間と接続先切断時間の差を指定しま
す。

時間（秒）（Duration(s)）

呼び出し元のディレクトリ番号。発信元（Orig）

通話が最初にかけられたディレクトリ番号。通
話が転送されなかった場合、このディレクトリ
番号は [最終接続先]の番号と一致する必要があ
ります。通話が転送された場合、このフィール
ドには転送される前の元の接続先番号が含まれ
ます。

接続先（Dest）

発信者がこの通話中に送信側で使用したコー
デックコード (圧縮またはペイロードコード)。
このコードは、受信側で使用されたコーデック
コードと異なる場合があります。

発信コーデック

このコール中に、接続先の送信側で使用された
コーデック コード (圧縮またはペイロード コー
ド)。 このコードは、受信側で使用されたコー
デック コードと異なる場合があります。

接続先（Dest.） コーデック

発信したデバイスのデバイス名。着信通話およ
びタンデム通話の場合、このフィールドには
ゲートウェイのデバイス名を指定します。

発信デバイス

呼び出しを受信したデバイスのデバイス名。発
信およびタンデムコールの場合、このフィール
ドにはゲートウェイのデバイス名を指定しま
す。電話会議の場合、このフィールドは会議ブ
リッジのデバイス名を指定します。

接続先デバイス

QoSは、コールに対して達成された音声品質の
グレードを示します。

発信 QoS

通話の受信側の QoS カテゴリです。接続先 QoS

Figure 26: ゲートウェイ詳細レポート, on page 185 に、PDF 形式のゲートウェイ詳細レポートの出
力例を示します。
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Figure 26: ゲートウェイ詳細レポート

ゲートウェイサマリーレポート結果
ゲートウェイ要約レポートには次のフィールドが含まれます。 次の表を参照してください。

ゲートウェイ概要レポートは、ユーザーが選択した通話区分ごとに通話を区別し、QoS タイプに
基づいて通話を分割します。

Note

Table 71: ゲートウェイ要約レポートのフィールド

説明フィールド

通話のタイプ (内部、着信、タンデム)を表示し
ます。

通話の分類（Call Classification）
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説明フィールド

さまざまなゲートウェイのパフォーマンスの概
要を、各音声品質のカテゴリーのコールの合計
数と共に表示します。 「QoS 値の定義, on page
62」に設定するパラメータが、すべての音声品
質カテゴリの基礎となります。

• 良好：これらのコールのQoSは、可能な最
高品質を示します。

• 許容可能：これらのコールのQoSは、わず
かに低下していますが、許容範囲内にあり
ます。

• 並：これらの通話のQoSは劣化しています
が、通話はまだ使用可能な範囲内です。

• 不良：これらのコールのQoSは満足のいく
ものではありませんでした。

• NA - これらの通話は、確立された QoS カ
テゴリのどの基準にも一致しませんでし
た。

Quality of Service

特定の通話分類に対する総通話数を表示しま
す。

コール（Calls）

特定の通話分類のすべての通話の合計時間を表
示します。

継続時間（秒）（Duration (sec)）

次の図は、PDF 形式のゲートウェイ要約レポートの出力例を示します。
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Figure 27: ゲートウェイ要約レポート

ゲートウェイとルートの使用レポートの結果
ゲートウェイ、ルート グループ、ルート リスト、およびルート パターン使用状況レポートも同
様の出力を提供します。レポートをPDF形式で表示することを選択した場合、レポートは使用率
を棒グラフとして表示します。 選択した各ゲートウェイまたはルートグループのグラフが表示さ
れます。 表を参照してください。

Table 72: ゲートウェイおよびルート使用状況レポートのフィールド

説明フィールド

[時間単位（Hourly）] を選択した場合は 1 時間
単位、または週次または月次を選択した場合は
1 日単位の時間。 結果には、開始日と終了日で
表示される期間全体の、時間または日ごとの使
用率が表示されます。

時間/日（Time/Day）
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説明フィールド

ゲートウェイ、ルートグループ、ルートリス
ト、またはルートパターンの使用率。 この
フィールドには、ゲートウェイ、ルートグルー
プ、ルートリスト、ルートパターンの推定使用
率が表示されます。これは、すべてのゲート
ウェイが一度にサポートできるコールの総数に
対するものです。

%

Figure 28:ゲートウェイ使用状況レポート, on page 188に、PDF形式のゲートウェイ使用状況レポー
トの出力例を示します。

Figure 28: ゲートウェイ使用状況レポート

Figure 29: ルート/ハント リスト使用状況レポート, on page 189 に、PDF 形式のルート/ハント リス
ト使用状況レポートの出力例を示します。
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Figure 29: ルート/ハント リスト使用状況レポート

Figure 30: ルートおよび回線グループ使用状況レポート, on page 190 は、ルートおよび回線グルー
プ使用状況レポートの PDF 形式での出力例を示しています。
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Figure 30: ルートおよび回線グループ使用状況レポート

Figure 31:ルートパターン/ハントパス使用状況レポート, on page 191に、PDF形式のルート パター
ン/ハント パス使用状況レポートの出力例を示します。
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Figure 31: ルートパターン/ハントパス使用状況レポート

ハントパイロット概要レポートの結果
ハントパイロット要約レポートには以下のフィールドが含まれます。 表を参照してください。

Table 73: ハントパイロット要約レポートのフィールド

説明フィールド

[時間単位（Hourly）] を選択した場合は 1 時間
単位、または週次または月次を選択した場合は
1 日単位の時間。 結果には、開始日と終了日で
表示される期間全体の、時間ごとまたは日ごと
のコールの詳細が表示されます。

時間
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説明フィールド

指定された時間/日での提示されたおよび受信し
た通話の数です。

受信したコール数 = 処理されたコール数 + 放棄
されたコール数 +応答なしのために転送された
コール数 + 話中のために転送されたコール数 +
失敗したコール数。

現存/着信コール数

応答した通話の数。処理された/応答されたコール数

オンフック/オフフックになったが、接続も応答
もされなかったコールの数。

中断した（応答もリダイレクトもしなかった）
コール数

無応答のために転送された通話の数。無応答による転送コール数 (FONA)

受信側が話中だったために転送された通話の
数。

話中のため転送されたコール数 (FOB)

接続に失敗した通話の数。失敗したコール数

利用可能なハントパイロットの名前を一覧表示
します。

ハントパイロット名

ハントメンバーの回線番号をリストします。回線番号

Figure 32:ハントパイロット要約レポート, on page 193に、PDF形式のハントパイロット要約レポー
トの出力例を示します。
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Figure 32: ハントパイロット要約レポート

ハントパイロット詳細レポートの結果
ハントパイロット詳細レポートには以下のフィールドが含まれます。 表を参照してください。

Table 74: ハントパイロット詳細レポートのフィールド

説明フィールド

通話を受信した日時接続日時

通話が終了した日時切断日時

通話時間時間（Duration）
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説明フィールド

発信者のディレクトリ番号 (DN)発呼側

ハント パイロット ディレクトリ番号 (DN)着呼側

コールが最終的に着地したディレクトリ番号。
コールがハントパイロットで着地した場合、メ
ンバー DN が表示されます。 メンバー DN から
他の DN への転送が設定されている場合、その
コールが転送された DN が表示されます。

ハントメンバーの番号が表示されるのは、[Show
Line Group Member DN in finalCalledPartyNumber
CDR Field] が true に設定されている場合のみで
す。 値が false に設定されている場合、ハント
パイロット DN がこのフィールドに表示されま
す。 このパラメータ設定の詳細については、
『Cisco Unified CM アドミニストレーション ガ
イド』の「サービスパラメータの設定」を参照
してください。

最終的な着信側番号

コールに応答したデバイスのデバイス識別子。接続先（Dest.） デバイス名

通話に応答したかどうかを示します。 値は [は
い] または [いいえ] です。

応答したコール

通話が放棄されたかどうかを示します。 値は
[はい] または [いいえ] です。

中断したコール

応答がないために通話が転送されたかどうかを
示します。 値は [はい] または [いいえ] です。

応答がないために転送されたコール
(FONA)

応答側が話中のため、通話が転送されたかどう
かを示します。 値は [はい] または [いいえ] で
す。

話中のために転送されたコール(FOB)

通話が通じなかったかどうかを示します。値は
[はい] または [いいえ] です。

発信に失敗しました

通話を追跡するための識別番号。 これは CDR
データベースの globalcallid_callid 値です。

コール参照

「Figure 33:ハントパイロット詳細レポート, on page195」は、PDF形式のハントパイロット詳細レ
ポートの出力例を示します。
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Figure 33: ハントパイロット詳細レポート

電話会議詳細レポートの結果
電話会議情報を要約または詳細レポートのどちらで生成するかを選択できます。 レポートを PDF
形式で生成すると、通話の詳細が表形式で表示されます。 以下の表は、電話会議の詳細および概
要レポートのフィールドを示しています。 表を参照してください。

レポート条件には、電話会議のタイプ (アドホックおよび/またはミートミー)、日付範囲 [開始]と
[終了] が含まれます。

Note

Table 75: 電話会議詳細要約レポートの項目

説明フィールド

最初の参加者が電話会議に参加した時刻。発信時刻（Orig. Time）

最後の参加者が電話会議を退席した時刻。用語 時間

電話会議の参加者数。参加者数

秒単位での電話会議の各参加者の合計継続時間。時間（Duration）

使用された電話会議デバイスの名前。デバイス名

Table 76: 電話会議詳細レポートのフィールド

説明フィールド

電話会議が開始された時刻。電話会議開始時刻

電話会議の終了時刻。電話会議終了時刻

電話会議参加者が電話会議に接続した時間。接続時刻

電話会議の参加者が電話会議から切断した時間。切断時刻

電話会議の総時間。時間（Duration）
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